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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　もとどおりの生せい活かつ




　Ｋ県けんＹ市しにある住じゅう宅たく街がい──その一いっ角かくに、大おおきな洋よう館かんが建たっている。

　青あお々あおとしげった木き々ぎにかこまれ、かべにはツタがはっている、その家いえは、パッと見みるかぎり、廃はい墟きょのように見みえた。

　だけど、家いえの中なかから声こえがし、裏うら庭にわにはせんたくものがはためき、キッチンから朝ちょう食しょくのいいニオイがただよってくるところをみると、きちんと人ひとが住すんでいるようだ。

「うぅ……ん……」

　一いっ室しつにあるベッドの中なかで、少しょう女じょが、みじろぎをした。

　少しょう女じょの名なは、高たか野の杏あん樹じゅ。

　この家いえの住じゅう人にんだ。

「んー……いま、なんじ？」

　杏あん樹じゅは、ねぼけまなこで、まくらもとにおいてある目め覚ざまし時ど計けいをつかむ──と、タオルケットをはねのけ、飛とびおきた。

「もうこんな時じ間かん！」

　あわててベッドからおりると、いきおいよくクローゼットから制せい服ふくをとりだす。

　紺こん色いろのブレザーと、チェックのプリーツスカートがかわいい、と評ひょう判ばんの海かい聖せい学がく園えんの制せい服ふくで、杏あん樹じゅはその学がく園えんの初しょ等とう部ぶ５年ねん生せいだ。

　長ながい栗くり毛げ色いろの髪かみをアップにまとめ、銀ぎん色いろのフレームのメガネをかけた杏あん樹じゅは、鏡かがみにむかってほほえんだ。

　ふつうの人ひとより長ながい犬けん歯しが、チラリと見みえたが、杏あん樹じゅはもう気きにしなかった。

（だって、私わたしは吸ヴァ血ンパ鬼イアなんだもん……気きにしたってしかたないよね）

　そう。

　杏あん樹じゅのおじいちゃんは、北ほく欧おうで生うまれた吸ヴァ血ンパ鬼イア。

　杏あん樹じゅは、そのおじいちゃんの能のう力りょくを、隔かく世せい遺い伝でんとしてうけついでしまったのだ。

　だけど、ついだのは、能のう力りょくだけではない。

　おじいちゃんがまかされていた、世せ界かい精せい霊れい同どう盟めい（通つう称しょうＷＦＡ）の特とく別べつ管かん理り大たい使しの任にんも、おじいちゃんが亡なくなったと同どう時じに、つぐことになった。

　特とく別べつ管かん理り大たい使しとは──精せい霊れいの相そう談だんに乗のったり、人にん間げん界かいで悪わるさをする精せい霊れいをこらしめたり──精せい霊れい界かいのなんでも屋やみたいなものだ。

　最さい初しょは不ふ安あんだった杏あん樹じゅだけど、何なん度ども精せい霊れいがおこした問もん題だいを解かい決けつしてきて、いまでは、前まえむきに考かんがえられるようになった。

「よしっ！」

　着きがえおわった杏あん樹じゅは、いきおいよく窓まどを開あけた。

　初しょ夏かのさわやかな風かぜが、部へ屋やに流ながれこんでくる。

　その風かぜをうけながら、杏あん樹じゅは窓まどの外そとを見みた。

　いまは亡なきおじいちゃんが、丹たん精せいしていた庭にわには、色いろとりどりの花はなが咲さきみだれている。

「……やっと帰かえってこられた！」

　そうつぶやいた杏あん樹じゅのうしろで、ベッドのタオルケットが、もそもそと動うごく。

「ん～～～～……」

　タオルケットのあいだから、小ちいさな人ひとが顔かおを出だす。

　20センチほどの体からだには、透すけた羽はねがついていて、エメラルドグリーンを基き調ちょうとした服ふくは、寝ねおきでも、しわのひとつもついていなかった。

「シルフ、おはよっ！」

　シルフと呼よばれた小ちいさな精せい霊れいは、だるそうにムックリとおきあがった。

　風かぜの精せいシルフは、杏あん樹じゅとともに生せい活かつをする精せい霊れいの１人ひとりだ。

　数すうヶか月げつ前まえに、杏あん樹じゅのもとへやってきてからは、ある期き間かんをのぞいて、ずっと杏あん樹じゅといっしょにいる。

「うぅん……もう、あしゃ？」

「朝あさだよ。っていうか、ちょっとねぼうしちゃった」

「ん～……もうちょっと。フランスから帰かえってきた次つぎの日ひに学がっ校こうとか、ムリだよぉ……」

「シルフはムリして来こなくてもいいよ。それより、早はやくおきないと、朝あさごはん、なくなっちゃうよ！」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、シルフはハッとなる。

「それはこまるっ！」

　あわてて、大おおきなぼうしをかぶると、パタパタと羽はねを動うごかし、シルフはフワッと宙ちゅうにうかびあがった。

　と、そのとき。

「杏あん樹じゅさま。おきていらっしゃいますか？」

　ドアのむこうから、声こえが聞きこえた。

　それと、ドアをたたく音おとも。

「杏あん樹じゅさま、体たい調ちょうでも──」

「おきてるよ」

　ドアをあけると、そこには──銀ぎん色いろの長ながい髪かみをうしろでまとめた、長ちょう身しんの青せい年ねんが立たっていた。

「おはよ、ヴァル」

　ヴァルは、杏あん樹じゅの顔かおを見みると、ホッと息いきをついて、やさしげな笑えみをうかべた。

　ヴァルはもともと、高たか野の家けで飼かわれていた大おお型がた犬けんだった。

　でもほんとうは、神しん狼ろう族ぞくという種しゅ類るいの、ヴァイツェンウルフという精せい霊れいなのだ。

　杏あん樹じゅのおじいちゃんが亡なくなってからというもの、ヴァルが人ひと型がたに変へん身しんして、高たか野の家けをきりもりしている。

　保ほ護ご者しゃだと言いうわりに、気きが弱よわすぎるのが、玉たまにきずだ。

「なかなか、おきていらっしゃらなかったので、ぐあいでも悪わるいのかと──」

「ううん。ただのねぼうだよ」

　そう答こたえた杏あん樹じゅを、心しん配ぱいそうにヴァルが見みつめる。

「昨日きのうの夜よるにフランスから帰き宅たくされたばかりですし、今日きょうは学がっ校こうをお休やすみしませんか？」

「だいじょうぶ。これ以い上じょう、休やすみたくないもん」

「それにしても、杏あん樹じゅさまがねぼうなんて──」

　階かい段だんをおりていく杏あん樹じゅの背せ中なかに、ヴァルが声こえをかけた。

「きっと、フランスでのつかれが、出でているんでしょうね」

「そうかもしれないけど、平へい気き」

「ムリしないでくださいね。すごくたいへんだったと、モルガンからさっき電でん話わがあったので、私わたしは心しん配ぱいなんですよ……」

　ヴァルの話はなしに出でてきたモルガンとは、ＷＦＡをまとめる長おさだ。

　精せい霊れい界かいで名ながとおった、大だい魔ま女じょでもある。

「そうなんだ……でも、ほんとうにだいじょうぶだから」

　杏あん樹じゅは、ダイニングへと入はいっていく。

「おにいちゃんは？　まだ寝ねてるのかな？」

　杏あん樹じゅが、部へ屋やの中なかを見みまわした瞬しゅん間かん。

「うおーっ！　失しっ敗ぱいだーっ！」

　キッチンから、さけび声ごえが聞きこえてきた。

「な、なに!?」

　カバンを投なげだし、杏あん樹じゅはキッチンへと駆かけていく。

　そこで、杏あん樹じゅの視し界かいに飛とびこんできたのは──ヴァルがいつもつけている、黒くろいエプロンを身みにつけた兄あにの光こう哉やが、コンロの前まえであわあわしているすがただ。

　中ちゅう学がく２年ねん生せいにしては大おおきい、１７０センチもある身しん長ちょうと、おじいちゃんゆずりの美び貌ぼうから、光こう哉やは、プロのファッションモデルをしている。

　いつもなら、ギリギリまで寝ねているはずの光こう哉やが、キッチンに立たっているという光こう景けいに、杏あん樹じゅはビックリした。

「お、おにいちゃん……なにしてるの？」

　声こえをかけられ、光こう哉やがふりかえる。

　杏あん樹じゅとおなじ栗くり毛げ色いろの髪かみが、キッチンの窓まどからさしこむ光ひかりでキラキラとかがやいた。

「お、おっす、杏あん樹じゅ」

「おはよう、おにいちゃん……じゃなくって、どうしたの？」

　杏あん樹じゅが、光こう哉やの手てもとをのぞきこむ。

　そこには、黒くろくこげた、なにかのかたまりがあった。

「これ、なに？　まさか、オムレツ……？」

　シルフが、顔かおをしかめて、その無む惨ざんなオムレツを見みつめている。

「うぅ……そ、そうだよ」

「なんで、おにいちゃんが作つくってるの？　お料りょう理りは苦にが手てだって、言いってたのに……」

「まぁ、そうだな……」

　杏あん樹じゅは、声こえをつまらせている光こう哉やを見みあげた。

「杏あん樹じゅさまに、朝ちょう食しょくを作つくってあげたいと、光こう哉やさまがおっしゃったんですよ」

　光こう哉やのかわりに、ヴァルがキッチンの入いり口ぐちで答こたえる。

「そうだったんだ……」

　杏あん樹じゅの蒼あおい瞳ひとみが、光こう哉やをじっと見みつめると、光こう哉やはてれくさいのか、目めをおよがせた。

「むこうでおまえ、いろいろとたいへんだったみたいだし、なんかしてやれないかなー……ってさ」

「そっか……ありがとう！」

　はじけるような笑えみをうかべると、杏あん樹じゅは近ちかくにあったお皿さらをさしだした。

「それ、のっけて！」

「でも、これは……」

「いいよ。せっかく作つくってくれたんだし、こげたところをよければ食たべられるから」
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「じゃあ、オレと、はんぶんこするか」

　そう言いった光こう哉やを、シルフが制せい止しする。

「ちょっと、ちょっとお！　ボクにも、作つくってくれたんでしょう？　ボクが、杏あん樹じゅといっしょに食たべるんだから」

「そ、そうか」

　言いいながら、光こう哉やはお皿さらにオムレツをのせた。

「よし……メシにするか！」

「あっ……！」

　オムレツを受うけとった杏あん樹じゅは、じぶんがせんたく当とう番ばんであることを思おもいだした。

　おじいちゃんがいなくなり、両りょう親しんも海かい外がいにいるため、この家いえの家か事じは、分ぶん担たん制せいになっている。

　料りょう理りはヴァル。

　お風ふ呂ろそうじとゴミ捨すては光こう哉や。

　せんたくものは杏あん樹じゅ。

　そして、各かく部へ屋やのそうじは、使つかう人ひとがすると、おじいちゃんが亡なくなったときに決きめたのだ。

「まって。私わたし、今日きょうの当とう番ばんを──」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばを、ヴァルがさえぎった。

「終おわってますから、ご心しん配ぱいなく」

「えっ？」

「光こう哉やさまが、かわりにやってくれたんですよ」

　ヴァルはそう答こたえると、サッとキッチンにある勝かっ手て口ぐちを開あけた。

「うわぁ……」

　杏あん樹じゅは目めをまるくした。

　裏うら庭にわにつづく勝かっ手て口ぐちから、せんたくものがはためいているのが見みえる。

「これ、ぜんぶ……光こう哉やがやったの？」

　シルフが、信しんじられないというふうに聞きいた。

「まーな。オレだって、やればできるってことだよ」

　光こう哉やのやさしさがうれしくって、杏あん樹じゅの顔かおに笑えみが広ひろがった。

「ありがとう……おにいちゃん！」

　光こう哉やがてれくさそうに言いう。

「んじゃ、チャッチャとメシ食くって、学がっ校こう行いこうぜ！」




　通つう学がく路ろは、海かい聖せい学がく園えんの生せい徒とであふれかえっている。

　朝あさのあいさつでにぎわう中なか、杏あん樹じゅと光こう哉やは肩かたをならべて歩あるいていった。

　駅えきから出でている専せん用ようの通つう学がくバスもあるが、杏あん樹じゅたちの家いえは、学がっ校こうまで歩あるいていける距きょ離りにあった。

　空そらを飛とべるはずのシルフは、いつものように、ちゃっかり杏あん樹じゅの肩かたの上うえにすわっている。

　そこが、シルフの特とく等とう席せきだ。

　精せい霊れいは、特とく定ていの人ひとにしか見みえないため、特とく等とう席せきにすわったシルフは、のんきにあくびをしていた。

「で、もうだいじょうぶなのか、杏あん樹じゅ？」

　さりげなく光こう哉やに聞きかれ、杏あん樹じゅとシルフは顔かおを見みあわせた。

「シルフも、杏あん樹じゅもさ。むこうで、いろいろあったんだろ？」

　そう聞きかれて、杏あん樹じゅはフランスへ行いったときのことを思おもいだした。

　杏あん樹じゅ自じ身しんも知しらなかった、ほかの精せい霊れいの能のう力りょくを吸すいとってしまうという力ちからのせいで、シルフは死しにかけたのだ。

　それでも、ＷＦＡの長おさであるモルガンや、北ほく欧おうにある吸ヴァ血ンパ鬼イアの村むらに住すむレモナに力ちからを借かりて、杏あん樹じゅはシルフといっしょに、昨日きのう、日にっ本ぽんに帰かえってくることができた。

「私わたしは平へい気き」

　言いって、杏あん樹じゅはシルフを気きづかうように目めをやる。

「ボクも。ぜっこーちょーだよ」

「なら、いいんだ」

　安あん心しんしたように光こう哉やが言いった、そのとき。

　２人ふたりのうしろから、足あし音おとが聞きこえてきた。

　それも、１人ひとりじゃない。

　かなりの大おお人にん数ずうの足あし音おとが、バタバタと近ちかづいてくる。

「きたか……」

「きたって、なにが？」

　ふしぎに思おもった杏あん樹じゅが、ふりかえると──海かい聖せい学がく園えんの制せい服ふくを着きた、１クラスぶん以い上じょうの女おんなの子こたちが、すごいいきおいで光こう哉やにむかって駆かけてくるのが見みえた。

「わっ!?」

　目めをまるくする杏あん樹じゅに、光こう哉やが早はや口くちで言いった。

「あんまムチャするなよ、杏あん樹じゅ。じゃあな！」

「え、あ……！」

　杏あん樹じゅが答こたえるよりも早はやく、光こう哉やはいそぎ足あしで、杏あん樹じゅからはなれていく。

　そこへ、

「光こう哉やせんぱーいっ！」

「やーんっ！　まってくださいよぉ！」

「私わたしたち、〝ＫＯＵＹＡ応おう援えん委い員いん会かい〟っていうファンクラブ立たちあげたんですぅ！」

　女おんなの子こたちは、口くち々ぐちにそう言いって、杏あん樹じゅの横よこを駆かけぬけていく。

　いきおいよく、ドンッと肩かたがあたった杏あん樹じゅが、よろめくのも気きにせず、女おんなの子こたちは光こう哉やを追おいかけていった。

「杏あん樹じゅ、だいじょうぶ？」

「うん……」

　十じゅう数すうメートル先さきで追おいつかれた光こう哉やは、あっというまに、女おんなの子こたちにかこまれてしまった。

　それでも、王おう子じさまスマイルをうかべ、女おんなの子こたち１人ひとり１人ひとりを相あい手てしているのを見みて、杏あん樹じゅは呆ぼう然ぜんとしている。

「なんか、前まえより増ふえてない……？」

「なるほど。アレに、杏あん樹じゅを巻まきこみたくなくて、光こう哉やは先さきに行いったのか」

　シルフは、なっとくしたようにつぶやく。

　すると、杏あん樹じゅのすぐうしろから、声こえがした。

「聞きいたでしょ。光こう哉やのファンクラブですって」

　声こえと同どう時じに、海かい聖せい学がく園えんの制せい服ふくを着きた少しょう女じょが、杏あん樹じゅの横よこにならんだ。

「あっ、ヴィリ！」

「おはよう、杏あん樹じゅ」

　無む表ひょう情じょうであいさつをする少しょう女じょは、女おんなの子こたちにかこまれている光こう哉やを、じっと見みつめている。

「ヴィリ？」

　杏あん樹じゅは、身み動うごきひとつしないヴィリを見みた。

　小こ麦むぎ色いろの長ながい手て足あしと発はっ達たつした体からだ、あわいパープルの瞳ひとみは、まるで海かい外がいモデルのよう。

　長ながい髪かみを、ツインテールにした少しょう女じょの正しょう体たいは──嵐あらしをよぶ、悲ひ恋れんの精せい霊れいヴィリだ。

　好すきになった人にん間げんの生せい気きを吸すい、それをかてに生いきているため、吸すわれた人ひとは植しょく物ぶつ状じょう態たいになってしまう。

　しかし、光こう哉やは吸ヴァ血ンパ鬼イアの血ちをひいているためか、ヴィリに吸すわれてもだいじょうぶだ。そのタフさにひかれ（それ以い外がいにも理り由ゆうはあるだろうけれど）、ヴィリは日にっ本ぽんへとやってきた。

　いまでは、光こう哉やのクラスメイトの１人ひとりになっている。

「ここ数すう日じつ、あんな調ちょう子しよ。学がっ校こうの中なかでも、外そとでもね」

「そ、そうなんだ」

「私わたし、とりまきたちをとっちめて──」

「ダ、ダメだよ、ヴィリ！」

「なによ、杏あん樹じゅ、急きゅうに大おおきな声こえだして。じょうだんよ」

　ヴィリは顔かおをしかめながら、言こと葉ばをつづけた。

「ふん、光こう哉やのそばにいるためには、少すこしでも人にん間げんらしく……でしょ？　わかってる」

　ためいきまじりに言いうと、ヴィリは杏あん樹じゅをじっと見みつめた。

「わかってるわよ……ちゃんと」

（あ、あれ？）

　思おもったら、すぐ行こう動どう！　のヴィリにしては、ものわかりがよすぎる。

　これまでのヴィリだったら、すぐに頭あたまに血ちをのぼらせて、おおさわぎになっていたはずだ。

（少すこしは、人にん間げん界かいに慣なれてきたのかな？）

「それにしても、あれじゃあ……しばらく大たい使しは休きゅう業ぎょうね」

　ヴィリに言いわれて、杏あん樹じゅはハッとした。

「うん、たしかに……バレたらたいへんだもんね」

　杏あん樹じゅは、不ふ安あんをふりはらうように首くびを横よこにふった。

「でも、だいじょうぶ。私わたしが、おにいちゃんのぶんまで、がんばるし！」







　　　　２　前まえとはちがう……？




　教きょう室しつに入はいると、すぐに、友ともだちの里さと美みが走はしってきた。

「おはよう、杏あん樹じゅ！　ちょっと、だいじょうぶなの？」

　心しん配ぱいそうに、杏あん樹じゅの顔かおをのぞきこむ。

　それもそのはず。

　杏あん樹じゅはしばらく、ぐあいが悪くて休やすんでいたということになっているからだ。

「うん、だいじょうぶ、心しん配ぱいかけてごめんね」

　笑え顔がおでそう答こたえながら、杏あん樹じゅは、ヴァルに言いわれたことを思おもいだしていた。

「杏あん樹じゅさまが本ほん部ぶに行いっているあいだ、２回かいほど里さと美みさんと百ゆ合りさんが、おみまいにいらっしゃいました。風邪かぜがうつるとこまるからと、帰かえっていただきましたが……」

　杏あん樹じゅは、ごく自し然ぜんに笑え顔がおで答こたえた。

「おみまいに来きてくれたんだよね？　ありがとう」

　そう言いった杏あん樹じゅを見みて、里さと美みがだまったまま、目めをパチクリさせた。

（あれ？）

　杏あん樹じゅの肩かたからはなれ、フワフワとういているシルフも、はて？　と首くびをかしげている。

「えっと、おみまいに来きてくれたの……里さと美みじゃなかったのかな？　うちの執しつ事じが、だれかおみまいに来きたって言いってたから、てっきり──」

「ううん」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばを止とめて、里さと美みはしげしげと杏あん樹じゅを見みつめた。

「杏あん樹じゅ……なんか変かわったね」

「そう？」

　ドキッとして、杏あん樹じゅは目めを見みはった。

　じぶんでは、気きづけないうちに、なにかが変かわったのだろうか。

　体からだのどこかに、変へん化かがあるとか？

　杏あん樹じゅは、じぶんの体からだを見みまわした。

「ははっ。外がい見けんじゃなくって」

　里さと美みが、大おおきな口くちをあけて笑わらう。

「え？　なになに？」

「なんとなく。ふんいきかな」

　杏あん樹じゅは心こころの中なかで、里さと美みがなにか、気きづいたんじゃないかとハラハラした。

　里さと美みのお父とうさんは刑けい事じで、里さと美みもその血ちをついでいるからか、妙みょうにカンがするどいのだ。

　その上うえ──いまは、わすれ薬ぐすりのせいで覚おぼえていないけれど、杏あん樹じゅがヴァンパイア大たい使しをしているところも、目もく撃げきしたことがある。

　いつか、正しょう体たいがバレるんじゃないかと、杏あん樹じゅは気きが気きではなかった。

　友ともだちに──それも親しん友ゆうの里さと美みに、かくしごとをするのはイヤだけれど、しかたのないことだ。

「で、杏あん樹じゅ、風邪かぜはもうなおったの？」

　席せきへと歩あるきながら、里さと美みが聞きいてくる。

「うん。平へい気き」

「なおったなら、よかった！　光こう哉や先せん輩ぱいのさわぎに巻まきこまれたくなくて、学がっ校こうを休やすんでるんじゃないかってウワサだったんだよ。杏あん樹じゅはそんな子こじゃないって、言いったんだけどさー」

「もしかして、里さと美み……」

「もちろん、ウワサしてた子こを言いいまかしてやったさ！」

「……ほうっておけばいいのに。でも、ありがと、里さと美み」

　笑わらった杏あん樹じゅは、正しょう直じき、光こう哉やのまわりで、なにがおこっているのか知しらなかった。

　テレビの生なま放ほう送そう番ばん組ぐみに出でた、と電でん話わで聞きいたきり。

「にしても、光こう哉や先せん輩ぱい、すごい人にん気きだよねぇ。他た校こうの生せい徒とも、放ほう課か後ご、校こう門もんで光こう哉や先せん輩ぱいをまってたりするしさ。なんて言いうの、出でまち？　警けい備び員いんさんもおおいそがし」

「そ、そんなに!?」

　おどろく杏あん樹じゅの肩かたを、シルフがツンツンとつつく。

「杏あん樹じゅ、杏あん樹じゅ」

　そう呼よばれて、杏あん樹じゅは、教きょう室しつ内ないの空くう気きが、いつもとちがうことに気きづいた。

　クラスメイトたちが、杏あん樹じゅを見みて、そわそわしている。

「？」

　ふしぎに思おもった杏あん樹じゅが首くびをかしげていると、１人ひとりのクラスメイト──笹ささ詩し織おり──が、意いを決けっしたように駆かけよってきた。

「あのっ、高たか野のさんっ！　海かい聖せい学がく園えん新しん聞ぶん部ぶとして、聞ききたいことがっ！」

「さ、笹さささん？」

「学がく園えんのヒーロー、ＫＯＵＹＡの素す顔がおにせまる！　って記き事じを書かきたいんだけど、高たか野のさんにいろいろインタビューさせてほしいの！」

　ぶ厚あついメガネをかけた笹ささに、ズイッと近ちかよられて、杏あん樹じゅはおもわず、あとずさる。

「え、えっと……」
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　そこへ、クラスメイトがつぎつぎとよってきた。

「笹ささばっかり、ズルイ！　私わたしも聞ききたーい」

「ねぇねぇ、高たか野のさん。光こう哉や先せん輩ぱいって、ふだん、どんな生せい活かつしてるの？」

「やっぱり、やさしいんでしょう？　朝あさ、おこしてくれる？」

「朝あさごはんとか、作つくってくれたりして！」

「王おう子じさまスマイルで、ほら食たべろよ、なんて言いわれたりして、もう～～～～！」

「あーん、うらやましいっ！」

　妄もう想そうしまくるクラスメイトを前まえに、杏あん樹じゅはアタフタするばかり。

「あ、それはうらやましいかも！」

　と、里さと美みまでくわわるしまつだ。

「真しん実じつのすがたを、教おしえてあげたらあー？」

　杏あん樹じゅの頭あたまの上うえで、シルフが笑わらいころげている。

「ねぼうはしょっちゅうだし、朝あさごはんは、こげたオムレツだし」

「なになに？　なんの話はなし？」

　そこへ、おなじく友ともだちの百ゆ合りがやってきた。

「あ、杏あん樹じゅ。風邪かぜ、なおったんだ？」

「百ゆ合り、おはよう。もうだいじょうぶ」

　おおさわぎしているクラスメイトたちから、そっとはなれ、杏あん樹じゅは百ゆ合りのほうへ歩あるいていった。

「なに、このさわぎ？」

「おにいちゃんのことで……」

「なるほどね。杏あん樹じゅ、だいじょうぶ？」

「ちょっと、まだ慣なれないというか……」

「そうだよね。でも、すぐにおさまるはずよ。経けい験けん者しゃが言いうんだから、まちがいないって」

　平へい気き平へい気き、と笑わらう百ゆ合りは、クラシックバレエでプリマを目めざしている女おんなの子こで、雑ざっ誌しでもとりあげられるほどの有ゆう望ぼうなダンサーだった。

　交こう通つう事じ故こに遭あって、未み来らいに絶ぜつ望ぼうしているときに、悪わるい精せい霊れいに心こころをうばわれ、大たい使しの杏あん樹じゅに助たすけてもらったという経けい歴れきを持もっている。

　前まえは、クラスでも１人ひとり、ツンとした感かんじだったけれど、杏あん樹じゅや里さと美みといっしょにいるようになってからは、すっかりうちとけるようになった。

　てれ屋やで、本ほん当とうはすなおな性せい格かくの百ゆ合りは、杏あん樹じゅと里さと美みのコンビに、すぐになじんだ。

「あれ？　百ゆ合り、松まつ葉ばづえは？」

　杏あん樹じゅに聞きかれた百ゆ合りは、うれしそうにほほえんだ。

「昨日きのう、とれたの。これからは、リハビリがんばるよ！」

「そうなんだ！　よかったじゃない！」

　杏あん樹じゅに祝しゅく福ふくされ、百ゆ合りはてれくさそうにほおを赤あかくそめた。

「それで、ね。リハビリもかねて、私わたし、これに参さん加かしてみたいんだけど──」

　言いって、百ゆ合りはスクールバッグから、１枚まいの紙かみを出だすと、つくえの上うえにおいた。

　杏あん樹じゅが、その紙かみをのぞきこむと、そこには──




　　　復ふっ活かつ！　納のう涼りょう祭さい！




　の文も字じ。

「杏あん樹じゅと里さと美みも、いっしょにどうかなって。里さと美みは、まだ来きてないの？」

「ううん。あそこでさわいでる……」

「ほんとだ。ねぇ、里さと美み」

　百ゆ合りは、王おう子じさま・ＫＯＵＹＡの妄もう想そうで盛もりあがっている里さと美みを呼よぶ。

「里さと美みってば！」

「あ、ごめんごめん」

　杏あん樹じゅたちのところにきた里さと美みが、つくえの上うえにおかれた紙かみを見みた。

「ん？　納のう涼りょう祭さい？」

　杏あん樹じゅたちの住すんでいる地ち域いきで、納のう涼りょう祭さいと呼よばれる夏なつ祭まつりはない。

　あるのは、駅えき前まえでやる秋あき祭まつりイベントだけ。

「むかしは、葛くず葉は神じん社じゃで納のう涼りょう祭さいをしてたんだって。だけど、葛くず葉は神じん社じゃって、このあいだまでボロボロだったじゃない？　ずいぶん前まえから、いつのまにかやらなくなってたんだって」

　百ゆ合りの解かい説せつを聞きいて、里さと美みが口くちをひらく。

「それが、神じん社じゃが改かい築ちくされたから、お祭まつりも復ふっ活かつさせようってことか」

「へぇ……」

　２人ふたりの会かい話わを聞ききながら、杏あん樹じゅは紙かみに視し線せんをもどす。

「子こどもみこしの参さん加か者しゃ募ぼ集しゅう、かぁ」

「そう、これ！」

　百ゆ合りがうなずいた。

「杏あん樹じゅと里さと美みも、いっしょに参さん加かしてみない？」

「え、えぇ!?」

　杏あん樹じゅは、すっとんきょうな声こえをあげた。

「おみこしって、かつぐんだよね？」

「うん！」

「百ゆ合り、やりたいの？」

　聞ききかえす里さと美みに、百ゆ合りはおずおずと口くちをひらく。

「うん……リハビリになるかなって思おもったの。ほかの学がっ校こうの子ことも知しりあえるし、こういう機き会かいって、めったにないから……」

　いままで、ツンとして、友ともだちなんていらないというオーラを出だしていた百ゆ合りの変かわりように、里さと美みと杏あん樹じゅは顔かおを見みあわせた。

「……いいね。やろっか！」

「そうだね。やろう！」

　そう答こたえた杏あん樹じゅに、シルフがつぶやく。

「杏あん樹じゅにできるかなぁ……」

（できるもん！）

　杏あん樹じゅは、ういているシルフを、かるくにらみつける。

　それを見みて、シルフは肩かたをすくめた。

「だって、おみこしってさ、おすもうさんのまわしをつけて、ワッショイワッショイってするやつでしょ？」

　うーん、とうなるシルフ。

「イメージ、わかないなぁ……」

（さすがに、女おんなの子こはまわしはつけないでしょ。っていうか、妖よう精せいのくせに、ほんとうによく知しってるんだね！）

　なんてツッコみたくても、この状じょう況きょうじゃできない。

　シルフは、ふつうの人にん間げんには見みえないし、声こえも聞きこえない存そん在ざいだから。

「ははっ。高たか野の、みこし、かつぐんだ？」

　ふりかえると、そこにはクラスメイトの春はる人とが立たっている。

　笑わらいをかみころしているところを見みると、シルフの言いったことが、春はる人とにだけは聞きこえていたようだ。

「うん。そのつもり」

　杏あん樹じゅが答こたえる。

「そっか。でも、安あん心しんしなよ。まわしは用よう意いしないから」

　春はる人との言こと葉ばに、里さと美みが会かい話わに入はいってくる。

「まわし？　なんの話はなし？」

「いや……みこしと言いえば、まわしだろ？」

　春はる人とはそう言いって、話はなしをすりかえた。

「いま、じいちゃんと、みこしを整せい備びしてるんだ。むかしのものだけど、意い外がいとかるいから、女じょ子しでもイケると思おもうよ」

　そう言いった春はる人とは、葛くず葉は神じん社じゃのあとつぎだ。

　代だい々だい、葛くず葉は神じん社じゃは陰おん陽みょう師じの家か系けいで、とうぜん、春はる人とも陰おん陽みょう師じだから、シルフが見みえる。

「てか、雨あま宮みや、さっそくさそってくれたんだ、サンキュー」

　春はる人との言こと葉ばに、里さと美みがかたまった。

「えっ？」

「雨あま宮みやにさっき、その紙かみをわたしたんだよ。だれかに声こえかけてくれないかなって」

「そう……なの？」

　里さと美みに聞きかれた百ゆ合りは、うん、と答こたえる。

「昇しょう降こう口ぐちで会あったときにね、１枚まいもらったの」

　ね？　とほほえむ百ゆ合り。

　同どう学がく年ねんの女じょ子しの中なかでも、背せの高たかい百ゆ合りとならんでも、春はる人とは見みおとりしない。

　クールだと言いわれている２人ふたりがならぶと、意い外がいとおにあいだ。

「なんだぁ……そういうことかぁ。ビックリした。２人ふたりいっしょに登とう校こうしたのかと思おもっちゃったよー」

　安あん心しんしたように、里さと美みがフゥッと息いきをついた。

「ちがうよー！　里さと美み、もう、妄もう想そうしすぎ！」

「あ、そうだ。立たち花ばなも１枚まいいるか？　学がっ校こうにも貼はってもらおうと思おもって、たくさん持もってきたんだ」

　春はる人とが１枚まい、里さと美みにわたす。

「あ、ありがとう……」

　ほおをそめた里さと美みは、もらった紙かみに視し線せんを落おとした。

　里さと美みは、春はる人とが好すきらしい。

　それもクラスメイトとしてではなく、１人ひとりの男おとこの子ことして。

　だからなのか、春はる人とと話はなすときの里さと美みは、いつものようないきおいがない。

（まぁ、たしかに……）

　同どう学がく年ねんの男おとこの子こにしては、クールだし、気きがきくし、やさしいとも思おもう。

　陰おん陽みょう師じという立たち場ばで、大たい使しの杏あん樹じゅと、方ほう向こう性せいのちがいから、ケンカしたこともあったけれど、いまではそれもなくなった。

〝あやかし〟を排はい除じょすべきだ、と言いいはらないのは、大たい使しの杏あん樹じゅにとってありがたい。

（まぁ、おにいちゃんや私わたしに、気きをつかってるだけなのかもしれないけど……）

　じぶんの正しょう体たいを知しっている、唯ゆい一いつの友ともだちだから、なかよくやっていきたいというのが、杏あん樹じゅの本ほん音ねだ。

「いっしょに参さん加かできるの、楽たのしみにしてるよ」

　春はる人とが杏あん樹じゅを見みて、それから、杏あん樹じゅの横よこに飛とんでいるシルフに視し線せんをうつした。

「にしても、元げん気きそうでよかったな」

（ちょ、ちょ……ちょっと！　シルフに声こえかけないでよぉっ！）

　そのとき、頭ず上じょうでチャイムが鳴なりひびいた。

「じゃあ、この話はなしはあとでね」

　百ゆ合りはそう言いうと、じぶんの席せきへと歩あるいていく。

　それを合あい図ずに、杏あん樹じゅも里さと美みも、そして春はる人とも席せきについた。

「あー、なんかもう……安あ倍べくんって、ステキすぎっ！」

　里さと美みの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは首くびをかしげる。

「そう？」

「だって、あんなにクールに見みえるのに、じつは、みんなにやさしいとかさ。ギャップがいいよね、ギャップが！　気きづかいができる男だん子しって、ぜったいポイント高たかいって！」

「そ……まぁ、そうかな」

「光こう哉や先せん輩ぱいとは、またちがったよさがあるのよ～！」







　　　　３　正しょう体たいが、バレた!?




「おはようっ！」

　教きょう室しつのドアが、いきおいよく開ひらき、担たん任にんのキヨミ先せん生せいが入はいってくる。

　日にっ直ちょくの号ごう令れいであいさつをして、出しゅっ席せきをとりおえる。

　いつもはこれで、朝あさのホームルームはおわるはずだった。

　だけど、今日きょうはちがった。

「高たか野の、これ終おわったら、ちょっと来きてくれる？」

　杏あん樹じゅは目めをまるくしながら、うなずいた。

「え？　あ、はい」

「それじゃ、これでホームルームはおわり。つぎの授じゅ業ぎょうの準じゅん備びをしておくように」

　そう言いって、キヨミ先せん生せいは教きょう室しつをあとにした。

「なんだろ？」

　首くびをかしげる杏あん樹じゅは、横よこに座すわっている里さと美みと顔かおを見みあわせた。

　風邪かぜで休やすんでいたのではない、とバレてしまったんだろうか。

　不ふ安あんそうな杏あん樹じゅに、百ゆ合りがよってくる。

「だいじょうぶだよ。行いっておいでよ」

「なんで、だいじょうぶってわかるのよ、百ゆ合り」

　と里さと美みがつっかかる。

「なんでって……多た分ぶんだいじょうぶだから。私わたしも呼よばれたことあるし」

「根こん拠きょうすーいっ！」

「ま、まぁ……とりあえず、行いってくる」

　よしっと立たちあがった杏あん樹じゅは、キヨミ先せん生せいの後あとを追おいかけた。

「高たか野の、こっち」

　キヨミ先せん生せいは、わたり廊ろう下かでつながっている、共きょう用よう棟とうのほうに歩あるいていく。

　この海かい聖せい学がく園えんには、全ぜん学がく年ねん共きょう通つうで使つかえる教きょう室しつがまとまっている、共きょう用よう棟とうと呼よばれる校こう舎しゃがあった。おもに、部ぶ室しつや、各かく学がっ科かの準じゅん備び室しつや、大おおきな図と書しょ室しつが入はいっている。

（えーっ……なに？）

　キヨミ先せん生せいが入はいっていった部へ屋やの前まえで、杏あん樹じゅはおもわず、足あしを止とめてしまう。

　個こ室しつのドアの横よこには、「生せい徒と相そう談だん室しつ」と書かかれていた。

　生せい徒との相そう談だんや、個こ人じん的てきな補ほ習しゅうなど、いろいろな理り由ゆうで使つかわれている部へ屋やだ。

「杏あん樹じゅ、なんか相そう談だんごとでもあるの？」

　シルフに聞きかれ、杏あん樹じゅはフルフルと首くびをふった。

「まさか、キヨミ先せん生せいまで、光こう哉やのことを聞ききたいとか？」

「ないない。そんなの、あるわけないじゃない。先せん生せいだよ？」

　杏あん樹じゅは苦く笑しょうしながら、シルフを見みた。

「じゃあ、なんだろう。杏あん樹じゅの成せい績せきが悪わるくて、お説せっ教きょうするとか？」

「……えっ!?」

「ま、とにかく、入はいってみようよ。ボクもついててあげるからさ！」

　シルフにうながされて、杏あん樹じゅは、おずおずと中なかへと入はいった。

「失しつ礼れいしまーす……」

　はじめて入はいるそこは、思おもっていたよりも、きれいで明あかるかった。

　低ひくいテーブルと対ついのソファー。窓まどにかかったまっしろなカーテンが、風かぜではためいている。

「うん。ま、そこに座すわって」

　キヨミ先せん生せいにうながされ、杏あん樹じゅはソファーに腰こしをおろした。

　先せん生せいから、こんなところに呼よびだされるなんて、はじめてだ。

　ドキドキしながら、杏あん樹じゅはキヨミ先せん生せいが口くちをひらくのをまった。

　杏あん樹じゅの緊きん張ちょうが伝つたわったのか、シルフまで、ちょこんとならんで、ソファーにすわっている。

「高たか野の……うーん……なんて言いえばいいのかなぁ」

　キヨミ先せん生せいが、寝ねぐせのついた頭あたまをかいた。

（言いい出だしにくいことなんだ……）

　杏あん樹じゅはため息いきをつきたい気き分ぶんになって、うつむいてしまった。

　そんな杏あん樹じゅを見みて、キヨミ先せん生せいが言こと葉ばをつづける。

「つまりさ……風邪かぜじゃなかったんだろ？　学がっ校こうを休やすんでた理り由ゆうはさ」

「えっ……!?」

　杏あん樹じゅの顔かおが、青あおざめた。

　胸むねがはやがねを打うつ。

（ど、どうしよう……どうして……）

　キヨミ先せん生せいが、杏あん樹じゅの正しょう体たいにどうして気きづいたのかわからないけれど、キヨミ先せん生せいの目めは、真しん実じつを見みぬくように、杏あん樹じゅを見みている。

　杏あん樹じゅは動どう揺ようをかくせなかった。

（な、なにか言いわなきゃ……）

「あ……あのっ……！」

「いや、にいちゃんが、あんなにさわがれてたら、学がっ校こうに来きたくないっていうのも、わかんなくはないんだ。高たか野のは、そういうのを得とく意いがるタイプじゃないからな」

（……へ？）

　キョトンとしている杏あん樹じゅの腕うでを、シルフがつつく。

　ハッと現げん実じつにかえり、杏あん樹じゅは口くちをひらいた。

「え、えっと……おにいちゃん、ですか？」

「うん。高たか野ののにいちゃんがデビューしてから、マスコミが学がく園えんにも来きたりとか、なにかとさわがしいだろ？　すっかり、芸げい能のう人じんあつかいで、家いえにもおしかけてきてるんだろうし、高たか野のが、学がっ校こうどころじゃなかったのはわかるよ」

（家いえにまで!?）

[image: ]

　そんなこと、聞きいてない。

　だけど、そう答こたえることはできない。

（ヴァルも、おにいちゃんも、そういうことは言いっておいてよ……）

　杏あん樹じゅはキヨミ先せん生せいに、なにも言いうことができないでいた。

「私わたしにゃ、よくわかんないんだけど、身み内うちにそういう人ひとがいると、まわりからいろいろ言いわれるんだろ？　いやでも、注ちゅう目もくされるだろうしね。だけど、高たか野のは高たか野のなんだから、気きにせずに、いつもどおり生せい活かつしなきゃだめだぞ」

（う、うーん……根こん本ぽん的てきにちがうんだよね……）

「あの……」

　と声こえもかけるが、先せん生せいの言こと葉ばは止とまらなかった。

「高たか野のはさ、ちょっと内うち気きだろ。だから、心しん配ぱいなんだよね。うちはマンモス校こうだから、高こう等とう部ぶの連れん中ちゅうとかの、過か剰じょうな反はん応のうなんかもあると思おもうし。あ、高こう等とう部ぶより、中ちゅう等とう部ぶのさわぎのほうが問もん題だいか。高たか野ののにいちゃんと同どう学がく年ねんのやつらは、すっかり舞まいあがっちゃってるからな……ま、注ちゅう目もくされるのはイヤかもしれないけど、なんかあったら、いつでも先せん生せいが相そう談だんに乗のるから」

　キヨミ先せん生せいのやさしいまなざしに、杏あん樹じゅの胸むねが熱あつくなる。

「だいじょうぶです。私わたし、気きにしてないし、それに──」

「ん？」

「学がっ校こうを休やすんだのは、ほんとうにぐあいが悪わるかったからなので。気きにかけてくださって、ありがとうございます、先せん生せい」

　杏あん樹じゅはそう言いって、ていねいに頭あたまを下さげた。

「え？　あ、そ、そっか。なんだ、先せん生せいがカンちがいしてたのか」

　てれ笑わらいをするキヨミ先せん生せいを前まえに、杏あん樹じゅの胸むねの奥おくが、チクッとする。

「ま、安あん心しんしたよ。雨あま宮みやとはべつの意い味みで、高たか野のはだいじょうぶそうだな」

（百ゆ合りとは、べつ？）

　キョトンとしている杏あん樹じゅに、キヨミ先せん生せいが言こと葉ばをつづける。

「雨あま宮みやも、少すこし前まえに、天てん才さい少しょう女じょ登とう場じょう！　とか、マスコミにさわがれた時じ期きがあっただろ？　そのときにも、ここへ呼よんで話はなしを聞きいたんだけど、『ご心しん配ぱいにはおよびません！』って言いいきって、さっさと出でてっちゃったからさ」

　百ゆ合りらしいな、と杏あん樹じゅは思おもった。

　おもわず、くすっと笑わらってしまう。

「よし、もう行いっていいよ」

「はい」

「あ、そうだ。つぎの授じゅ業ぎょうで地ち球きゅう儀ぎを使つかいたいから、ついでに、社しゃ会かい科か準じゅん備び室しつから運はこんでおいてくれるか？」

「わかりました」

　返へん事じをして、杏あん樹じゅは相そう談だん室しつを出でた。

　シルフもあとからついてくる。

「光こう哉や、たいへんなんだなー」

「みたいだね」

　杏あん樹じゅは大おおきく息いきをはいた。

「でも、おにいちゃんの夢ゆめ、応おう援えんするって決きめてるし。私わたしは私わたし。だから、気きにしないことにする」







　　　　４　すれちがう恋こい心ごころ




　社しゃ会かい科か準じゅん備び室しつは、相そう談だん室しつとおなじ階かいにあった。

　シルフを肩かたに乗のせ、杏あん樹じゅは社しゃ会かい科か準じゅん備び室しつにむかって歩あるいていく。

　すると、そのとき。




　ドドドドドド。




　地じひびきをたてて、まっすぐにつづく廊ろう下かのむこうから、おおぜいの女おんなの子こたちが、こちらに走はしってくるのが見みえた。

（あ、朝あさの人ひとたちだ！）

　キョロキョロと、あたりを見みまわしているところから、だれかを探さがしているのがわかる。

「もう、ＫＯＵＹＡさま、どこ行いったんだろ!?」

「いつものサボリ場ば所しょは、保ほ健けん室しつだって聞きいたけど、いなかったよ！」

「絶ぜっ対たい、共きょう用よう棟とうのどっかにいるんだって！」

「あーん、どこに行いったのぉっ！」

　シルフと顔かおを見みあわせた瞬しゅん間かん、とりまきのひとりが杏あん樹じゅを指ゆびさした。

「ＫＯＵＹＡさまの妹いもうとさん発はっ見けん！」

「ほんとだ。ねぇねぇねぇ、ＫＯＵＹＡさまを見みなかった？」

「え？　えっと……し、知しりません」

　あまりのいきおいに、杏あん樹じゅはたじろいでしまう。

「そっか。サンキュー！」

　そう言いうと、とりまきの女おんなの子こたちは、そのまま階かい段だんを駆かけおりていった。

　あとから相そう談だん室しつから出でてきたキヨミ先せん生せいが、どなる。

「こらぁっ！　廊ろう下かは走はしるなぁっ！」

　反はん省せいの色いろもなく、走はしり去さっていった女じょ子したちを、キヨミ先せん生せいが追おいかける。

「まて、中ちゅう等とう部ぶ！　階かい段だんはゆっくり！」

　杏あん樹じゅとシルフは、あっけにとられるばかり。

「おにいちゃん……休やすみ時じ間かんも追おっかけられてるんだ……」

「ゲーノージンって、たいへんなんだね！」

「ここまでとはね。だいじょうぶなのかな？」

　心しん配ぱいしながら、杏あん樹じゅは社しゃ会かい科か準じゅん備び室しつのドアに手てをかけた。

　そのとき。

　中なかから声こえが聞きこえてきて、おもわずドアから手てをはなしてしまった。




「……もう行いったか？　わりぃな、ヴィリ」

「いいわよ、べつに。私わたしはただ、彼女かのじょたちに『ＫＯＵＹＡは来きてない』って言いっただけだもの」

「いや、助たすかった。マジで」

　大おおきな息いきをついて、光こう哉やは、うっすらとほこりが積つもった長ながイスに寝ねころんだ。

「はぁ……」

　そんな光こう哉やを見みていたヴィリは、だまったまま、光こう哉やの頭あたまを持もちあげ、ひざまくらをして座すわった。

「おい……」

「いいから。少すこしは休やすんだら？」

「……んじゃ、しばらく、このままで」

　風かぜで、カーテンのはためく音おとが聞きこえる。

　ヴィリが、そっと光こう哉やのほおに触ふれた。

「つかれたって顔かおしてるわ」

「そうか？　ま、昨日きのうまで杏あん樹じゅがいなかったからな。妖よう怪かいのいざこざで、ヴァルといっしょに対たい処しょしたりはしたけど……」

「撮さつ影えいもあったんでしょう？　大たい使しとの両りょう立りつはムリよ」

　光こう哉やは、ヴィリをじっと見みあげる。

「……本ほん音ね言いうと、ちょっときついかな」

「やっぱり」

「でもさ、テレビの出しゅつ演えん以い来らい、けっこうタレントの仕し事ごとがくるんだよ。オレの夢ゆめをかなえるためには、これくらいでつかれたとか、言いってられねえ」

「光こう哉や……」

　ヴィリのひざの上うえで、光こう哉やの目めに、いきいきとした光ひかりがやどる。

「楽たのしいんだ。ワクワクしてくるんだよ。努ど力りょくすればしたぶん、ファンが応こたえてくれる。そのために、レッスンも増ふやしたいし、もっと認みとめられるタレントになりたいんだ」

　ヴィリは無む言ごんのまま、光こう哉やのほおをなでた。
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「……あ、そうだ。ヴィリ、おまえ、日にっ本ぽんに来きてから、一いち度どもエネルギーを補ほ給きゅうしてないだろ。そろそろ、オレから吸すっておくか？」

「……いい」

　力ちからなく首くびをふるヴィリ。

　光こう哉やはおきあがると、ヴィリの顔かおをのぞきこんだ。

「いいって言いっても、そろそろ限げん界かいじゃ──」

「だいじょうぶよ」

「遠えん慮りょするなよ？　ほかの人にん間げんに、手てぇ出だされたらこまるんだからな」

「わかってる。……ありがと、光こう哉や」

　そう言いって、ヴィリはかすかにほほえむ。

「私わたしのことは気きにしないで。ほんとうにまずくなったら補ほ給きゅうさせてもらうけど、いまは、ほんとうにだいじょうぶだから」

「なんだよ、しおらしいな。最さい初しょ会あったときは、あんなに強ごう引いんだったのに」

　そう言いって、光こう哉やは胸むねポケットから、懐かい中ちゅう時ど計けいをとりだした。

　おじいちゃんの形かた見みである銀ぎんの時と計けいは、そろそろ授じゅ業ぎょうがはじまることを知しらせている。

「さて、と。そろそろ教きょう室しつにもどるか」

　光こう哉やは立たちあがると、うーん、とのびをした。

「光こう哉や」

　ヴィリに呼よびとめられ、光こう哉やがふりかえる。

「なに？」

　ヴィリは真しん剣けんなまなざしで、光こう哉やを見みつめていた。

「……私わたしね、あなたを追おいかけて、日にっ本ぽんに来きたでしょう？　最さい初しょは、いきおいだったの。だけど、知しれば知しるほど、光こう哉やが好すきになってく。何なん百びゃく年ねんも生いきてきて、こんな気き持もち、はじめてなの」

　ほおを赤あかくそめ、はずかしそうに言いうヴィリを見みて、光こう哉やは頭あたまをかいた。

　相あい手ては精せい霊れいなのだ。

　それなのに──

「ヴィリ、人にん間げんの女おんなの子こみたいだな」

　と、ヴィリの顔かおをのぞきこんだ。

「バカにしてる？」

「してないって」

「……とにかく、そういうことだから、私わたしは光こう哉やを応おう援えんする。だから、私わたしにできることがあったら言いって」

「うん。ありがとな」

　いまの光こう哉やには、こう答こたえることが、せいいっぱいだった。

　恋こいも、いつかはしたいけど、いまは、大たい使しとしての任にん務むと、タレントになるという夢ゆめが最さい優ゆう先せんだから──

　光こう哉やが、口くちを開ひらこうとした瞬しゅん間かん。

「まってるから──」

　ヴィリが、口くちもとに笑えみをうかべる。

「いつか、私わたしを好すきになってね」

　そう言いって、光こう哉やのほおに、キスをした。

「なっ！」

　目めを白しろ黒くろさせる光こう哉やにふりむきもせず、ヴィリはプリントを手てに、ドアのほうへと歩あるいていく。




（ま、まずいっ！）

　と、杏あん樹じゅが後あとずさっても、時ときすでにおそし。

　ガラッと、いきおいよくドアが開ひらき、ヴィリは杏あん樹じゅとシルフを視し界かいにとらえた。

「あ、あなたたち……」

「あの、その……地ち球きゅう儀ぎをとりにきたら……声こえが聞きこえてきて……ご、ごめんなさいっ！」

　しどろもどろになりながらも、杏あん樹じゅはペコリと頭あたまを下さげた。

「べつに、いいわ」

　言いって、ヴィリは鼻はな歌うたまじりに、中ちゅう等とう部ぶの校こう舎しゃのほうに歩あるいていく。

「ヴィリ、本ほん当とうに人にん間げんみたいだなー」

　シルフが杏あん樹じゅの横よこでつぶやいた。

「そ、そう？」

「だって、好すきになってほしいから、なにかをするって、人にん間げん特とく有ゆうじゃん」

　そこへ、光こう哉やが地ち球きゅう儀ぎを手てにやってきた。

「ほい、杏あん樹じゅ。地ち球きゅう儀ぎ」

「あ、ありがとう」

「いや、なんつーか……なんか、ヘンなとこ見みられたな」

「ううん。ごめんね。私わたしがフランスに行いってるあいだに……」

「ちがう、ちがう。たまたまタイミングが悪わるかっただけだし、杏あん樹じゅがあやまることじゃねーって。つーか、杏あん樹じゅがフランス行いかなかったら、いまごろ、ＷＦＡの本ほん部ぶはたいへんなことになってたんだろ？」

「でも……」

　心しん配ぱいそうに光こう哉やを見みあげる杏あん樹じゅ。

　そんな杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やは肩かたをすくめた。

「いいんだよ。杏あん樹じゅとシルフが無ぶ事じに帰かえってきたんだから」

　そう言いって、杏あん樹じゅとシルフの頭あたまをなでる。

「私わたし、がんばるね。大たい使しとして、おにいちゃんにたよりっぱなしにならないで、ひとりで使し命めいをはたせるように」

「おーい、ボクをわすれてるよ！」

「うん。シルフといっしょに、私わたし、がんばるから。おにいちゃんも、夢ゆめ、かなえてね！」

「おう」

　光こう哉やの返へん事じと同どう時じに、始し業ぎょうを知しらせるチャイムが鳴なった。







　　　　５　葛くず葉は神じん社じゃで、なにが!?




　学がっ校こうから帰かえってきた杏あん樹じゅが、門もんをあけようとした瞬しゅん間かん。

「きゃっ！」

　門もんがいきおいよくひらき、あやうく、出でてきたヴァルと、ぶつかりそうになった。

「わわっ！　杏あん樹じゅさまっ！　も、もうしわけありません」

　頭あたまを下さげたヴァルの手てから、何なん十じゅう枚まいものプリント用よう紙しが地じ面めんに散ちらばった。

「ご、ごめんっ！」

　そう言いいながら、杏あん樹じゅはプリント用よう紙しを拾ひろい集あつめていく。

「あっ、これって……」

「納のう涼りょう祭さいの打うちあわせに使つかうんですよ。今こ年としから、葛くず葉は神じん社じゃで再さい開かいされるようで──」

　あわてたように言いうヴァルを見みて、杏あん樹じゅはフフッと笑わらった。

「知しってる。今日きょう、学がっ校こうで友ともだちに聞きいたの」

「そうでしたか」

　ヴァルが、紙かみのたばをかかえなおした、そのとき。

　杏あん樹じゅの背はい後ごから、だれかが駆かけよってきた。

「ん？」

　と、杏あん樹じゅがふりむくより早はやく。

　足あし音おとのぬしたちが、ヴァルの両りょうわきをガシッとかためた。

「あ、あのっ！」

「さ、行いきましょう！」

「そうそう、会かい合ごうにおくれちゃうわ」

　目めを白しろ黒くろさせているヴァルは、おばさん２人ふたり組ぐみにつかまれたまま。

「杏あん樹じゅちゃん。おたくの執しつ事じさん、借かりていくわね」

　そう言いったのは、精せい肉にく店てんのおばさんだ。

「もうみんな、社しゃ務む所しょに集あつまってるのよ」

　商しょう店てん街がいで、小ちいさなブティックをいとなんでいるおばさんが、ヴァルを連れん行こうしていく。

「あわわわっ、杏あん樹じゅさまっ！　カレー、できてますから。夕ゆう食しょくは、あたためなおして──わあああぁっ！」

　最さい後ごまで言いえず、ヴァルはおばさんたちにつれられて、あっというまに行いってしまった。

「い、いってらっしゃい……」

　おばさんのパワーに圧あっ倒とうされた杏あん樹じゅは、力ちからなく、ヴァルにむかって手てをふった。

「イーヴァルの後あとをついでたいへんなのは、杏あん樹じゅたちだけじゃないんだねぇ」

　シルフの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはおもわず苦く笑しょうしてしまう。

「ヴァルが一いち番ばん、たいへんだと思おもうよ」

　おじいちゃんがしていたことのほとんどを、ヴァルがかわりにやっている。

　家か事じもそうだけど、町ちょう内ない会かいの仕し事ごともそうだ。

　おじいちゃんが広こう報ほうの仕し事ごとをしていたので、ヴァルもそれをひきうけていた。

　おじいちゃんは美び老ろう人じん（そんな言こと葉ばがあるのかは謎なぞだけれど……）として、町ちょう内ないで人にん気きがあったけれど、それはヴァルもおなじらしい。

　長ちょう身しんで強つよそうなふんいきなのに、気きが弱よわく、じつはおっちょこちょいで天てん然ねんなのが、かわいいと言いわれている。

　おばさんたちが、むかえに来くるぐらいだから、きっと、かわいがられているのだろう。

「杏あん樹じゅ、早はやく家いえに入はいって、おやつにしようよ！」

　と言いうシルフにうなずいた杏あん樹じゅは、門もんのうしろに落おちているプリント用よう紙しを見みつけた。

「ヴァル、１枚まいわすれちゃってる……」

　拾ひろいあげてみると、どうやら、春はる人とが持もっていた紙かみとはちがうようだ。

　出しゅっ店てん者しゃ募ぼ集しゅうとか、イベントスタッフ募ぼ集しゅうと書かかれているのを見みると、大人おとなむけなのかもしれない。

「出で店みせがあるのか……」

　つぶやいた杏あん樹じゅに、シルフがうれしそうに声こえをあげた。

「出で店みせっていうのは、やっぱり食たべものだよね！　精せい肉にく店てんのフランクフルト、あるかな？」

　食くい意い地じのはったシルフを見みて、杏あん樹じゅは肩かたをすくめた。

「んもう、シルフってば、そればっかり！」




　日ひが暮くれかけて、うすぐらくなったキッチンから、カレーのいいニオイがしてくる。

「シルフ、電でん気きつけてくれる？」

「あいよー」

　シルフの返へん事じと同どう時じに、パッと、キッチンが明あかるくなった。

「そういえばさ」

「ん？」

　カレーをかきまぜながら、杏あん樹じゅは先さきをうながした。

「お祭まつりはいいんだけど、彼かれらは了りょう解かいしてるのかね？」

「彼かれらって、葛くずの葉はさんたちのこと？」

「そうそう」

　そう言いわれればそうだ。

　春はる人との家いえでもある葛くず葉は神じん社じゃには、守まもり神がみの葛くずの葉はをはじめ、多おおくの妖よう怪かいたちが集あつまってくる。

　みんな、感かんじのいい妖よう怪かいだけれど、すすんで人にん間げんとなかよくなろうという妖よう怪かいはいない。

　そっとしておいてほしい。

　というのが、妖よう怪かいたちのねがいのようだった。

「安あ倍べくんのおじいちゃんが、もう、説せっ得とくしてるんじゃないかなぁ……２日か間かんだけのことだし」

「ま、そうだよね」

　そのとき。

「杏あん樹じゅっ！」

　光こう哉やのどなり声ごえと、バタバタとした足あし音おとが聞きこえてくる。

「な、なに？」

　シルフが、ひょこっとキッチンから顔かおを出だした瞬しゅん間かん。




　ゴチンッ。




　キッチンに飛とびこんできた光こう哉やのおでこに、シルフが、いきおいよくぶつかった。

「くぅ～～～～……」

「いてててててっ！」

　頭あたまをかかえている２人ふたりに、杏あん樹じゅはあわてて駆かけよった。

「おにいちゃん！　シルフ！　２人ふたりとも、だいじょうぶ？」

「お、おう……それより、杏あん樹じゅっ！」

　じまんの顔かお──というか、おでこを赤あかくした光こう哉やは、気きにもせずに、杏あん樹じゅにつかみかかりそうないきおいで、言こと葉ばをつづける。

「妖よう怪かいたちが集あつまってきてるぞ！」

「へ？　どういうこと？」

　目めをまるくしている杏あん樹じゅの腕うでをつかむと、光こう哉やはリビングの窓まどへと杏あん樹じゅをつれていった。

「ほら！」

　光こう哉やが指ゆびさした先さき──

「っ！」

　空そら一いち面めんをおおってしまうほどの、カラスの群むれが視し界かいに飛とびこんでくる。

「あれは、カラス……？」

　空そらを見みあげる杏あん樹じゅの肩かたに乗のっていたシルフが、ブルッと体からだをふるわせた。

「ちがうよ、杏あん樹じゅ、よく見みて」

　言いわれて、杏あん樹じゅはカラスの群むれを見みつめた。

　完かん全ぜんに日ひが落おちる前まえなので、うっすらとすがたが見みえる。

「あれって……」

　たくさんのカラスの上うえには、何なに者ものかが乗のっていた。

「妖よう怪かい!?」

　数かぞえきれないほどの異い形ぎょうのものたちが、カラスに乗のって、ある場ば所しょを目めざしていた。

「な、なんで……？」

　絶ぜっ句くする杏あん樹じゅの横よこで、制せい服ふくのネクタイをゆるめながら、光こう哉やが肩かたをすくめる。

「空そらだけじゃない。いまも、そこで歩あるいてるのとすれちがったんだ。一いっ般ぱんの人ひとがそばにいたから、声こえはかけられなかったんだけどさ」

「えぇ!?」

「見みて、杏あん樹じゅ！　あそこ！」

　ふりかえった杏あん樹じゅのほおを、シルフがたたく。

「カラス天てん狗ぐだ！　カラスたちを誘ゆう導どうしてる。葛くず葉は神じん社じゃに降おりていくよ！」

　小ちいさな指ゆびのさししめす方ほう向こうを見みた杏あん樹じゅは、顔かおから血ちの気けがひいていくのがわかった。

「神じん社じゃに……」

「すれちがったやつは、すげー怒おこってたぜ」

「お、怒おこって……た？」

「おう。数かずからして、近きん郊こうの妖よう怪かいたちがぜんぶ、集あつまってることはまちがいない。なにか、あったんじゃないのか？」
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「知しらないよ」

　ザワザワする胸むねをおさえながら、杏あん樹じゅは首くびをふる。

「ヴァルは？　こんなときに、ヴァルはどこに行いったんだよ！」

「あ！」

　光こう哉やに言いわれて、杏あん樹じゅはかたまってしまった。

「おい。どうしたんだって」

　光こう哉やが、杏あん樹じゅの顔かおをのぞきこむ。

「た、たいへん！」

「は？」

　光こう哉やの腕うでを、杏あん樹じゅはグッとつかんだ。

「いま、葛くず葉は神じん社じゃには人ひとが集あつまってるの！」

「な、なんだって!?」







　　　　６　立たちむかう春はる人と




　大たい使しの正せい装そうであるマントをはおった杏あん樹じゅと光こう哉やは、葛くず葉は神じん社じゃにむかって、空そらを飛とんでいた。

　さっきのカラスたちとちがって、杏あん樹じゅたちは、一いっ般ぱんの人ひとにはすがたが見みえなくなるマントをはおっているため、空そらを飛とんでも問もん題だいはない。

　おじいちゃんが２人ふたりに残のこしてくれた、吸ヴァ血ンパ鬼イアの正せい装そうだ。

　歩あるいても葛くず葉は神じん社じゃには行いけるけれど、今こん回かいは急きゅうを要ようする。飛とんでもおそいくらいだ。

　ちなみに──光こう哉やは吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくで、自じ力りきで空そらを飛とべるが、杏あん樹じゅは飛とべない。

　だけど、シルフが変へん身しんした〝空そら飛とぶクツ〟をはくことで、飛とべるようになるのだ。

　あわい緑みどり色いろの、くるぶしのあたりに羽はねのついたクツは、何なん度どはいてもしっくりしている。

「ふぅ……」

　夏なつの、じっとりと湿しっ気けをふくんだ風かぜが、杏あん樹じゅのほおをなでていく。

　高こう度どが高たかいせいか、こころなしか、風かぜは冷つめたく感かんじられる。

　眼がん下かに見みえる、きらびやかな町まちの風ふう景けいや、空そらにかがやく満まん天てんの星ほしが、トゲトゲしていた気き持もちを落おちつかせてくれた。

　じぶんの体からだが、空くう気きにとけこんでしまったような感かん覚かくに、杏あん樹じゅはちょっとだけ目めを閉とじた。

　こんな状じょう況きょうじゃなければ、ずっと飛とんでいたいくらいだ。

「妖よう怪かいたちが、なにかやらかす前まえに……間まにあうか？」

　光こう哉やのつぶやきに、杏あん樹じゅは目めをひらく。

「なにかって？」

「怒いかりくるってる妖よう怪かいたちが、一いち堂どうに集あつまってんだぞ？　なにがおきても、ふしぎじゃないだろ！」

「そ、そうだけど……どうしてそんなに怒おこってるんだろう？」

　首くびをかしげた杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やは考かんがえながら口くちをひらく。

「まさか、納のう涼りょう祭さいが原げん因いんじゃ……」

「納のう涼りょう祭さいが？」

　言こと葉ばをくりかえす杏あん樹じゅに、光こう哉やがうなずいた。

「とにかく、一いっ刻こくも早はやく神じん社じゃに行いったほうがいいよな。問もん題だいがおこらないようにするのも、大たい使しの仕し事ごとだ」

　そう言いって、光こう哉やは杏あん樹じゅの手てをにぎると、ぐんとスピードをあげた。

　風かぜをきる音おとが、杏あん樹じゅの耳みみにひびく。

　聴ちょう覚かくがするどい杏あん樹じゅは、その音おとに痛いたみを感かんじたけれど、ゆっくりしているヒマはない。

　あたりに妖よう怪かいたちがいないところをみると、もう神じん社じゃにそろっているのかもしれない。

「見みえてきたぜ！」




　そのころ。

　葛くず葉は神じん社じゃでは、おおさわぎになっていた。

「おい、下さがれ！　とりあえず、話はなしを聞きけ！」

　陰おん陽みょう師じの衣い装しょうである水すい干かんを着きた春はる人とは、片かた手てに呪じゅ符ふをもったまま、妖よう怪かいたちを前まえに、ひとり、立たちはだかっていた。

「聞きこえてんだろ！　下さがれよ！」

　しかし、境けい内だいにあふれかえった妖よう怪かいたちは、怒いかりをあらわに、じりじりと社しゃ務む所しょに近ちかづいていく。

　中ちゅう心しんにいる妖よう怪かいは、まっしろな体からだをくねらせているカマイタチだ。

　巨きょ大だいなイタチのような体たい格かくをしているが、しっぽが鎌かまのように硬かたく、とがっている。

　２メートルと、妖よう怪かいの中なかではそれほど大おおきくないが、何なん十匹ぴきと群むれをなしているので、大おおきなかたまりに見みえる。

「おい、おまえら、いったいどうなってんだよ!?」

　春はる人とが、集あつまっている妖よう怪かいたちに問といかける。

　その群むれの中なかから、おずおずと出でてきたのは、腰こしの曲まがったおじいさん──ぬらりひょんだ。

「──陰おん陽みょう師じの。理り由ゆうは言いわずとも、そなたにもわかっているはずじゃ」

　あらそいを好このまないぬらりひょんでさえ、その表ひょう情じょうはこわばっている。

「……もしかして、納のう涼りょう祭さいか？」

「そのとおり。ここはわしら妖よう怪かいのいこいの場ばじゃ。それを勝かっ手てに──」

「もうよい、そこをどけっ、じいさん！」

　そのとき、ぬらりひょんをつきとばすように、群むれの中なかでも、ひときわ大おおきなカマイタチが進すすみでた。

　間ま近ぢかにせまって、春はる人とを見み下おろす。

「こんなこぞうに、なにを言いったって、しかたがあるまい。蔵くら之の介すけに直じか談だん判ぱんさせろ！」

「じいちゃんはいま、ムリだ。話はなしなら、オレが聞きく」

「おまえじゃ、力ちから不ぶ足そくだと言いうておるんだ。こっちの要よう求きゅうをのめぬのなら、いっそ、蔵くら之の介すけを喰くらうまでっ！　さあ、そこをどけ！」

　カマイタチがしっぽをふりまわす。

　それに同どう調ちょうしたのは、人にん間げんの伝でん記きにもたくさん残のこっている、おそろしいすがたをした大おお型がたの妖よう怪かいたちだ。

　妖よう怪かいたちの咆ほう哮こうは、社しゃ務む所しょの中なかにも、聞きこえているはず。

　いくら盛もりあがっているとはいえ、そろそろ町ちょう内ない会かいの人ひとも気きづくだろう。

　目めの前まえにそびえたつ妖よう怪かいたちを前まえに、春はる人とはひるまなかった。

「だまれ！　人にん間げんに手てを出だすな！　それ以い上じょうさわぐと、おまえたちのことが人にん間げんに知しられるぞ！」

「いいさ。妖よう怪かいがいる神じん社じゃだと知しったら、人にん間げんは近ちかづかないだろう」

　ひときわ大おおきなカマイタチが、ズラリとならぶ歯はを見みせつけた。

　かすかに、血ちのにおいがする。

　じぶんの３倍ばいもの大おおきさのカマイタチにせまられて、春はる人とはじり、とあとずさった。

「カマイタチ、落おちつきなされ」

　ぬらりひょんが、困こん惑わくしたような声こえで、いさめる。

　だけど、カマイタチの耳みみにはとどかなかった。

「おい、じじいは人にん間げん側がわに味み方かたするのか？」

「そうじゃないが……大たい使しさまにも誓ちかっただろう？」

「誓せい約やく書しょを書かいた妖よう怪かいは、黙だまって人にん間げんの言いうことを聞きかなきゃいけないのか!?」

「カマイタチよ、ぬらりひょんに八やつ当あたりしても、しかたないじゃろうに」

　１メートルほどの小ちいさな体からだのコロボックルが、ぬらりひょんの援えん護ごをする。

「ええい、どけ、じじいども！」

　カマイタチに一いっ蹴しゅうされ、コロボックルはいきおいよく、ふきとばされた。

「ちょ、長ちょう老ろう！」

　なかまのコロボックルたちが、地じ面めんにたたきつけられた長ちょう老ろうに駆かけよる。

　春はる人とが、おもわずさけんだ。

「なんてことをする！　おまえら、おなじ〝あやかし〟だろうが！」
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「うるさい、こぞう！　それとも、おまえから喰くうてやろうか！」

　春はる人とは、グッと唇くちびるをかんだ。

　目めの前まえには、何なん百びゃくといる妖よう怪かいの群むれ。

　それらが、真まっ黒くろい怒いかりのかたまりとなって、社しゃ務む所しょのまわりをとりまいている。

　いまにも、暴ぼう発はつして、襲おそいかかりそうに──

「……高たか野の」

　口くちの中なかでつぶやいて、春はる人とは目めを閉とじた。

「……おまえの理り想そう論ろんにふりまわされるのは、もうごめんだ」

　そう言いって、カッと目めをひらく。

　その妖よう怪かいたちを見みすえる、春はる人との目めの色いろが変かわる。

「いまの言こと葉ば──後こう悔かいするなよっ！」

　瞬しゅん間かん、春はる人との体からだから、青あお白じろい霧きりのようなオーラがあらわれた。

　カマイタチが一いっ瞬しゅん、しっぽをふりまわすのをやめる。

「こぞう……やる気きか？」

「ふっかけてきたのは、そっちだろう！　これ以い上じょう、暴あばれるというのなら……排はい除じょさせてもらう！」

　そう言いって、春はる人とは真まっ暗くらな空そらにむかって、印いんをきった。

　オーラとおなじ色いろの、青あお白じろい円えん陣じんが空くう中ちゅうにあらわれる。

「いでよ、青せい龍りゅう！」

　春はる人とが吼ほえると同どう時じに、円えん陣じんの中なかから青あおい龍りゅうが飛とびだした。

「オォォォォォォォォン！」

　境けい内だいにこだまするように吼ほえると、青せい龍りゅうは春はる人とを守まもるようにして、カマイタチの前まえに立たちはだかる。

　大おおきさは５メートルほどの龍りゅうで、にぶく光ひかるウロコを持もつ体からだが、キラキラとかがやいている。

　金きん色いろの瞳ひとみは、まばたきすることなく、妖よう怪かいたちを見みすえていた。

「ぼっちゃん！　やめなさい！」

　そのとき、さわぐ妖よう怪かいたちをかきわけるようにして、狐きつねの耳みみとしっぽがはえた人ひと型がたの妖よう怪かい──葛くずの葉はがころび出でた。

　が、葛くずの葉はの声こえは、春はる人とにはとどかなかった。

「いけ、青せい龍りゅう！　こいつらをなぎはらえ！」

「……御ぎょ意い」

　そう答こたえた青せい龍りゅうが、身みをくねらせてカマイタチにむかっていった、その瞬しゅん間かん──！

「やめろ─────っ!!」

　春はる人との目めの前まえに、光こう哉やが急きゅう降こう下かし、立たちはだかった。

　その白しろくほそい腕うでで、青せい龍りゅうの鼻はな先さきをうけ止とめる。

　青せい龍りゅうと光こう哉やのあいだに、突とっ風ぷうが巻まきおこった。

「くっ……！」

　顔かおをゆがめながら、光こう哉やは吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくである怪かい力りきでもって、青せい龍りゅうをはじきとばす。

「こ……光こう哉や先せん輩ぱい!?」

　春はる人とが、目めをまるくする。

　光こう哉やは春はる人とをちらりと一いち瞥べつしたあと、妖よう怪かいたちをにらみつけた。

「この場ばは大たい使しがあずかる！　みな、下さがれ！」







　　　　７　お祭まつり中ちゅう止し!?




　光こう哉やの蒼あおい瞳ひとみは、妖よう怪かいたちをにらみつけたまま。

　黒くろいマントをはおった吸ヴァ血ンパ鬼イアは、そのオーラでもって、妖よう怪かいたちの興こう奮ふんをおさえつけていく。

「……」

　光こう哉やに無む言ごんで見みつめられ、カマイタチが、じりっと後あとずさる。

　それにつられて、ほかの妖よう怪かいたちも、固かた唾ずを呑のんだまま、見みまもっていた。

　光こう哉やの目めが、境けい内だいの奥おく──鎮ちん守じゅの杜もりを見みやった。

「……行いけよ」

　怒いかりすらこもった声こえで、光こう哉やが言いう。

「とにかく、ここからはなれるんだ」

　光こう哉やの迫はく力りょくに、うしろのほうにいた妖よう怪かいたちが、じりじりと鎮ちん守じゅの杜もりの中なかへと移い動どうしていく。

　カマイタチたちは顔かおを見みあわせ、舌したうちをすると、しぶしぶ、後こう退たいしはじめる。

　みんなが背せをむけ、鎮ちん守じゅの杜もりへと移い動どうしていく中なか──葛くずの葉はがただひとり、光こう哉やをじっと見みつめていた。

　葛くずの葉はは、ふかぶかと頭あたまを下さげると、ほかの妖よう怪かいたちといっしょに杜もりの中なかへと消きえていく。

　後あとから降こう下かしてきた杏あん樹じゅは、光こう哉やと春はる人とを見みくらべている。

「杏あん樹じゅ」

　そう光こう哉やに呼よばれ、杏あん樹じゅが視し線せんをむけると、光こう哉やはだまって、うなずいた。

　あとはまかせた、というように。

　杏あん樹じゅがうなずきかえすと、光こう哉やは、妖よう怪かいたちが消きえていった杜もりの中なかへと駆かけていく。

　暗くらい杜もりの中なかに、妖よう怪かいの最さい後ごの１人ひとりが消きえていくのを見みおくってから、杏あん樹じゅは春はる人とに視し線せんをうつした。

　春はる人とは目めに怒いかりをやどらせたまま、妖よう怪かいたちの後うしろすがたを見みつめている。

「安あ倍べくん……」

　杏あん樹じゅは、春はる人との顔かおをのぞきこんだ。

　だけど、春はる人との返へん事じはない。

　フワフワと宙ちゅうにうかんだままの使つかい魔ま、青せい龍りゅうも、こまったように春はる人とを見みおろしている。

「安あ倍べくん？」

「……聞きこえてるよ、高たか野の」

　そう答こたえると、緊きん張ちょうから解かい放ほうされたように、春はる人との肩かたの力ちからがぬけていった。

「ケガはない？」

　杏あん樹じゅが春はる人とに触ふれようと、手てをのばす──が、春はる人とはそれをはねのけた。

「安あ倍べくん……」

「ほっとけよ」

「でも……」

　目めをふせる杏あん樹じゅを見みることもせず、春はる人とは言こと葉ばをつづけた。

「……だから、言いったんだ。あいつらに、人にん間げんとの共きょう存ぞんなんて言こと葉ばはない。気きに入いらないことがあれば、力ちからでどうにかしようとする。あいつらは、排はい除じょすべきなんだ！」

「そんな──ちょっとした、すれちがいかもしれないのに、いきなり青せい龍りゅうをむけるなんて……」

「なんでだよ。ここで祓はらわなきゃ、社しゃ務む所しょにいた人ひとたちを傷きずつけていたかもしれないんだぞ」

「そ、それはそうだけど……話はなしあいをしてみないと、彼かれらの気き持もちはわからないでしょう？　それに！」

　杏あん樹じゅは、春はる人との腕うでをつかんだ。

「あんなにおおぜいの妖よう怪かいにむかっていったら、安あ倍べくん……ただじゃすまないよ！」

「いいんだよ！」

　春はる人とが杏あん樹じゅの腕うでをふりはらった。

「安あ倍べくん……」

「命いのちがけになっても、あいつらが消きえるなら、それでいい！」

「……なんで、そんな悲かなしいこと言いうの」

　杏あん樹じゅは、春はる人とを見みあげた。

　きびしい表ひょう情じょうなのだけど、なんだか泣なきだしそうな感かんじがする。

（こんなに投なげやりなことを言いうなんて……きっと、なにか原げん因いんがあるんだ！）

　だけど、いまはその原げん因いんを聞きくべきじゃない。

　春はる人との心こころは、閉とざされたままだ。

「安あ倍べくん、落おちつこうよ」

　そっと、春はる人との手てにじぶんの手てをのばした。今こん度どはふりはらわれなかったので、そのまま、そっとにぎる。

（冷つめたい……！）

　杏あん樹じゅは、じぶんの手てに力ちからをこめた。
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　わなわなとふるえていたその手てが、杏あん樹じゅの体たい温おんによってあたたまり、じょじょに力ちからがぬけてくる。

「……高たか野の、オレ……」

　杏あん樹じゅがそっと、首くびをふる。

「……オレは……」

　春はる人とは、杏あん樹じゅの手てをにぎったまま、その場ばに座すわりこんでしまった。

「安あ倍べくんが、あんなたくさんの妖よう怪かい相あい手てに、ひとりでがんばったの、すごいと思おもう。私わたしだったら……きっと、できない」

　そう言いって、春はる人との背せ中なかをさすった。

「あとは、私わたしたちがなんとかするから、安あ倍べくんは落おちついて」

「オレは、陰おん陽みょう師じなんだ……ひとりでも、使し命めいを果はたさなきゃいけないんだ……」

　声こえをふるわせる春はる人とを見みて、杏あん樹じゅは鼻はなの奥おくが熱あつくなる。

「ここは、大たい使しの私わたしたちにまかせて……ね？」

「……高たか野のたちに、どうにかできるレベルじゃないぞ、あいつら」

　春はる人とは杏あん樹じゅをじっと見みつめた。

「いくら大たい使しだって、どうにもならないこともあるんじゃないのか？　最さい悪あくの事じ態たいになったら……どうするんだよ」

「まずは、聞きいてみなくちゃ」

　そう言いって、杏あん樹じゅは春はる人とから手てをはなすと、立たちあがった。

「だいじょうぶ。絶ぜっ対たいに道みちはあるから……私わたしにまかせて！」

　吸ヴァ血ンパ鬼イアの正せい装そうをした杏あん樹じゅを見みあげ、春はる人とはコクリとうなずく。

「……わかった。でもな──」

　春はる人との目めに、ふたたび怒いかりがやどった。

「また、あいつらが暴あばれるようなことがあったら……今こん度どは、高たか野のがどんなに止とめても、オレは祓はらうつもりだから」

「……ありがとう」

　杏あん樹じゅは笑えみをうかべると、身みをひるがえした。

　杏あん樹じゅのすがたが杜もりの中なかに見みえなくなったとき、春はる人との目めから涙なみだがひとつ、こぼれ落おちた。

「……ちくしょう」

　しぼり出だされるような声こえとともに、涙なみだは地じ面めんにしみこんでいった。




　以い前ぜん、妖よう怪かいたちが、光こう哉やと杏あん樹じゅのために歓かん迎げい会かいをひらいてくれた、杜もりの中ちゅう心しん部ぶは──いま、一いっ触しょく即そく発はつのふんいきにつつまれていた。

　光こう哉やは、ぬらりひょんや葛くずの葉はなど、落おちついて話はなせる妖よう怪かいを呼よびだす。

　問もん題だいをおこす寸すん前ぜんだった、カマイタチの群むれも。

　杏あん樹じゅも、そこへ合ごう流りゅうした。

　妖よう怪かいたちは、怒いかりをおさえつけ、話はなしあいの行ゆくすえを見みまもっている。

「規き約やく違い反はんだ。わかってるな？」

「オレたちは、まだなにもしてないぜ」

「人にん間げんに危き害がいをくわえようとしただろう。りっぱな規き約やく違い反はんだよ」

　そう言いって、光こう哉やはきびしい目めでカマイタチを見みすえた。

「まずは、落おちつけよ」

「これが落おちつけるか、大たい使し！」

「カマイタチの怒いかりもわかるわ。だけど、あのままだったら……」

　葛くずの葉はが、体からだをふるわせた。

「どうなってたか、カマイタチだってわかるでしょう？　私わたしたちが、人にん間げんにかなうわけがないってことは、歴れき史しが証しょう明めいしているわ」

「だからって、このまま黙だまっていろというのか！」

「そうだよ、葛くずの葉は姐ねえさん！」

「葛くずの葉はさんが、人にん間げんびいきなのはわかってるけど、これじゃあ、あんまりだよ！」

　カマイタチに同どう調ちょうして、集あつまった妖よう怪かいたちが、口くち々ぐちにさわぎ出だす。

「大たい使しさま、聞きいてください！」

「こんなことが、まかりとおるんですか！」

「落おちついて！　社しゃ務む所しょにはまだ、人にん間げんがいます。ここまで来きたって、気きづかれるかもしれない。話はなしは、オレと杏あん樹じゅが、ちゃんと聞ききますから、お静しずかに！」

　妖よう怪かいたちは、けげんな顔かおをしながらも、声こえのトーンを落おとした。

「おにいちゃん……」

　数かぞえきれないほどの妖よう怪かいを前まえにした杏あん樹じゅは、不ふ安あんをかくしきれず、光こう哉やのマントのすそをひっぱった。

「さて、どうするかな」

　杏あん樹じゅたちの歓かん迎げい会かいに出しゅっ席せきしてくれた妖よう怪かいたち──九きゅう尾びの狐きつねや猫ねこ又また、カラス天てん狗ぐ、鬼おに火びなど、有ゆう名めいな妖よう怪かいたちが、せいぞろいしている。

　妖よう怪かいたちが怒おこったり、なげき悲かなしんでいたりするのが、手てにとるようにわかった。

「いったい、なにがあったんですか？」

　妖よう怪かいたちを代だい表ひょうして、葛くずの葉はが事じ情じょうを説せつ明めいしはじめた。

「蔵くら之の介すけさんから、今朝けさ、ここで納のう涼りょう祭さいをやると聞ききまして」

「蔵くら之の介すけって？」

「ここの神かん主ぬしです」

「なるほど。それで？」

　うながすと、葛くずの葉はが言こと葉ばをつづける。

「ここは、私わたしたち妖よう怪かいの、いこいの場ば所しょなんです。２日か間かんとはいえ、突とつ然ぜん、納のう涼りょう祭さいをやると決きめるなんて、あんまりだと……みんな、それで怒おこっているんです」

　光こう哉やと杏あん樹じゅは、顔かおを見みあわせた。

　妖よう怪かいたちが怒おこるのも、もっともかもしれない。

「事じ前ぜんに相そう談だんとかは、なかったんですか？」

　光こう哉やに聞きかれ、葛くずの葉はは、さびしげに首くびをふった。

「蔵くら之の介すけさんは、ずっと祭まつりに反はん対たいしていたんです。だけど、町ちょう内ない会かい長ちょうさんが勝かっ手てに進すすめてしまったそうで……ここまで決きめてしまったのなら、もう会かい場じょうとして貸かすしかないと……」

「うーん……でも、急きゅうな話はなしかもしれないけど、２日か間かんだけのことだし」

　光こう哉やがきりだすと、妖よう怪かいたちがいっせいに、さわぎはじめた。

　横おう暴ぼうだ、あんまりだ、という声こえが、口くち々ぐちにあがる。

「人にん間げんは、なんでも突とつ然ぜん、勝かっ手てに決きめやがる！　おれっちには、それがゆるせねえ！」

　と言いったのは、カラス天てん狗ぐだった。

　青あお白じろいくちばしがはえたカラスの頭とう部ぶ、人ひとと同おなじ体からだつき、そして手てにはとっくりを持もっている。

　そのとっくりを、いまにも、ふりまわしそうないきおいだった。

「そうだよ！　社やしろを改かい築ちくしたから納のう涼りょう祭さいをするっていうのがいいかげんなんだ。だいたい、祭まつりってのは、その土と地ちの神かみさまにお祈いのりする儀ぎ式しきのはずだろう？　ずっと放ほう置ちしておいて、いまさらなんだというんだよ！」

　同どう意いを求もとめるように言いった猫ねこ又または、２本ほんのしっぽの毛けをさかだてている。

「大たい使しの。あんたは、まだ若わかいから、知しらなんだろうが……」

　そう言いって、妖よう怪かいたちの中なかからのっしのっしと出でてきたのは、雷らい獣じゅうだった。

　大おおきなイタチのようなすがたをしていて、嵐あらしの中なかを駆かけまわっては、人にん間げんに恐きょう怖ふを与あたえていたらしい。カマイタチの親おや分ぶん的てき存そん在ざいだ。

　むかしは悪あく名めいが高たかかったようだけど、いまは落おちついている。

　その雷らい獣じゅうが、威い厳げんたっぷりに口くちをひらく。

「わしら妖よう怪かいが、これまで人にん間げんに、どんなに迫はく害がいされてきたか……」

「迫はく害がい、ですか？」

「そうじゃ。人にん間げんはなんでも勝かっ手てに決きめて、強きょう行こうしよる。勝かっ手てに自し然ぜんをぶっ壊こわす。こちらが妨ぼう害がいしても、鉄てつの器き具ぐや機き械かい……ときには、火か薬やくで、人にん間げんどもはじぶんらの思おもいどおりにしてきた。わしらはそうやって、住すみかを奪うばわれてきたんじゃ！」

「そうだ！」

「そうだ、そうだ！」

「われわれは、暗くらがりの中なかでのみ、安あん息そくできるのに、いまじゃ日にっ本ぽん中じゅう、どこもかしこも電でん灯とうだらけじゃ。わしらが入はいりこめる、人にん間げんの心こころのすきまもない！　怖こわがってもらえなきゃ……妖よう怪かいは、存そん在ざいしていると思おもってもらえなきゃ……わしらは、存そん在ざいしつづけることもかなわん！　わしらはいったい、どうしたらいいんじゃ！」

　怒いかりにまかせ、雷らい獣じゅうが前まえ足あしを地じ面めんにつきたてた。




　バリバリッ。




　音おとをたてて、地じ面めんに亀き裂れつがはいる。

「もう、黙だまっていられんのじゃ！」

「そうよ！」

　雷らい獣じゅうに同どう調ちょうした猫ねこ又または、光こう哉やににじりよった。

「住すみかを失うしなった妖よう怪かいたちが、どうなるか、知しってる？　消きえちゃうのよ！　逃にげてきたなかまや、あらたに住すみかを見みつけたなかまもいるけど……消きえた妖よう怪かいたちのほうが、はるかに多おおいんだ！　土と地ちつきの妖よう怪かいたちが、どれほど消きえたことか……！」

「そうじゃ。やっと、逃にげのびてきたのに、また人にん間げんに好すきかってにされるのは、ゆるせん！」

　そうだ、そうだ、と怒ど号ごうが飛とぶ。
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「妖よう怪かいたちの言いうことも、もっともだな……」

　光こう哉やはおもわず、つぶやいた。

「いい打だ開かい策さくは、ないのかな……」

　そのつぶやきは、妖よう怪かいたちの耳みみに、しっかりとどいたようだ。

「打だ開かい策さくなんて、ありゃしませんよ、大たい使し！」

「大たい使しさま、祭まつりを中ちゅう止しさせてください！」

「この世せ界かいは、人にん間げんだけのものじゃない！　わしらにだって、断ことわる権けん利りはあるはずだ！」

「オイラ、人にん間げんに見みつかりたくないよぉ……」

「ボクだって、そうだよう！」

　ひとつ目め小こ僧ぞうとざしきわらしが、声こえをあげて泣なきだしてしまう。

「人にん間げんが強きょう行こうするつもりなら、おれたちだってしてやる！」

「おおっ！」

　と息いきまく妖よう怪かいを見みて、光こう哉やはため息いきまじりにつぶやいた。

「本ほん格かく的てきにやばいな……中ちゅう止しするしかないだろ、これ」







　　　　８　杏あん樹じゅの名めい案あん




　光こう哉やが妖よう怪かいたちと話はなしているあいだ、杏あん樹じゅはずっと考かんがえこんでいた。

　案あんは……ある。

　というか、それしかないような気きがする。

　さっきから思おもいついていることがあるのだけれど、はたして、妖よう怪かいたちに受うけいれられるのだろうか。

　杏あん樹じゅはそっと、近ちかくにいた葛くずの葉はに声こえをかけた。

「あの……」

　神じん社じゃの守まもり神がみでもある葛くずの葉はは、こまった表ひょう情じょうをうかべて妖よう怪かいたちを見みまわすだけだったのだ。

「はい、なんでしょう、杏あん樹じゅさん」

「この神じん社じゃでのお祭まつりって、もっとむかしは、ずっとつづいていたんですよね？　いつからなくなってしまったんですか？」

「え、ええ。どのくらい前まえかしら……」

　小こ首くびをかしげる葛くずの葉はにかわって、九きゅう尾びの狐きつねが近ちかよってきた。

「人にん間げんの時じ間かんでいうと、50年ねんほど前まえかの？」

「50年ねん……」

「あのころは、いまみたいに、あちこち電でん灯とうだらけだったわけじゃないから、わっちらも、祭まつりにまぎれこんで楽たのしんだものだったよねえ」

　そう言いって、九きゅう尾びの狐きつねはなつかしそうに、ほそい目めをもっとほそくした。

「なつかしいのぉ……ときどき、人にん間げんをおどろかしたり、イタズラしほうだいじゃった。ゆかいじゃったよ」

「イタズラって……あの、九きゅう尾びの狐きつねさんは、この納のう涼りょう祭さいに反はん対たいなんですか？」

「いやいや。わっちは賛さん成せいさ。また、あのにぎやかなふんいきが味あじわいたいしの。のぉ、ぬらりひょんも本ほん当とうは、その口くちじゃろ？」

　話はなしをふられたぬらりひょんが、ビクッとなった。

「わっちといっしょに、祭まつりの屋や台たいで、かくれて、いなりを食くうたじゃないか」

「そ、そうだったかな？」

「ぬらりひょんさんは？　やっぱり反はん対たいですか？」

　杏あん樹じゅを前まえにして、ぬらりひょんは、おずおずと口くちをひらいた。

「祭まつりをすることには賛さん成せいじゃが……われわれの場ば所しょのことを、人にん間げんに勝かっ手てに決きめられていくのは、気き持もちのいいものじゃないですからな……」

「そうですよね……」

（よしっ！）

　心こころを決きめて、杏あん樹じゅはそっと一歩ぽ、前まえに出でた。

「あの……みなさん、聞きいてください」

　鈴すずを鳴ならしたような、透すきとおった声こえが、杜もりにひびきわたった。

　そうぞうしかった妖よう怪かいたちが、いっせいに杏あん樹じゅを見みる。

　杏あん樹じゅは、つばを飲のみこんでから、口くちを開ひらいた。

「妖よう怪かいのみなさん。町ちょう内ないの人ひとたちが、勝かっ手てに納のう涼りょう祭さい復ふっ活かつを決きめてしまったようで、もうしわけありません！　人にん間げんを代だい表ひょうして、あやまります。ごめんなさい！」

　ペコリと頭あたまを下さげた杏あん樹じゅに、妖よう怪かいたちがいっせいにどよめく。

「でも、みなさんに、理り解かいしてほしいんです。神じん社じゃが改かい築ちくされて、人にん間げんはもどってきた。信しん仰こう心しんがあるかないかはべつにして、この神じん社じゃの存そん在ざいは、思おもいだされたんです」

　一ひと息いき吸すって、杏あん樹じゅは妖よう怪かいたちを見みまわした。

「この神じん社じゃに来きて、まず目めにつくのが、この杜もりです。暗くらくて、奥おくが知しれなくて……なにかいそうだなって思おもわせるような、怖こわいふんいきがあって……ここに来きた人にん間げんは、あなたたち妖よう怪かいの存そん在ざいを、はだで感かんじるんじゃないかと思おもいます。そう思おもわれることは、あなたたちにとって、悪わるいことじゃない。そうでしょう？」

　おびただしい数かずの妖よう怪かいたちが、ザワザワとさわぎはじめる。

「そうかも……な」

「怖こわがってもらえるのは、なによりうれしいよねぇ」

「そうでしょう!?」

「杏あん樹じゅさんには、なにかお考かんがえがあるのですか？」

　葛くずの葉はに聞きかれて、杏あん樹じゅは、コクリとうなずいた。

「あの！　みなさんはほんとうに、お祭まつりの中ちゅう止しを望のぞんでいるんでしょうか？」

　あたりまえだ、とくちぐちに声こえがあがる。

　杏あん樹じゅは、グッとお腹なかに力ちからを入いれ、さっきよりも大おおきな声こえで問といかけた。

「みなさん、ほんとうは、急きゅうに決けっ定ていをつげられたことに怒おこっているだけなんじゃないですか？　じぶんたちが、のけ者ものにされたことが、悲かなしいんじゃないですか？」

　妖よう怪かいたちが黙だまりこむ。

　それを見みて、杏あん樹じゅは思おもいついた案あんを口くちにした。

「むかしは妖よう怪かいのみなさんでも、納のう涼りょう祭さいにまぎれこめたんですよね？　だったら、また、まぎれこんでみませんか？」

「大たい使しさま、どういうことだえ？」

　九きゅう尾びの狐きつねが、首くびをかしげる。

「そのままの意い味みです。みなさんもいっしょになって、納のう涼りょう祭さいに参さん加かすればいい」

　そう言いった杏あん樹じゅの腕うでを、光こう哉やはグイッとひっぱった。

「杏あん樹じゅ！　おまえ、なに言いって──」

「だって、ずっと楽たのしんできた納のう涼りょう祭さいが、せっかく復ふっ活かつするのに、妖よう怪かいたちだけのけ者ものなんて、そんなのおかしくない？」

「いや、まぁ……そのとおりだけど、オレらは大たい使しだぞ？　わざわざ、問もん題だいがおこりそうなことをすすめなくったって──」

「問もん題だいには、ならないよ」

「妖よう怪かいたちを見みてみろよ。このすがたで、人にん間げんの前まえに出でるなんて、ぜったいまずいだろ。目めに見みえない妖よう怪かいはいいけど、見みえる妖よう怪かいはどうすんだ？　むかしとちがって、いまは明あかるい。すぐにバレるぞ」

「いいんだって、それで」

「はぁ？　杏あん樹じゅ、冷れい静せいに考かんがえろよ！」

「考かんがえてるよ」

　兄きょう妹だいゲンカをはじめた杏あん樹じゅと光こう哉やを、妖よう怪かいたちは見みまもっていた。

　杏あん樹じゅの案あんが、気きになっているようだ。

「光こう哉やさん。杏あん樹じゅさんの案あんを聞ききましょう」

　葛くずの葉はが、やんわりとあいだにはいる。

「私わたしたち妖よう怪かいのための案あんがあるなら、聞きくべきですよ」

　そう言いわれては、聞きくしかない。

　光こう哉やから無む言ごんでうながされて、杏あん樹じゅはもう一いち度ど、進すすみでた。

「みなさんは、そのまま、祭まつりに参さん加かすればいいんです。すがたが見みえても、だいじょうぶです」

「どういうことですじゃ？　ちっともわからん！」

　ぬらりひょんに、杏あん樹じゅはほほえんだ。

「私わたしたちで、この杜もりを舞ぶ台たいにして、キモだめし大たい会かいをやるんです。そこで、人にん間げんをおどろかす役やくでもいいし、変へん装そうしていることにして、そのまま、お祭まつりを楽たのしんでもいい。あなたたちも、スタッフとして、人にん間げんの納のう涼りょう祭さいに参さん加かするんです。どうですか!?」

　ぬらりひょんが目めを見みひらいた。

「それは、それは……」

　と、絶ぜっ句くするばかりだ。

「……いいんじゃないでしょうか」

　困こん惑わくしている妖よう怪かいたちの前まえで、葛くずの葉はが、にこやかに言いった。

「そういうアトラクション的てきなものがあってもいいし……ここの敷しき地ちは広ひろいですから、キモだめしの会かい場じょうにもってこいですし……」

　光こう哉やも、目めをかがやかせて、うなずいている。

「たしかに、いいアイデアだ！　いまの特とく殊しゅメイクはものすごくリアルだからな。メイクをした人にん間げんだってことにすれば、見みえたって問もん題だいないよな」

「でしょ？　おにいちゃんが芸げい能のう人じんなんだから、そういう方ほう面めんにたのみこんで協きょう力りょくしてもらったってことにすれば、問もん題だいないんじゃない？」

　あっというまに、杏あん樹じゅのアイデアが現げん実じつ味みをおびてきた。

　そのふんいきを感かんじとり、妖よう怪かいたちの声こわ色いろが、やさしくなってくる。

「そういうことなら……参さん加かしてもいいかな」

「オイラたちも、お祭まつり行いっていいの？」

「ボク、白しろくてフワフワしたやつが食たべたいな！」

「人にん間げんをおどかすのなら、あたい、着き物ものを新あたらしくしようかなぁ」

　なんて、猫ねこ又または古ふるくなった着き物ものを見みつめている。

「みな、賛さん成せいのようじゃな」

「……のようですわね。蔵くら之の介すけさんに、さっそく、この杜もりを使し用ようしていいか聞ききませんと」

　葛くずの葉はとぬらりひょんの会かい話わを聞きいて、杏あん樹じゅは笑えみをうかべた。

　じぶんの提てい案あんが、受うけいれられたのだ。

　ちょっぴり、てれくさくもあり、うれしくもあった。

「まだまだ問もん題だいはあるにしろ、うまく、まとまったみたいだな」

　光こう哉やは、杏あん樹じゅの頭あたまをなでた。

「すげーじゃん、杏あん樹じゅ」

「えへへっ」

　と、そのとき。

　とつぜん、銀ぎん色いろの疾しっ風ぷうが、光こう哉やと杏あん樹じゅをつつみこんで、妖よう怪かいたちのあいだからさらいだした。

「きゃあっ！」

　おもわず目めをつぶった杏あん樹じゅが、おそるおそる目めをひらく。

　目めの前まえには、執しつ事じ服ふくを着きたヴァルの背せ中なかがあった。

　ふっさふさの耳みみとしっぽが出でているので、完かん全ぜんな人ひと型がたではない。

「え？　え？　ヴァル？」

　目めを白しろ黒くろさせている杏あん樹じゅたちをかばうようにして、ヴァルがさけんだ。

「豊ほう壌じょう神しんの化け身しん、このヴァイツェンウルフが、あなたたちのお相あい手てをさせていただきます！」

　大おお声ごえで宣せん言げんして、妖よう怪かいたちにたちむかう。

　両りょうのこぶしをかためて、グッと身みがまえてはいるものの、しっぽはたれさがり、よく見みると、全ぜん身しんがふるえている。

「おおおおお２人ふたりには、ゆ、指ゆび一いっ本ぽん触ふれさせませんよっ！」
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　突とつ然ぜん、目めの前まえにあらわれた神狼族ヴァルを見みて、妖よう怪かいたちはみんな、キョトンとしている。

「く、くく、来くるなら、こおおおおいっ！」

　かすれた声こえでさけんでいるヴァルの肩かたを、光こう哉やがツンツンとつつく。

「あのさ、ヴァル。なんか、カンちがいしてねーか？」

「……へ？」

　ヴァルは、蒼あおい瞳ひとみをパチクリさせた。

「え、あの……」

　光こう哉やと杏あん樹じゅを見みてから、妖よう怪かいたちのほうへふりかえった。

　ヴァルを見みる、妖よう怪かいたちの目めに、敵てき意いはなく、みんなふしぎそうにしているだけ。

「あの、その……えーっと……？」

　アタフタしているヴァルに、杏あん樹じゅは苦にが笑わらいをしながら、状じょう況きょうを簡かん単たんに説せつ明めいした。

「そ、そうなのですか……それは、それは──」

　言こと葉ばを失うしなったヴァルは、妖よう怪かいたちにむかって、ふかぶかと頭あたまを下さげた。

「も、もも、ももも、もうしわけありませんっ！」

　そんなヴァルを見みて、妖よう怪かいたちは笑わらいはじめた。

「いいってことよ」

「心しん配ぱいだったんだよねぇ、狼おおかみさんは」

「狼おおかみさん、怒おこってたぁ」

「あはは。こわーいねぇ」

　広ひろ場ばは、大おおきなおしゃべりの場ばになった。

　みんなが楽たのしそうに、ああだ、こうだ、と話はなしている。

「ヴァル、心しん配ぱいしすぎだよぉ」

「でも光こう哉やさま……さっき、すごい揺ゆれと咆ほう哮こうが聞きこえたので……なにがあったかと、私わたしは心しん配ぱいで心しん配ぱいで」

「もう解かい決けつしたけどな」

「お、おはずかしいかぎりです……私わたしはてっきり、光こう哉やさまや杏あん樹じゅさまが襲おそわれているものだとばかり……」

　そう言いって、ヴァルは大おおきな体からだで光こう哉やと杏あん樹じゅをだきしめた。

「無ぶ事じでよかった！」







　　　　９　おじいちゃんと狼おおかみ




　蔵くら之の介すけに、鎮ちん守じゅの杜もりを使つかわせてもらうことで話はなしをつけて、家いえに帰かえってきたのは、夜よるも更ふけたころだった。

「春はる人とのじいさん、話はなしがわかる人ひとだったな」

「そうだね」

「追おいつめられた妖よう怪かいたちのために、いままで、鎮ちん守じゅの杜もりに人にん間げんの手てを入いれなかったとかって、感かん動どうしちゃったよ、オレ」

　そう言いって、光こう哉やはアイスティーを飲のみほした。

「それにしても、なんで、じいさんはあんなに妖よう怪かいたちにフレンドリーなのに、春はる人とは目めのカタキにしてんだろうな？」

「…………」

　たしかにそうだ。

　その理り由ゆうを、いつかは杏あん樹じゅに明あかしてくれるだろうか。

（力ちからに……なってあげたいな）

　じぶんがへこんでいたときに、春はる人とが話はなしを聞きいてくれたように、杏あん樹じゅもそうしてあげたかった。

「それにしてもさ、ヴァルが飛とびこんできたときは一いっ瞬しゅん、だれかと思おもったぜ」

　光こう哉やが、ソファーに寝ねころびながら言いった。

「突とつ然ぜん飛とびだしてきて、妖よう怪かいたちにケンカ売うるなんてさ」

「本ほん当とうに、もうしわけありません」

　と、ヴァルは小ちいさくなるばかりだ。

「社しゃ務む所しょで話はなしあっているときから、妖よう怪かいたちの殺さっ気きを感かんじてまして……お２人ふたりの声こえが聞きこえたので、早はやめにきりあげて、お助たすけしなければと、そればかり考かんがえていたのです。状じょう況きょうがつかめずに……本ほん当とうにもうしわけありません」

「カンちがいには笑わらっちゃったけど、ちょっとうれしかったよ」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、ヴァルの顔かおがパァッと明あかるくなる。

「妖よう怪かいはこわいし、あらそうのも苦にが手てなのに、私わたしたちを守まもってくれようとしたんだよね？」

　コクコクとうなずくヴァルに、杏あん樹じゅはほほえみかけた。

「ヴァル、ありがとう」

「そんな……とうぜんのことです」

　きっぱりと言いうヴァルを見みて、光こう哉やが首くびをかしげた。

「そういやさ……ヴァルは、だいじょうぶなのか？」

　質しつ問もんの意い味みがわからない、とヴァルは首くびをかしげた。

「さっき、妖よう怪かいたちが『土と地ちつきの妖よう怪かいは、そこからはなれたら消きえる』みたいなこと言いってたからさ。ヴァルは、どうなのかなって」

「ボクも聞ききたいなぁ、日にっ本ぽんにきたいきさつ。イーヴァルといっしょに来きたんでしょう？」

　杏あん樹じゅと光こう哉や、そして好こう奇き心しんおうせいなシルフの視し線せんをうけ、ヴァルはさびしげな笑えみをうかべた。

「そうですね……お話はなししましょうか」

　そう言いって、ゆかに座すわりこんだ。

　杏あん樹じゅもそっと、ヴァルの横よこに腰こしをおろす。

「あれは何なん百びゃく年ねん前まえでしょうか──イーヴァルさまが、吸ヴァ血ンパ鬼イアの村むらである〝クラウディ・ヴィレッジ〟から出でて、間まもなかったときのことです」




　ヨーロッパ中じゅうを旅たびするヴァイツェンウルフに、国こっ境きょうは関かん係けいなかった。

　もっと言いえば、彼かれらには〝じぶんの国くに〟というものがなかった。

　彼かれらは狼おおかみのすがたをしていて、本ほん来らいは群むれで行こう動どうするが、ふつうの動どう物ぶつのように、出しゅっ産さんして増ふえる種しゅ族ぞくではない。

　自し然ぜんに、必ひつ要ようとされる場ば所しょで、発生するのだ。

　生うまれた場ば所しょはドイツだけど、彼かれらの生いきる場ば所しょは、広こう範はん囲いに広ひろがっていた。

　ヨーロッパ全ぜん域いきに、平へい和わな日ひ々びと、豊ゆたかなめぐみと、絶たえることのない繁はん栄えいを──それを祈いのることが、彼かれらの使し命めいだった。

　しかし、ヴァルは完かん全ぜんな神しん狼ろう族ぞくとは言いえなかった。

　群むれがいま、どこにいるのかも感かん知ちできず、また、１匹ぴきで他た種しゅ族ぞくとやりあうほどの力ちからもなかったから。

　せまい地ち域いきでなら、じぶんの祈いのりを大だい地ちにとどけることができた彼かれは、必ひっ死しに、その土と地ちの人ひとのねがいを聞ききいれた。

　じぶんは、これでいい。

　群むれには、いつか合ごう流りゅうできるだろう。

　そんな気き持もちで、彼かれは１匹ぴきで、欧おう州しゅうをまわっていたのだ。

　だけど、そんな平へい穏おんな旅たびは、長ながくはつづかなかった。

　精せい霊れい同どう士しのいざこざが多おおかった時じ代だいだ。

　彼かれはすぐに、悪あく魔まに見みつかった。

　戦せん闘とう能のう力りょくの高たかい悪あく魔まは、彼かれを喰くいころそうと、おそいかかってきた。

　恐きょう怖ふから、彼かれは動うごけなかった。

　戦たたかうこともできず、このまま喰くわれてしまうのか、とヴァルが絶ぜつ望ぼうした、そのとき。

　彼かれの目めの前まえに、黒くろいマントをなびかせた吸ヴァ血ンパ鬼イアがあらわれた。

　その日ひは、とても晴はれていた。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアが動うごけるはずがない。

　幻げん影えいを見みているのだ、と目めをとじた。

　しかし、吸ヴァ血ンパ鬼イアは本ほん当とうにいて、そして悪あく魔まを追おいはらったのだ。

　ボロボロになったヴァルに、吸ヴァ血ンパ鬼イアは話はなしかける。

「だいじょうぶか？」

　答こたえる力ちからもなかった彼かれは、ただひとつ、コクリとうなずいた。

「なぜ、１匹ぴきなんだ？　群むれはどうした？」

　そう聞きかれて、彼かれは首くびをふった。

　わからない。

　どこにいるのか。

　なにをしているのか。

　じぶんが発はっ生せいしたことすら、きっと知しらない。

「ヴァイツェンウルフは本ほん来らい、戦たたかうことに慣なれているはずなんだが」

　そう言いわれて、彼かれはうなだれた。

　生うまれたときから、そう。

　戦たたかうことがこわい。

　それは、力ちからがないからなのか、それとも、もともとそういう性せい格かくなのかは、わからない。

「落おちこぼれ、か。私わたしといっしょだな」

　吸ヴァ血ンパ鬼イアは、太たい陽ようの下したで笑わらった。

　ひがんだような笑わらいではなく、心こころから笑わらっているように見みえた。

　太たい陽ようのせいではなく、吸ヴァ血ンパ鬼イアがまぶしく見みえた。

　この吸ヴァ血ンパ鬼イアについていけば──

　じぶんを助たすけてくれた、やさしい吸ヴァ血ンパ鬼イアだ。きっと断ことわりはしないだろう。

　彼かれは、じぶんもいっしょに行いってもいいかと聞きいた。

「いやだ」

　そう断ことわって、吸ヴァ血ンパ鬼イアは言こと葉ばをつづけた。

「お前まえの使し命めいはなんだ？　ただ祈いのるだけ……ちがうよ。祈いのりつづけることが使し命めいなんだ。悪あく魔まごときに襲おそわれて、戦たたかいもせずに命いのちをそまつにするやつは、いっしょにつれていけないよ」

　彼かれは、生うまれてはじめて怒おこられた。

　頭あたまをなぐられたときよりも、手て足あしをかじられたときよりも、もっと強つよい衝しょう撃げきをうけた。

　この吸ヴァ血ンパ鬼イアについていけば──

　じぶんは変かわれる。

　そんな気きがして、彼かれは重おもたい体からだをおこし、吸ヴァ血ンパ鬼イアのそばへとよっていった。

　つれていってほしいと、必ひっ死しに頭あたまを下さげた。

　使し命めいをまっとうすると誓ちかった。

　しばらくして、

「落おちこぼれ同どう士し、なかよくしようか」

　そう言いってくれた吸ヴァ血ンパ鬼イアは、うれしそうだった。

　彼かれは、吸ヴァ血ンパ鬼イアとともに、ヨーロッパを出でた。

　落おちこぼれの精せい霊れいでも、必ひつ要ようとしている国くにへ。




「そうなんだ……」

　ヴァルの話はなしを聞きいた杏あん樹じゅは、ボソッとつぶやいた。

「でも、ヴァルは落おちこぼれなんかじゃないよ！」

　ヴァルはうれしそうに、でも首くびをふった。

「私わたしは、落おちこぼれです。だからこそ、せいいっぱいがんばれるんです。私わたしを変かえてくれた、イーヴァルさまの子し孫そんを守まもるため、ずっとがんばっていられるんです」

　そう言いって、杏あん樹じゅの頭あたまをなでた。

「イーヴァルさまとおなじ、一いち族ぞくの落おちこぼれ……このくくりは、１人ひとりぼっちだった私わたしにとって、うれしいことなんです。だから、落おちこぼれでいいんです」

　きっぱりと言いうと、ヴァルは、かべにかかっている時と計けいを見みた。

「おそくなってしまいましたね。明日あしたから、お祭まつりの準じゅん備びでいそがしくなりますよ。もう寝ねましょう」

　ヴァルに言いわれて、光こう哉やと杏あん樹じゅは立たちあがった。

　口くち々ぐちにおやすみと言いうと、リビングを後あとにする。

　静しずかになったリビングを見みまわして、ヴァルはふぅっと息いきをついた。

「ボクさ、ヨーロッパにいたとき、ヴァイツェンウルフの群むれに会あったことあるよ」

　シルフの声こえに、ヴァルがビクッと体からだをふるわせる。

「シルフ、まだおきていたんですか？」

「うん」
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　そう答こたえて、シルフはソファーの背せもたれに座すわった。

「なかまのもとに、帰かえりたいとは思おもわないの、ヴァル？」

「私わたしのなかま──家か族ぞくは、ここにいますから。はなれようとは思おもいません」

　明あかるい声こえで答こたえるヴァルを見みて、シルフは笑えみをうかべた。

「そうだね。……ボクもそう思おもうよ。おやすみ、ヴァル」

　シルフが、杏あん樹じゅのもとへともどっていくのを見み送おくって、ヴァルはリビングの窓まどから、空そらを見みあげた。

　満まん天てんの星ほしが広ひろがっている。

「イーヴァルさま……」

　そっと空そらに呼よびかけてみた。

「私わたしは、イーヴァルさまの家か族ぞくとして、見みてもらえていたんでしょうか？」

　もちろん返へん事じはない。

　ヴァルはさびしげに目めをふせると、窓まどのカーテンをしめた。







　　　　10　お祭まつり準じゅん備びはてんてこまい!?




　次つぎの日ひ。

　学がっ校こうが休やすみの杏あん樹じゅは、ヴァルといっしょに葛くず葉は神じん社じゃに行いってきた。

　蔵くら之の介すけと、キモだめしについて、さらに話はなしあう必ひつ要ようがあったからだ。

　光こう哉やも行いきたがったが、ざんねんながら撮さつ影えいがあったため、そっちを優ゆう先せんした。

「でも、よかった。ちゃんとわかってくれて」

　蔵くら之の介すけと話はなしたことを思おもいだし、杏あん樹じゅは笑えみをうかべた。

「神じん社じゃ主しゅ催さいのキモだめしは、シークレットで行おこなうって、考かんがえてみればすごいことですよね」

「うん。あの町ちょう内ない会かい長ちょうさんをなっとくさせちゃうんだもん。安あ倍べくんのおじいちゃんって、ほんとうにすごい！」

「でも──」

　ヴァルは心しん配ぱいそうに杏あん樹じゅを見みた。

「これからがたいへんですよ？　妖よう怪かいたちは夕ゆう方がたから日ひがのぼるまでしか、活かっ発ぱつに動うごけませんからね」

「だいじょうぶ。私わたしがちゃんと様よう子すを見みにいくから」

「もうしわけありません。私わたしも協きょう力りょくできればいいのですが……」

　しょんぼりするヴァルを見みて、杏あん樹じゅはポンポンと腕うでをたたく。

「ヴァルは、おじいちゃんのかわりで、町ちょう内ない会かいの仕し事ごとがあるんだもん。だいじょうぶ、もうすぐ夏なつ休やすみだから、時じ間かんはたっぷりあるし！」

「ですが……」

「だいじょうぶだって。ちゃんと妖よう怪かいと人にん間げんがいっしょに楽たのしめるような、そんなキモだめしを考かんがえるから」

　自じ信しんマンマンに言いう杏あん樹じゅの頭あたまの上うえで、シルフが肩かたをすくめる。

「ほんとうかなぁ？」

「だって、シルフもいるし」

「楽たのしいのはいいけど、準じゅん備びとか、めんどくさーい」

「んもう！」

　そう言いって、杏あん樹じゅは葛くず葉は神じん社じゃがある山やまを、チラリと見みた。

（安あ倍べくん……出でてこなかったな……）

　杏あん樹じゅは、春はる人とが最さい後ごまで妖よう怪かいをゆるさなかったことを気きにかけていた。

（いっしょに……っていうか、手てつだってくれると、心こころ強づよかったんだけど……）

　ふたたび、妖よう怪かいを敵てき視ししてしまった春はる人とには、ムリな相そう談だんだろう。

（はぁ……でも、がんばらなきゃ！　おにいちゃんにも、夢ゆめにむかって集しゅう中ちゅうしてほしいし……）

「ねぇ杏あん樹じゅ、そろそろお昼ひるだし、なにか買かっていこうよ！」

　とシルフが言いう。

「いいかげん、食たべもののことわすれてくれない？」

「だって、いいニオイがするんだもん。商しょう店てん街がいだいすきー！」

「あのねぇ」

　杏あん樹じゅが苦く笑しょうした、そのとき。

「お！　杏あん樹じゅちゃん」

　商しょう店てん街がいを歩あるいていた杏あん樹じゅとヴァルに、精せい肉にく店てんのおじさんから声こえがかかる。

「なんだい。今日きょうは、ヒツジさんといっしょかい」

「あはは。おじさん、この人ひとは、ヒツジじゃなくて執しつ事じですよ」

「なんだい、なんだい。外がい国こくの人ひとは、よくわかんねぇな」

　なんて言いいながら、お店みせからのそのそと出でてくる。

「いいねぇ、祭まつり。店みせがあるから、先せん頭とうにたって準じゅん備びできないのがざんねんだよ！」

　そう言いって、おじさんは言こと葉ばをつづけた。

「ま、祭まつりの当とう日じつは、店みせをしめて駆かけつけるけどね」

　こっそり言いったおじさんの言こと葉ばが耳みみに入はいったのか、店てん内ないからおばさんの声こえが聞きこえてくる。

「おまえさん！　なに言いってんだい。稼かせぎどきにしめるなんて、バカなこと言いうんじゃないよ」

「だって、おまえ。祭まつりだぞ？　血ちがさわぐっての」

「はいはい」

　そんなやりとりを聞きいて、杏あん樹じゅとヴァルは顔かおを見みあわせて笑わらった。

「そういや、みこしがあるんだってな。うちのぼうずも参さん加かするって言いってたけど……杏あん樹じゅちゃんも、かつぐのかい？」

「はい。友ともだちといっしょに参さん加かしようって」

「そうか、そうか。活かっ気きがあっていいねぇ」

　目めをほそめ、楽たのしげに笑わらうおじさんは、なにかを思おもいついたように、口くちをひらいた。

「子こどもたちだけで、なにかやったりしないのかい？」

　問とわれたヴァルが、首くびをかしげる。

「とくにはないですねぇ。町ちょう内ない会かいから出で店みせを出だすくらいで」

「そうか、そうか。じゃあ、子こどもたちにも、なんかやってもらえばいい。なんだっけな……ほら、子こども会かい！　あれ、うちの町ちょう内ないにはなかっただろ」

「子こども会かい……ですか」

　ヴァルが、けげんそうにくりかえす。

「いつだったかな。子こども会かいを作つくろうかって話はなしがあったんだよ。せっかくだから、祭まつりを機きに作つくってみたら、いいんじゃないか？　杏あん樹じゅちゃん、会かい長ちょうやらないかい？」

　ヴァルと顔かおを見みあわせる。

「でも──」

　言いいよどんで、杏あん樹じゅは考かんがえこんでしまった。

（妖よう怪かいたちのキモだめしの準じゅん備びがいそがしくなりそうなのに……いま、ひきうけても、なにもできなさそうだな……）

　でも、おじさんの楽たのしそうな顔かおを見みていると、断ことわることもできない。

（うーん……こまった。あ、そうだ！）

　杏あん樹じゅは、頭あたまの中なかにある人じん物ぶつが思おもいうかんだ。

「あの！　さと──立たち花ばなさんが会かい長ちょうっていうのは、どうですか？」

「ん？　あぁ、刑けい事じさんのおじょうさんか！」

「そうそう」

　活かっ発ぱつで、テキパキと決きめていく里さと美みなら、子こども会かいの会かい長ちょうも、すんなりとこなすだろう。

　でも、それじゃあ、めんどうな仕し事ごとを、里さと美みにおしつけたようになってしまう。

「あの、会かい長ちょうはむりだけど、私わたしも参さん加かしますから」

「そうか！　んじゃ、さっそく立たち花ばなさんにたのんでみるか」

　おじさんは、お店みせに来きたお客きゃくさんのために、肉にくをとりだしながら、言いった。

「決きまったら、連れん絡らくするよ！」




「でね、私わたしが会かい長ちょうだって！　すっごくおもしろそうだから、ひきうけちゃった！」

　帰き宅たくしてすぐ、タイミングよく、里さと美みから電でん話わがきた。

　すっかり、やる気きになっている里さと美みは、杏あん樹じゅも参さん加かするんでしょう？　と聞きいてくる。

「うん。そのつもり」

「さっそく、これから、町ちょう内ない会かい館かんに集あつまろうと思おもうんだけど」

「えぇ!?　これから？」

「ほかにも、集あつまれそうな子こ、呼よんだんだ。杏あん樹じゅ、なにか用よう事じある？」

　そう聞きかれて、杏あん樹じゅはこまってしまった。

　まさか、妖よう怪かいたちが準じゅん備びしているキモだめしの様よう子すを見みにいくなんて、言いえっこない。

「んー、だいじょうぶ。行いくよ」

「んじゃ、４時じに。あとでね！」

　電でん話わをきった杏あん樹じゅは、あわてて時と計けいを見みあげた。

「どうしよ……」

「杏あん樹じゅさま、どうしました？」

　キッチンから顔かおを出だしたヴァルに、杏あん樹じゅは首くびをふった。

「夕ゆう方がたに、町ちょう内ない会かい館かんに集あつまろうって。だけど、葛くず葉は神じん社じゃにも行いかなきゃ。初しょ日にちだから、いろいろ決きめることもあるのに……どうしよう」

　ヴァルは、ふふっとほほえんだ。

「だいじょうぶですよ、杏あん樹じゅさま。妖よう怪かいたち全ぜん員いんが動うごけるようになるのは、暗くらくなってからですから」

「そっか。あ、でも、それじゃ私わたし、夜よるに外がい出しゅつすることになるけど……」

「いいですよ。もう日ひも長ながいことですし。でも、気きをつけてくださいね」

　そう言いったヴァルを、シルフが意い外がいそうに見みた。

「あれ？　心しん配ぱい性しょう、なおったの？」

「ははっ。そういうわけじゃないですけどね」

　言いいながら、ヴァルがテーブルにおやつを運はこんでくる。

　おじいちゃんが得とく意いだった、手てづくりのシフォンケーキだ。

　いなくなったいまでは、ヴァルの得とく意い料りょう理りのひとつになりつつある。

　シルフが、さっそくケーキをほおばりながら、口くちをひらいた。

「妖よう怪かいたちのリーダーが必ひつ要ようじゃない？」

「ん？」

「葛くずの葉はは、蔵くら之の介すけと町ちょう内ないの人ひとの手てつだいしてるって言いうし、ぬらりひょんのじいさんじゃ、妖よう怪かいたちがもし暴あばれても、対たい処しょできないでしょ」

「たしかに……私わたしも、おにいちゃんも、ずっとついていられるわけじゃないしなぁ……」

　そう言いって、杏あん樹じゅはシルフを見みた。

「シルフは？」

「夜よどおしの作さ業ぎょうなんて、ムリムリ！　ボク、夜よるは寝ねたいもん」

「もう！　……おにいちゃんが撮さつ影えいから帰かえってきたら、相そう談だんしてみよっか」

「あ、光こう哉やさまは今日きょう、泊とまりです」

「え？　そうなの？」

（こまったなぁ……）

　能のう力りょくが高たかい妖よう怪かいが思おもいうかばず、杏あん樹じゅはうなったまま。

「だれかいないかな？」

　リビングの戸とだなにしまってある、日にっ本ぽんの妖よう怪かい大だい事じ典てんをひっぱり出だす。

　おじいちゃんの書しょ庫こにあったものだけど、よく使つかいそうな本ほんは、戸とだなにしまってあるのだ。

　以い前ぜん妖よう怪かいたちにもらった、大たい使しに協きょう力りょくすると書かかれた誓せい約やく書しょと事じ典てんを見みくらべながら、適てき任にんを探さがしはじめる。

「杏あん樹じゅさま、そろそろ、子こども会かいの集しゅう合ごうの時じ間かんでは？」

「ほんとだ、行いかなきゃ」

　そんな杏あん樹じゅに、シルフもついてくる。

「ボクも行いくよー！」




　シルフを肩かたに乗のせ、杏あん樹じゅは町ちょう内ない会かい館かんへといそいだ。

「子こども会かいで、お祭まつりになにを出だすの？」

「さぁ……出だすのかどうかも、まだ決きまってないし」

　そう答こたえて、杏あん樹じゅはジロリとシルフを見みた。

「さては、食たべものの出で店みせをださせようと思おもってるでしょ！」

　シルフがペロリと舌したを出だす。

「バレた？」

　あきれて、ため息いきしか出でてこない。

「子こどもだけで、食たべものを売うるのは、きっとムリだと思おもうよ」

「そっかぁ……ボク、家いえ、帰かえろうかな」

　なんて言いうシルフをつれて、杏あん樹じゅは町ちょう内ない会かい館かんへと入はいっていく。

「こんにちはー！」

　まっしろな平ひら屋や建だての町ちょう内ない会かい館かんは、ふだん使つかわれているとはいえ、ちょっぴりほこりっぽかった。

　ふるびたスリッパに履はきかえ、中なかに進すすんでいく。

　お祭まつりの準じゅん備びなのか、大人おとなたちが、倉そう庫こや給きゅう湯とう室しつを行いったりきたりしている。

「杏あん樹じゅ、こっちー！」

　里さと美みに手てまねきされ、杏あん樹じゅは一いち番ばん奥おくにある、会かい議ぎ室しつとプレートのかかった部へ屋やに入はいった。

　そこには、杏あん樹じゅとおない年どしくらいの男おとこの子こたちが座すわっている。

「ごめん、おくれちゃった？」

「ううん。みんな早はやく来きすぎなんだって」

　笑わらいながら、里さと美みは、先さきに来きていた子こたちを紹しょう介かいした。

　他た校こうの子こだと言いっていたけれど、男おとこの子こたちは２人ふたりとも、商しょう店てん街がいの子こだ。

　杏あん樹じゅも何なん度どか、おしゃべりをしたことがある。

「こんにちは。高たか野のです」

　おじぎをした杏あん樹じゅは、広ひろい部へ屋やにたった４人にんしかいないことに気きづく。

「これだけ？」

「そう。急きゅうだったしね。ま、いいんじゃん？　最さい初しょはこれくらいで」

「で、集あつまったのはいいけど、どうすんの？」

　洋よう菓が子し店てんの子こどもの、川かわ田だくんが口くちをひらいた。

「せっかく、子こども会かい結けっ成せいしたんだから、おひろめもかねて、祭まつりに出で店みせしようぜ！」

　こう言いったのは、青せい果か店てんの子こどもの室むろ井いくんだった。

「いいねぇ！　楽たのしそう！　手てづくりアクセ売うったりとかさ」

　ノリノリの里さと美みに、室むろ井いくんが顔かおをしかめた。

「立たち花ばな、なに言いってんだよー」

「え？」

　かたまった里さと美みに、川かわ田だくんがいさめるように言いう。

「どうせなら、商しょう店てん街がいのものを売うったらどうかな？　お祭まつりにある、ありきたりなものって、テキ屋やさんが出だすだろ？」

「そうそう。おまえんちのお菓か子しでもいいし、うちのくだものでもいいしさ。いま、店みせに冷ひやしパインならべてるし」

　室むろ井いくんの言こと葉ばに、シルフがすかさず反はん応のうする。

「いいな、いいなぁ！」

（ちょっと静しずかに……）

　でも、たしかにおいしそうだし、なにより資し金きんがない子こども会かいにとって、商しょう店てん街がいのものを使つかうというのはいいことだった。

「いいじゃん、それ！」

　里さと美みが、パンッと手てをたたく。

「洋よう菓が子しとくだものを、くっつけるのはどう？」

　里さと美みの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはうなってしまった。

「フルーツタルト、とか？　でも、お祭まつりでケーキって、なんか食たべたくないよね……」

　考かんがえている杏あん樹じゅの横よこで、シルフが手てを挙あげる。

「はいはいはーい！」

（んもう……なに？）

　杏あん樹じゅが目めくばせすると、シルフは胸むねに手てをあて、自じ信しんマンマンに言いう。

「フルーツゼリーがいいと思おもいます！」

「フルーツゼリー？」

　シルフの言こと葉ばをくりかえした杏あん樹じゅの横よこで、里さと美みが目めをかがやかせた。

「フルーツゼリー、いいじゃん！　私わたしたちで手てづくりしたら、楽たのしそう！」
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　男おとこの子こたちが、顔かおを見みあわせる。

「くだものはもちろん、うちの店みせからの買かいとりだよな？　よっし、売うりあげに貢こう献けんしたぜ！」

「ゼリーなら、うちの店みせに、かわいい型かたがいっぱいあったと思おもうけど……祭まつりで出だすなら、袋ふくろにつめて固かためたほうがいいよな。あ、風ふう船せんみたいなカラフルな袋ふくろがあった気きがする」

「それって、どうやって食たべるの？」

　けげんそうに里さと美みが聞きく。

「ストローで吸すうんだよ。風ふう船せんを割わって、中なかから出だして食たべることもできるけど」

「そんなのあるんだ？」

　里さと美みたちがアイデアを煮につめていくとなりで、杏あん樹じゅは鼻はな歌うたを歌うたっているシルフを見みた。

（しまった！）

　結けっ局きょく、食たべものがいいという、シルフの思おもいどおりになってしまったことに気きづく。

（……ま、いっか！）







　　　　11　妖よう怪かいたちのまとめ役やく




　夜よる、食しょく事じを終おえた杏あん樹じゅは、リビングで昼ひる間まも見みていた妖よう怪かい大だい事じ典てんを広ひろげていた。

　事じ典てんを見みながら、なにかをメモしていく。

「なにやってんの？」

　シルフが杏あん樹じゅの横よこに座すわった。

「まだ、まとめ役やくさがしてんの？」

「ううん」

　杏あん樹じゅは事じ典てんから顔かおをあげた。

「よく考かんがえたら、私わたし、ぜんぜん妖よう怪かいたちのこと知しらないから、知しっておこうと思おもって。それと、キモだめしの準じゅん備びの、分ぶん担たん表ひょうを作つくろうかなって」

「ふむ……」

「キモだめしの準じゅん備びってさ、いろいろあるじゃない？　杜もりの中なかを整せい備びしたり、衣い装しょう作つくったりさ。小こ道どう具ぐとかも必ひつ要ようだろうし」

「うんうん」

「だから、妖よう怪かいたちの、得とく意いな分ぶん野やはなにかなーって」

「得とく意い？」

「っていうか、できることって言いうのかな。たとえば──」

　そう言いって、杏あん樹じゅは妖よう怪かいたちを思おもいだす。

「九きゅう尾びの狐きつねさんは人ひと型がたにはなれないから、衣い装しょうを作つくったりするのはムリでしょ。ぬらりひょんさんはお年としよりだから、杜もりを整せい備びするより、小こ道どう具ぐを作つくったほうがいいだろうし」

「なるほどね……」

　シルフは、なっとくしたようにうなずいた。

「適てき材ざい適てき所しょってやつだね！」

「そういうこと。ただ、そうなると、杜もりを整せい備びする妖よう怪かいっていうのが、あんまりいなさそうなんだよね……」

　整せい備び班はんの欄らんには、妖よう怪かいたちの名な前まえはない。

「どうしたら、いいのかなぁ……」

「ま、みんな、杜もりはあのままにしておきたいって言いうだろうしねぇ……ここで陰おん陽みょう師じが動うごいてくれれば、多た少しょうは楽らくになるんだろうけど」

「しかたないよ」

　心こころになにか、かかえている春はる人とに、これ以い上じょう、ムリ強じいしておねがいすることはできない。

「杏あん樹じゅさま、そろそろお時じ間かんですよ」

　ヴァルがキッチンから顔かおを出だす。

「私わたしもこのあと、町ちょう内ない会かいで集あつまりがありますので……なにかこまったことがあったら、社しゃ務む所しょに来きてください」

「ありがと、ヴァル。とりあえず、みんなに相そう談だんしてみるから」

　そう答こたえた杏あん樹じゅは、吸ヴァ血ンパ鬼イアの正せい装そうであるマントをはおった。

　夏なつ場ばでも暑あつくないのは、このマントが特とく別べつな魔ま法ほうの生き地じでできているからだ。

「よし、行いこっか」

「飛とんでいく？　クツに変かわろうか？」

「ううん、歩あるいていく。たまには、シルフもいっしょに行いこうよ」




　１０００段だんもある階かい段だんをのぼり、杏あん樹じゅは社しゃ務む所しょの前まえをすりぬけ、鎮ちん守じゅの杜もりへと入はいっていく。

　暗くらいし、妙みょうにひんやりとしているし、妖よう怪かいの気け配はいも感かんじる。

　そんな中なかをドキドキしながら歩あるいていく。

「わっ！」

「きゃあっ！」

　シルフにおどろかされ、杏あん樹じゅは飛とびあがった。

「ちょっと、シルフ！」

　ケタケタ笑わらいころげているシルフをにらみつける。

「なにすんのよ、もうっ！」

「顔かおがこわばってるから、リラックスさせようと思おもってー」

「んもう！」

　昨日きのうの今日きょうだ。いくら、落おちついたと言いっても、また妖よう怪かいたちが興こう奮ふんしたりするかもしれないと思おもうと、気き楽らくではいられない。

　プンスカしながら、杏あん樹じゅは暗くらい杜もりの中なかを進すすんでいく。

「だいじょうぶ、杏あん樹じゅならできるから」

　シルフがそっと肩かたに乗のると、杏あん樹じゅの頭あたまを、小ちいさな手てでなでた。

「うん。おにいちゃんがいなくても、がんばる」

　と答こたえたものの、やっぱりひとりで、妖よう怪かいたちと対たい峙じするのは不ふ安あんだった。

　視し線せんの先さきには──ちろちろとゆらめく、あんどんの光ひかりがあった。

　ときおり、光ひかりが見みえなくなるのは、妖よう怪かいたちがあんどんの前まえをとおっているのだろう。

「……よし」

　大おおきく深しん呼こ吸きゅうをした杏あん樹じゅは、杜もりの中ちゅう心しん部ぶへと足あしを踏ふみだした。

「おお、大たい使しさま！」

　妖よう怪かいたちがみんな、大たい使しの杏あん樹じゅをまっていた。

　広ひろ場ばいっぱいに、いろいろな妖よう怪かいたちが集あつまっている。

「杏あん樹じゅさま、おまちしておりましたぞ」

　ぬらりひょんに案あん内ないされ、杏あん樹じゅは広ひろ場ばのはしのほうにある、一段だん高たかい台だいへのぼった。

　ここで、歓かん迎げい会かいの食しょく事じをしたこともある。

　台だいの上うえにあがった杏あん樹じゅを、妖よう怪かいたちがじっと見みあげた。

「みなさん、おまたせしました」

　そう言いって、杏あん樹じゅは妖よう怪かいたちを見みまわした。

（ちょっと、やっぱり……まだ怖こわいかも……）

　ふーっと息いきをはき、広ひろ場ばいっぱいに聞きこえるように声こえをあげる。

「今日きょう、昼ひる間まのうちに、蔵くら之の介すけさんの了りょう解かいを得えておきました。本ほん日じつより、鎮ちん守じゅの杜もりの一いち部ぶを、キモだめし用ように準じゅん備びすることとなりました」

「おおー！」

「よし、やるぞ！」

「おもいっきり、怖こわがらせてやるんだからね！」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、妖よう怪かいたちがもりあがり、いっせいにしゃべりだす。

「あの、ちょっと……まだ、お話はなしがあります。あの！」

　杏あん樹じゅが言いっても、妖よう怪かいたちは静しずまらない。

「んー……こまったな。あのぉっ！」

　せいいっぱいさけんでも、妖よう怪かいたちはさわいだまま。

（こまったなぁ……おにいちゃんみたいに、うまくまとめられないよぉ……）

「聞きいてくださぁぁぁいっ！」

　ひときわ大おおきな声こえでどなった瞬しゅん間かん──

　月つきの明あかりが、ぶ厚あつい雲くもにかくれ、あたりが真まっ暗くらになる。

「え？　な、なに？」

　杏あん樹じゅが空そらを見みあげた、そのとき。




　ピシャーン。




　大おおきな雷かみなりが、杏あん樹じゅの横よこに落おちた。

「きゃっ！」

　おもわず目めを閉とじ、耳みみをおさえた。

「なんだ、なんだ？」

「おい、あそこっ！」

　妖よう怪かいたちの視し線せんが、一いっ気きに杏あん樹じゅの横よこに集しゅう中ちゅうした。

「な、なに？」

　杏あん樹じゅがおそるおそる目めをひらくと、横よこには──茶ちゃ色いろいショートヘアーにパープルの瞳ひとみ、シンプルなワンピースを着きた少しょう女じょが、腕うでぐみをして立たっていた。

「ヴィリ!?」

「ハーイ、妖よう怪かいさんたち。私わたしは、今日きょうからしばらく、大たい使し代だい理りとして、あなたたちの世せ話わをする、嵐あらしの精せい霊れいヴィリよ。よろしくね」

　ヴィリの横よこで、目めをパチクリさせている杏あん樹じゅを見みて、ヴィリがあきれたようにため息いきをついた。

「しっかりしなさいよ、大たい使し」

「あ、う……うん。でも、なんで──」

　そこまで言いって、杏あん樹じゅは社しゃ会かい科か準じゅん備び室しつでのできごとを思おもいだした。

（でも、なんかふんいきが……？）

　杏あん樹じゅのふしぎそうなまなざしに気きづき、ヴィリが首くびをかしげる。

「なんか、ヴィリ、いつもとちがう？」

「あぁ」

　ヴィリが、じぶんの体からだを見みた。

「本ほん来らいのすがたにもどったのよ。そうじゃないと、１００％の能のう力りょくを発はっ揮きできないから」

「そうなんだ。でも──」

「好すきな人ひとのためよ。人にん間げんじゃできないでしょ、光こう哉やのかわりは。さ、私わたしが来きたからには、妖よう怪かいたちにはみんな、馬ば車しゃ馬うまのように働はたらいてもらうわ。ほほほほっ！」

「ちょ、ちょっと……なかよく、なかよく！」

　あわてふためく杏あん樹じゅを見みて、肩かたをすくめるヴィリ。

「わかってるわよ。ジョーダンでしょ」

（ジョーダンに聞きこえない……）

　だけど、ヴィリなら妖よう怪かいたちのまとめ役やくとして、適てき任にんかもしれない。

　ヴィリは、杏あん樹じゅが持もっていたメモをのぞきこむ。

「それ、なに？」

「あ、これ……分ぶん担たん表ひょうを作つくってきたの。全ぜん員いんわけたわけじゃないんだけど」

　杏あん樹じゅはヴィリにメモをわたす。

　それを見みたヴィリは、腕うでぐみをして考かんがえこんだ。

「なるほどね……でも、うまくわけてあると思おもうわ」

　ヴィリは、近ちかくにいた、ぬらりひょんを呼よんだ。

「あなたが、ぬらりひょんね」

「おまえさんにまかせて、だいじょうぶかね？」

　けげんな顔かおでヴィリを見みている。

（まずい……！）

　ここで、ヴィリに不ふ信しん感かんをいだかせるのは得とく策さくではない。

　ヴィリはつっけんどんだけど、意い外がいとイイ精せい霊れいなのだから。

「だいじょうぶです。この人ひとは、私わたしも、おにいちゃんも信しん頼らいしている精せい霊れいの１人ひとりですから」

「ほう……杏あん樹じゅさまがそうおっしゃるのでしたら、異い存ぞんはありませんな」

　そう答こたえて、ぬらりひょんはヴィリといっしょに、杏あん樹じゅが作つくってきたメモを片かた手てに話はなしはじめた。

　杏あん樹じゅはそれを見みて、ふっと胸むねをなで下おろすと、もう一いち度ど、妖よう怪かいたちを見みまわす。

「キモだめしの準じゅん備びをするにあたって、役やく割わり分ぶん担たんをしようと思おもいます。いま、ヴィリとぬらりひょんさんが相そう談だんしていますが、やりたいことがあったら、２人ふたりに聞きいてください」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばを聞きいて、妖よう怪かいたちが台だいのほうへと歩あるいてくる。

　みんな楽たのしそうだった。

「あたい、衣い装しょうが作つくりたいなぁ」

「猫ねこ又または、じぶんの服ふくを新あたらしくしたいだけだろ」

「いいじゃんねぇ。あんたたちのも、新あたらしく作つくってあげるよ」

[image: ]

　と、猫ねこ又または、横よこにいた、ざしきわらしを見みおろした。

「おいおい。キモだめしなんだから、新しん品ぴんのもの着きたら、怖こわさが出でないだろうよ」

　カラス天てん狗ぐのツッコミに、ざしきわらしもうなずく。

「ボクはこれでいいよ。それより、わたあめ作つくりたい！」

「それは人にん間げんのやることでしょ」

「あはは、そっか」

　ヴィリとぬらりひょんに集あつまってくる妖よう怪かいたちを見みおくりながら、杏あん樹じゅは広ひろ場ばの奥おくにかたまって動うごかない、カマイタチの群むれへと近ちかづいていった。

　正しょう直じき、怖こわい。でも、そうは言いっていられない。

　杏あん樹じゅは、意いを決けっして、話はなしかけた。

「あの、カマイタチさんたち……」

「なんだよ」

　ふてくされたように、群むれの１匹ぴきが杏あん樹じゅをにらみつける。

「カマイタチさんたちも、お祭まつりの準じゅん備びに参さん加かしませんか？」

「……ふん！」

　と、そっぽをむかれ、杏あん樹じゅはこまってしまう。

　でも、この広ひろ場ばにやってきたということは、納のう涼りょう祭さいに参さん加かするつもりがあるということじゃないだろうか？

　杏あん樹じゅは勇ゆう気きをふりしぼって、カマイタチに声こえをかける。

「いまのところ、杜もりの整せい備びをしてくれる妖よう怪かいがいないんです。カマイタチさんのおこす風かぜで、少すこしだけ木きを切きりたおして、杜もりを歩あるけるように整せい備びしてもらえませんか？」

　杏あん樹じゅのおねがいに、べつのカマイタチが反はん応のうする。

「オレたちが、この杜もりを整せい備びするだと!?　ばかにするんじゃないぜ！」

「ほんの少すこしでいいんです。キモだめしの順じゅん路ろのために、必ひつ要ようなんです。それに、木きが混こみあっている部ぶ分ぶんを整せい備びするのは、杜もり自じ体たいを長ながつづきさせることでもあるんです。杜もりをいためないように、場ば所しょは考かんがえてありますから……」

　この問といかけに、カマイタチたちが目めくばせしあう。

　しばらく無む言ごんの時じ間かんがあって、１匹ぴきのカマイタチが、杏あん樹じゅの前まえに進すすみでた。

「あんたたち、大たい使しの指さし図ずはうけない」

「え……」

　顔かおをこわばらせた杏あん樹じゅの肩かたに、カマイタチのつるりとした手てがのっかった。

「でも、整せい備びはしてやる。オレたちの好すきなように、やらせてもらうぞ。いいな？」

「え、ええ。もちろん！」

　そのとき、

「杏あん樹じゅさま！　こちらにおられましたか」

　ぬらりひょんが、トコトコとやってくる。

　ぬらりひょんは、杏あん樹じゅに紙かみのたばをさしだした。

「これは？」

「今こん回かいの納のう涼りょう祭さいに参さん加かするために、みなに書かかせたものです。今こん回かいは特とく例れいじゃろう？　大たい使しさまの肩かた身みがせまくなるのは不ふ本ほん意いなので、みなで書かいたのですじゃ」

　ＷＦＡの規き約やくには──精せい霊れいや〝あやかし〟はいかなる理り由ゆうがあっても、人にん間げん界かいで注ちゅう目もくされてはいけない──というものがある。

　特とく別べつ管かん理り大たい使しは、その規き約やくを守まもらなくてもいいけれど、ほかの精せい霊れいはべつだ。

　今こん回かいの納のう涼りょう祭さいでは、キモだめしという大たい義ぎ名めい分ぶんで、人にん間げんをおどろかす妖よう怪かいたちについては、特とく例れいというかたちで、ヴァルがモルガンに許きょ可かをもらっている。

　誓せい約やく書しょが必ひつ要ようだとは言いわれていたけれど、いつ、きりだそうか迷まよっていた杏あん樹じゅは、ありがたく、それをうけとった。




　いかなる理り由ゆうがあっても、正しょう体たいを明あかすような行こう動どうはしないこと。

　もし、そうなってしまった場ば合あいは、すぐに日にっ本ぽんの大たい使しである高たか野の光こう哉や・杏あん樹じゅのいずれかに相そう談だんすること。

　人にん間げんには危き害がいをくわえないこと。




　などと、こまかな条じょう件けんが書かかれた紙かみにサインをすれば、申しん請せいした時じ期きだけ（今こん回かいは納のう涼りょう祭さいの２日か間かんのみだけど）、人にん間げん界かいで自じ由ゆうに行こう動どうできる。

　もし、誓せい約やく書しょに書かかれていることを守まもれなかった場ば合あい、杏あん樹じゅは、その妖よう怪かいを規き約やくにのっとって、処しょ罰ばつしなければならないのだ。

　だけど、納のう涼りょう祭さいに参さん加かできると、よろこんでいる妖よう怪かいたちはみんな、すぐにその誓せい約やく書しょにサインしたらしい。

「ありがとうございます。お手て数すうをおかけして、もうしわけありません」

　頭あたまを下さげる杏あん樹じゅを見みて、ぬらりひょんはニコニコと笑えみをうかべた。

「短みじかいあいだに、ごりっぱになられましたな。大たい使しさまのためにも、この納のう涼りょう祭さい、成せい功こうさせましょうぞ！」

　えらく気き合あいが入はいっているぬらりひょんは、準じゅん備びの輪わにもどっていく。

　杏あん樹じゅは、手ての中なかの誓せい約やく書しょをじっと見みつめた。

（みんな、楽たのしみたいだけなんだよね……）

　杜もりのむこうに、神じん社じゃの明あかりが見みえた。

（安あ倍べくん……いまごろ、なにしてるのかな……）







　　　　12　準じゅん備びはかんぺき！




　あれから日ひがたち──終しゅう業ぎょう式しきもぶじに終おわり、納のう涼りょう祭さいの準じゅん備びは順じゅん調ちょうに進すすんでいた。

　いよいよ、明日あしたがお祭まつり本ほん番ばんだ。

　町ちょう内ない会かい館かんでは、明日あした、出で店みせに出だすゼリーを作つくっているまっさいちゅうだった。

「杏あん樹じゅ、それとって」

「これ？」

　杏あん樹じゅは、アルミ缶かんにいっぱい入はいったゼラチンを、里さと美みにわたした。

「川かわ田だくん、ゼラチンってどれだけ入いれればいいの？」

「袋ふくろづめのゼリーだから、堅かためのほうがいいよな……３００㏄のシロップに、小こさじ２はいくらいかな」

「りょうかーい」

　里さと美みはそう答こたえ、シロップに、そのままゼラチンを入いれようとした。

「里さと美み、ちょっとまって」

「ん？」

　杏あん樹じゅに声こえをかけられ、里さと美みは手てを止とめた。

「シロップは火ひにかけないと、ゼラチンはとけないよ」

「あ、そっか。あぶない、あぶない」

　電でん気きコンロの上うえのなべに、シロップをうつす。

　ワイワイやっている横よこで、タオルを頭あたまに巻まいた室むろ井いくんが口くちをひらく。

　彼かれはひとり、くだものをもくもくとカットしているのだ。

「メロンはどうする？」

「まるくくりぬいたほうが、かわいいと思おもう」

　杏あん樹じゅが、くりぬき用ようスプーンを手てに、室むろ井いくんに駆かけよった。

「手てつだうよ」

　そう言いって、杏あん樹じゅは半はん分ぶんに切きったメロンを、くりぬいていく。

「ちょっと、味あじ見みー！」

　バットにうつしたメロンが、サッと宙ちゅうにうかびあがる。

（ちょっと、シルフ！）

　メロンはすぐに、シルフの口くちの中なかに消きえていった。

「あまーい！　おいしーい！」

（もう、ダメ！）

　まわりの子こたちに気きづかれないように、シルフを制せい止しする。

（だ、だいじょうぶかな？）

　ドキドキしながら、杏あん樹じゅは部へ屋やの中なかにいる３人にんを見みた。

　バレた様よう子すはない。

「どうした？」

「ううん、なんでもない」

「んじゃ、さっさとやろうぜ」

　熱ねつ処しょ理りしたメロン、缶かん詰づめの洋よう梨なし、缶かんのみかんや桃ももを、ゼラチンを溶とかしたシロップといっしょに流ながしこんでいく。

　熱ねつ処しょ理りしたのは、メロンを生なまのまま使つかうとゼリーが固かたまらないので、それを防ふせぐためだ。

　川かわ田だくんが家いえから持もってきてくれた、とくべつな機き械かいを使つかって、風ふう船せんのような袋ふくろにつめていく。

「うわー、きれい！」

　手ての中なかにすっぽりと収おさまってしまう袋ふくろの中なかで、シロップとくだものが、光ひかりに当あたってキラキラと光ひかっている。

　透とう明めいなシロップにうかぶくだものは、まるで星ほしのようだった。

「これさ、ビニールプールにうかべたら、ヨーヨーみたいじゃない？」

　里さと美みの言こと葉ばに、川かわ田だくんが手てをたたく。

「いいアイデアだと思おもう。冷ひやしておけるじゃん！」

「あ、ハート形がたも作つくればよかったかも！」

　杏あん樹じゅと里さと美みが、キャイキャイとはしゃぐ。

「で、当とう日じつの店みせ番ばん、どうする？」

「あー、そうだね。みんなでやればいいんじゃない？」

　と、里さと美みの言こと葉ばに、川かわ田だくんが首くびをひねった。

「２日か間かんあるんだから、わけたら？」

　室むろ井いくんの言こと葉ばで、みんなが袋ふくろづめし終おわったゼリーを見みた。

　１００個こほどある。

　町ちょう内ない会かい館かんの冷れい蔵ぞう庫こで、保ほ存ぞんさせてもらうことにした。

　量りょうが多おおくて重おもいので、運はこぶのは、町ちょう内ない会かいの人ひとがやってくれるらしい。

「わける必ひつ要ようないだろ。こんなにあっても、きっと初しょ日にちで売うりきれだよ」

「それも、そうだね」

　そう答こたえた杏あん樹じゅは、ふと明日あしたやることを思おもいだした。

「里さと美み、私わたしたち……午ご前ぜん中ちゅうの店みせ番ばん、ムリじゃない？」

「へ？」

「だって、おみこし──」

「お、高たか野のと立たち花ばな、みこしかつぐの？」

「うん、学がっ校こうの友ともだちといっしょに、ね？」

「じゃあ、午ご前ぜん中ちゅうはオレたちが店みせ番ばんするよ。昼ひるすぎに交こう代たいしようぜ」

　明日あしたのことも決きめ、杏あん樹じゅたちは解かい散さんした。

　いっしょに帰かえっている里さと美みが、汗あせをぬぐいながら口くちをひらく。

「明日あしたは、いそがしくなりそうだねー。朝あさからだっけ、おみこし」

「うん、そう。９時じくらいから、子こども会かいの出で店みせとか、周しゅう辺へんの学がっ校こうの吹すい奏そう楽がくコンサートとかかな」

「ねぇねぇ」

　里さと美みが、杏あん樹じゅの前まえにぴょこっと飛とびだす。

「光こう哉や先せん輩ぱいも、なんかやるの？　初しょ日にちの夜よるの部ぶに、シークレットライブって書かいてあるから、もしかしたら……と思おもって」

「あー……そういえば」

　そう言いいながら、杏あん樹じゅはヴァルと光こう哉やのやりとりを思おもいだしていた。

　毎まい日にち準じゅん備びに追おわれ、ヘトヘトだったので聞ききのがしてしまったが、たしかに、なにかやると言いっていたような。

「多た分ぶん、ね」

「わーっ、楽たのしみっ！　あ、私わたし、こっちだから！」

　里さと美みが、杏あん樹じゅに大おおきく手てをふった。

「明日あしたね！」

「うん、また明日あした！」

　杏あん樹じゅは里さと美みと別わかれ、家いえへとむかった。

「杏あん樹じゅ、だいじょうぶ？」

「なにが？」

「つかれてる顔かおしてるよ」

　シルフが心しん配ぱいそうに顔かおをのぞきこんだ。

「だいじょうぶ。準じゅん備び、楽たのしかったし！」

　ただ、気きがかりなことがある。

　それは、春はる人とと気きまずいままということ。

　学がっ校こうでもさりげなくさけられていたし、時じ間かんを作つくって神じん社じゃのほうに行いっても、会あえないままだったのだ。

　葛くずの葉はいわく、

「学がっ校こうから帰かえってくると、ずっと、陰おん陽みょう師じ修しゅ行ぎょうのための修しゅう練れん場じょうにこもっていて……」

　ということらしい。

　わだかまりが消きえないまま、今日きょうまで来きてしまった。

（納のう涼りょう祭さいまでに、笑わらってくれるといいんだけど……）




「んじゃ、杏あん樹じゅ。行いくか！」

　時と計けいは、夜よる８時じを指さしている。

　マントをはおった杏あん樹じゅと光こう哉やは、納のう涼りょう祭さいに参さん加かする妖よう怪かいたちと、最さい終しゅう確かく認にんをするために、葛くず葉は神じん社じゃへとむかっていた。

　境けい内だいには、盆ぼんおどりのやぐらが建たてられているため、妖よう怪かいたちが集あつまるスペースはない。

　杜もりはすでに、キモだめし用ようにセットされているので、妖よう怪かいたちが当とう日じつまで入はいってほしくないと言いう。

　しかたないので、蔵くら之の介すけにたのみこみ、広ひろいスペースのある修しゅう練れん場じょうを貸かしてもらうことになった。

「こんばんはー」

　修しゅう練れん場じょうの扉とびらをあける。

　そこは、小ちいさな体たい育いく館かんといった感かんじだ。

　中なかには、準じゅん備びにおおわらわの妖よう怪かいたちがいる。

　電でん灯とうの下したでは力ちからが入はいらない妖よう怪かいたちもいるので、あんどんを、そこかしこにおいて作さ業ぎょうをしていた。

　着き物ものを縫ぬっている妖よう怪かいもいれば、キモだめしの分ぶん担たんチェックをしている妖よう怪かいもいて、杏あん樹じゅたちが来きたことに気きづいた妖よう怪かいは少すくなかった。

「光こう哉やぁっ！」

　ヴィリが妖よう怪かいたちの中なかから飛とびだして、いきおいよく光こう哉やにだきついた。

「ちょ……あのな！」

　力ちからずくでひきはがすと、光こう哉やは首くびをふった。

「で、どうなんだよ？　間まにあいそうなのか？」

「あたりまえでしょ。だれが妖よう怪かいをひっぱってきたと思おもってるのよ」

　とヴィリは自じ信しんマンマンに答こたえる。

　そんな２人ふたりのやりとりを聞ききながら、杏あん樹じゅは修しゅう練れん場じょうの中なかをキョロキョロと見みまわした。

（あれ、安あ倍べくんがいる……！）

　修しゅう練れん場じょうのすみのほうで、春はる人とは水すい干かんを身みにまとったまま、ひっそりと妖よう怪かいたちをにらみつけている。

　声こえをかけにくいふんいきを感かんじ、杏あん樹じゅは近ちかよることができなかった。

「あ、それと──一いち応おう、ひきとめといたから、あの子こ」

「お、ありがとな」

　光こう哉やとヴィリの会かい話わに、杏あん樹じゅは首くびをかしげる。

「ひきとめたって？」

「春はる人とだよ。ずっと杜もりに近ちかづかなかったから、あいつ、見みてないだろ。どうしても、この光こう景けいを見みてほしかったからさ」
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　そう言いって、光こう哉やは修しゅう練れん場じょうを見みまわした。

　妖よう怪かいたちは、ほぼそろっているようだ。

　整せい備び班はんのカマイタチも、ほかの妖よう怪かいたちの手てつだいをしているのが見みえる。

「ヴィリ、みんなを集あつめてくれるか？」

　光こう哉やの指し示じを受うけて、すかさずヴィリは声こえをあげた。

「はい、注ちゅう目もく！　みんな、こっち見みて！」

　ヴィリの空くう気きをふるわす声こえに、妖よう怪かいたちがいっせいに手てを止とめる。

　妖よう怪かいたちの視し線せんが集あつまったところで、光こう哉やは一歩ぽ進すすみでた。

「みなさん、おつかれさまです！　今日きょうまで、祭まつりの準じゅん備びをありがとうございました！」

　おう！　と妖よう怪かいたちが陽よう気きな声こえをあげて答こたえる。

　光こう哉やはにっこりとして、言いった。

「いよいよ明日あしたが納のう涼りょう祭さいです！　みなさんが一いっ生しょう懸けん命めい、準じゅん備びしたことは、ここにいるヴィリから聞ききました。誓せい約やく書しょに書かかれているとおり、みなさんの、人にん間げんと共きょう存ぞんしたいという思おもいを大だい事じにしたいと思おもいます！　当とう日じつ、問もん題だいをおこすとは思おもっていませんが、ＷＦＡの規き則そくですので、いま一いち度ど、注ちゅう意いさせていただきたい！」

　光こう哉やはそこで一ひと息いきつくと、ふたたび口くちをひらく。

「人にん間げん界かいでは、なにがおこるかわかりません。みなさんの正しょう体たいがバレてしまうかもしれないし、みなさんにそのつもりはなくても、人にん間げんたちに危き害がいをくわえてしまったり、逆ぎゃくに、人にん間げんのほうから危き害がいをくわえられるかもしれない。なにか、問もん題だいがおこりそうだと思おもったら、すぐに、オレか杏あん樹じゅ、もしくはヴィリに報ほう告こくしてください。じぶんたちで解かい決けつしようとしないで、かならず、報ほう告こくをおねがいします！」

　そう言いって、光こう哉やはふかぶかと頭あたまを下さげた。

　杏あん樹じゅも、いっしょに頭あたまを下さげる。

（安あ倍べくんのためにも、絶ぜっ対たいに、問もん題だいはおこさせない……！）

　そんな大たい使しを見みて、妖よう怪かいたちは、なっとくしたようにうなずいた。

「ねぇねぇ、杏あん樹じゅー」

　ふと見みると、ざしきわらしとひとつ目め小こ僧ぞうが、杏あん樹じゅのマントのはしをひっぱっていた。

　毎まい日にちのように、現げん代だいの日にっ本ぽんの常じょう識しきや風ふう潮ちょうを教おしえていた杏あん樹じゅに、すっかりなついたのだ。

「こんばんは。どうしたの？」

　２人ふたりとも、幼よう稚ち園えん児じくらいの身しん長ちょうなので、杏あん樹じゅはかがみこむかたちで、目め線せんをあわせた。

「ボクね、明日あした、わらあめ食たべるの！」

「わたあめ、ね」

「そう、それー！　杏あん樹じゅ、いっしょに食たべよ？」

「そうだね！　私わたし、子こども会かいでゼリー出だすんだ。それも食たべてね」

「ぜりー？　なにそれー？」

「食たべるっ、食たべるっ！」

「オレとも、いっしょに食くうか？」

　光こう哉やの申もうし出でに、２人ふたりは首くびをふった。

「えー、光こう哉やとぉ？」

「こら！　大たい使しさまを呼よび捨すてにするでない！」

　ぬらりひょんの一いっ喝かつで、２人ふたりはピューッと逃にげていく。

「もうしわけありません、大たい使しさま」

「いえ、いいんですよ。妖よう怪かいとなかよくなるのは、いいことだし。な？」

　光こう哉やに同どう意いを求もとめられた杏あん樹じゅは、大おおきくうなずいた。

「もちろんです！」

「いや、ここはきっちり、ケジメをつけませんとな」

　おじいさんという外がい見けん同どう様よう、考かんがえ方かたも古こ風ふうなようだ。

「マジで、気きにしなくていいですから！」

　と光こう哉やが必ひっ死しに止とめている。

　そんな２人ふたりのやりとりを見みていた杏あん樹じゅは、修しゅう練れん場じょうのドアが開ひらく音おとにふりかえった。

　見みると、春はる人とがそっと修しゅう練れん場じょうから出でていくところだった。

（安あ倍べくん……）

　悲かなしい表ひょう情じょうをうかべた杏あん樹じゅを見みて、ヴィリがポンと肩かたをたたいた。

「なに、杏あん樹じゅ？　陰おん陽みょう師じのこぞうが気きになるの？」

「え、あ、うん……明日あした、せっかくのお祭まつりなのに、安あ倍べくん、楽たのしくなさそうだったから……」

「ほっときゃいいじゃない」

「そんな──」

「なんでもかんでも、じぶんで解かい決けつできるなんて思おもわないほうがいいわよ」

　ヴィリに言いわれて、杏あん樹じゅはうつむいた。

（でも、なにかしてあげたいんだ……）

　杏あん樹じゅがへこんでいるとき、こまっているとき、春はる人とは何なん度ども助たすけてくれた。

（今こん度どは、私わたしが助たすける番ばんだもん……）

　と、そこへ、ぬらりひょんに首くびねっこをつかまれたざしきわらしが、杏あん樹じゅの前まえに運はこばれてくる。

　しょんぼりしたざしきわらしに、笑えみをうかべる。

「気きにしなくていいよ。友ともだちだったら、呼よび捨すてにするのはふつーだもん。ね？」

　それを聞きいたざしきわらしは、パッと笑え顔がおになると、体からだをひねって、ぬらりひょんの手てから逃にげだした。

「ほらー、杏あん樹じゅだってそう言いってるじゃん、くそじじい！」

　そう言いい捨すてると、あっというまに妖よう怪かいたちの中なかへとまぎれこんでしまった。

「こらあ、じじいとはなんじゃ！」

　つえをふりあげて、ぬらりひょんがざしきわらしを追おいかけていくのを、杏あん樹じゅはほほえましく見みつめていた。

（みんな、楽たのしそうなのに……どうして、信しんじてあげられないんだろう……）







　　　　13　納のう涼りょう祭さい当とう日じつ！




　真ま夏なつの、まばゆいまでの晴せい天てんに、杏あん樹じゅの肩かたにしがみついていたシルフが、早はやくも音ねをあげた。

　朝あさなので、まだ気き温おんはそれほどでもないけれど、天てん気き予よ報ほうによれば、昼ひる間まはかんかん照でりになるはずだ。

「この暑あつさの中なか、ねり歩あるくわけ？」

「そうだよ。シルフは暑あついの苦にが手て？」

　杏あん樹じゅに聞きかれて、シルフはちょっと迷まよってから、うん、とうなずいた。

「なんかベタベタするもん」

「あははっ。たしかにそうだけど──」

　と言こと葉ばをきって、杏あん樹じゅは空そらをあおいだ。

「気き持もちよくない？　これで風かぜが吹ふいたりすると、暑あつさもしのげたりするんだけど」

「それって、ボクに風かぜをおこせって言いってる？」

　ジトーッと杏あん樹じゅを見みる目めに、あわてて首くびをふった。

「そういう意い味みで言いったんじゃないよ」

「杏あん樹じゅさ、意い外がいとにあうね、そのかっこう」

　言いわれて、杏あん樹じゅがじぶんのすがたに目めをおとす。

　赤あかいハッピに、手てぬぐいのねじりはちまき。

　足あしには足た袋びという、本ほん格かく的てきな服ふく装そうだった。

　インナーとして白しろいＴシャツを着きているのも、体からだに巻まく布ぬの──さらしみたいでいい感かんじだ。

　着きているだけで、気き分ぶんがシャンとしてくる。

「あそこにいっぱい！」

　シルフが指ゆびさした先さき──葛くず葉は神じん社じゃの階かい段だんの登のぼり口ぐちには、杏あん樹じゅとおなじようなかっこうをした、ハッピすがたの子こどもたちが集あつまっていた。

　髪かみの毛けを頭あたまの上うえでおだんごにしたり、はちまきをリボンのように結むすんでみたりと、それぞれがアレンジをしていた。

「うわぁ……けっこう、集あつまってるね」

　杏あん樹じゅは、集あつまっている子こどもたちの中なかに入はいっていくと、キョロキョロとあたりを見みまわした。

　見みたことのない子こもいれば、商しょう店てん街がいですれちがったことがある子こや、おなじ学がっ校こうの子こもいる。

「里さと美みや百ゆ合りも、来きてるはずなんだけど……」

「あーんじゅっ！」

　うしろからだきつかれ、杏あん樹じゅはビクッとなる。

「さ、里さと美み!?」

　とふりかえった先さきには、ハッピを着きこなした里さと美みが立たっていた。

「えへへ、意い外がいとかわいいよね、これ」

　そう言いって、クルリと一いっ回かい転てんする。

　ねじりはちまきには、かわいいハートのピンがついていた。

　オシャレな里さと美みらしい。

「それ、かわいいね」

　ラメで光ひかるアクセサリーに注ちゅう目もくしている杏あん樹じゅに、里さと美みが近ちかよってくる。

「動うごかないでよ」

　里さと美みは、じぶんとおなじピンを、杏あん樹じゅのはちまきにもつけた。

「ありがとう」

「おそろいでしたかったんだ！　百ゆ合りのぶんもあるんだよー」

　手てのひらで、ハートのピンがきらめいている。

　そこへ、

「２人ふたりとも、早はやいね！」

　百ゆ合りが、ゆっくりと歩あるいてくる。

「足あし、だいじょうぶなの？」

「うん。まだちょっと怖こわいんだけど……でも、平へい気き！　今日きょうは楽たのしみ！」

「そうだ、百ゆ合りにも、これ！」

　杏あん樹じゅにしてくれたときとおなじように、里さと美みは百ゆ合りのはちまきにもピンをつけた。

　３人にんがおそろいだと知しって、百ゆ合りはてれくさそうにほほえむ。

「ありがと……大だい事じにするね！」

　里さと美みと杏あん樹じゅは、顔かおを見みあわせ笑わらう。

[image: ]

「それにしてもさ……人ひと、多おおくない？」

　里さと美みの視し線せんを追おうようにして、あたりを見みまわした杏あん樹じゅは、小ちいさな声こえをあげそうになった。

（あ、安あ倍べくん……！）

　やはり神じん社じゃの子こ、というべきなのか、ハッピやはちまきが、とてもにあっている。

（それにしても……やっぱり、前まえとはちがう気きがする……）

　みんなとおなじようなかっこうをして参さん加かしているのに、ムスッとして、近ちかよりがたいほどだった。

　参さん加かしたくないけど、しかたなく来きているといったふんいきが、全ぜん身しんからにじみでている。

「あ、安あ倍べくんいるね！」

　里さと美みが春はる人とを見みつけ、目めをかがやかせる。

「いつもよりクールな感かんじ！」

（いや、それは多た分ぶん……）

　思おもう理り由ゆうがあっても、言いえない。

　杏あん樹じゅはだまったまま、わきにおいてある小ちいさなおみこしに視し線せんをうつした。

　長ながい２本ほんの持もち手てとなる棒ぼうの上うえには、朱しゅ色いろをベースにした小ちいさな社やしろが乗のっかっていて、金きん色いろの装そう飾しょく品ひんがついている。

　鈴すずのようなものが角かどについていて、風かぜが吹ふくたびに、シャラン、と音おとをたてた。

「で、どのくらいかつぐのかな？」

「えっとね……」

　ヴァルが持もっていた資し料りょうの内ない容ようを思おもいだす。

「町ちょう内ないを１周しゅうするみたいだよ。１時じ間かんくらいかな」

「そんなに!?」

　里さと美みが目めをまるくしている。

「だいじょうぶだよ。こんなに人ひとがいるんだもん」

　そう答こたえた杏あん樹じゅは、町ちょう内ない会かいの人ひとがみんなを呼よんでいるのに気きづき、里さと美みと百ゆ合りの手てをとった。

「さ、行いこっ！」

　町ちょう内ない会かいの人ひとが、ひととおり説せつ明めいを終おえると、カランカラーンと大おおきな鈴すずの音おとが鳴なった。

　杏あん樹じゅは、体からだの奥おくが熱あつくなるような興こう奮ふんを覚おぼえた。

「さあ、みんな、元げん気きよくいくよっ！」

　集あつまった子こたちがおずおずと、おみこしに近ちかよった。

　杏あん樹じゅもかつぐのははじめてだから、緊きん張ちょうしてしまう。

　神じん社じゃの子こである春はる人とが、まず最さい初しょにおみこしの横よこについた。

　クラスメイトの百ゆ合りや里さと美みを見みつけると、手てまねきして呼よびよせる。

　杏あん樹じゅの視し線せんだけ、のがれるように目めを合あわせないまま、棒ぼうをつかむ。

「ほら、こっち来きたら？　かつぎ方かたは、こうやるんだ」

　春はる人とはそう言いって、白しろい布ぬのが巻まきつけてある棒ぼうを、右みぎ肩かたに乗のせる。

　すごくサマになっていて、里さと美みは目めをかがやかせた。

「安あ倍べくん、にあってるね」

　え、と春はる人とは顔かおをしかめる。

「こういうのに、にあうとかってあるのか？」

「あると思おもう。じゃあ、私わたしは安あ倍べくんのうしろに入はいろうっと」

　と、里さと美みが春はる人ととおなじようにかつぐのを見みて、１人ひとり２人ふたりと、棒ぼうを肩かたに乗のせていった。

「百ゆ合り、足あしが痛いたくなったらはなれなよね？」

「うん。ムリはしないよ」

　杏あん樹じゅと百ゆ合りも、棒ぼうを肩かたに乗のせた。

　湯ゆ飲のみほどの太ふとさの棒ぼうが、ズシリと肩かたにのしかかる。

（うっ……意い外がいと重おもいかも……）

　集あつまった子こがみんな、棒ぼうの下したに体からだを入いれたのを確かく認にんして、町ちょう内ない会かいの人ひとが声こえをあげた。

「じゃあ、そのまま、立たちあがってみようか。あ、棒ぼうはつかんでね」

　そう言いわれて、杏あん樹じゅは両りょう手てで棒ぼうをしっかりとつかむと、ゆっくりと立たちあがった。

　小ちいさなおみこしが、じょじょにうきあがっていく。

　みんなが立たちあがると、鈴すずがシャララと音おとをたてた。

　思おもったよりも、かるく感かんじたのは、参さん加かしている子こが多おおいからだろう。

「これなら、１時じ間かんかついでも平へい気きそう」

　と、杏あん樹じゅのうしろにいた百ゆ合りがつぶやく。

「そうだけど、ムリしないでね」

「よし。じゃあ、行いこう！」

　言いって、町ちょう内ない会かいの人ひとは、首くびにかけたホイッスルをくわえた。

　ピッピッ、という音おとにあわせて、おみこしは進すすみはじめた。

「わっしょい！　わっしょい！」

　大おおきなウチワを持もった町ちょう内ない会かいの人ひとが、かけ声ごえをかけながら、おみこしをかついでいる子こどもたちをあおいでくる。

　ときおり、ブワッととどく風かぜが心地ここちよかった。

　杏あん樹じゅの近ちかくを飛とんでいたシルフも、かけ声ごえをまねしはじめる。

「わしょい！　わしょい！」

　一いっ生しょう懸けん命めい、おみこしをかつぐ杏あん樹じゅたちに、沿えん道どうから声こえがかかる。

　応おう援えんしてくれる人ひとたちのあいだから、ぬらりひょんが、ヒョッと顔かおを出だした。

「わわっ！」

　おどろいた杏あん樹じゅは、おもわず手てをゆるめてしまう。

　口くちもとに笑えみをうかべたぬらりひょんが、杏あん樹じゅに声せい援えんを送おくる。

「わしはだいじょうぶですじゃ。杏あん樹じゅさま、がんばってくださいよ！」

　呼こ吸きゅうをみだすことはできないので、杏あん樹じゅは笑え顔がおで応こたえる。

　シャラン、シャラン、と音おとをたてて、おみこしは町ちょう内ないを進すすんでいった。




「ふぃー……つかれたぁ……」

　社しゃ務む所しょのたたみに、里さと美みがつっぷした。

　１周しゅうまわった子こどもたちは、神じん社じゃの社しゃ務む所しょにある来らい賓ひん室しつで、休きゅう憩けいしてもいいことになっている。

　１０００段だんの階かい段だんをのぼる体たい力りょくが残のこっているなら、の話はなしだけど。

　おにぎりや煮にものが、昼ちゅう食しょくとして用よう意いされていることを知しった里さと美みの、

「お昼ひるがあるなら、食たべていこうよ」

　という提てい案あんに、杏あん樹じゅも百ゆ合りも、社しゃ務む所しょまでのぼってきたのだけれど、一いち番ばんバテているのは里さと美みだった。

「でもさ、おもしろかったよね」

　そう言いって、百ゆ合りはかつぐまねをした。

　かるく体からだを上じょう下げにゆすって、わっしょい、わっしょい、と声こえをあげる。

「きもちよかったなぁ、あれ……クセになりそう！」

「たしかに。なんだかテンションあがったよね」

　里さと美みはそう言いって、言こと葉ばをつづける。

「町ちょう内ないが、あんなに広ひろくなかったら、またかついでもいいんだけどなあ……！」

　里さと美みはブツブツ言いいながらも、用よう意いされていた緑りょく茶ちゃのペットボトルに口くちをつけた。

「ねぇ。食たべおわったら、出で店みせ、まわってみない？」

　里さと美みの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは賛さん成せいだ。

　お昼ひるすぎには、出で店みせの当とう番ばんを交こう代たいするので、いまのうちにまわるしかない。

　それに──さっき、境けい内だいをとおってきたときに、テキ屋やさんや町ちょう内ない会かいの人ひとがやっている出で店みせが、境けい内だいにならんでいるのが見みえたのだ。

　楽たのしくないわけがない。

　百ゆ合りが、近ちかくにあった案あん内ない図ずを手てにとった。

「夜よるから、キモだめしもあるんだよね？　遠とおくから、スタッフの人ひとがチラッと見みえたんだけど、意い外がいと本ほん格かく的てきでビックリ」

「私わたしも見みた見みた！　ほんものみたいだったよね！」

「そうそう、妙みょうに影かげがうすいというか……」

　杏あん樹じゅは、中なかに入はいったら、もっとビックリだよ、と言いいたくても、言いえないもどかしさを感かんじる。

　里さと美みはいまから入はいってみたくて、ウズウズしているのが手てにとるようにわかる。

「あとで、みんなで行いってみよっ」

（オバケが好すきな里さと美みは、きっと気きに入いると思おもうな。だって、ほんものの妖よう怪かいたちがいるんだもの）

　だけど、杏あん樹じゅはグッと言こと葉ばをのみこんだ。

　裏うら方かたがタネ明あかしをしては、いけないのだ。

「そうだね」

　口くちもとに笑えみをうかべて、返へん事じをした杏あん樹じゅを見みて、里さと美みがふしぎそうにする。

「ん？」

　小こ首くびをかしげて聞ききかえす杏あん樹じゅに、

「杏あん樹じゅ、平へい気きなの？」

「平へい気きって、なに？」

　言いいかけて、里さと美みがふしぎがっている理り由ゆうに気きづく。

　杏あん樹じゅは、オバケが苦にが手てだった。

　暗くらいところも、せまいところも好すきじゃない。

　だから、キモだめしは、杏あん樹じゅにとって、もっとも行いきたくない場ば所しょのはずなのだ。

　それなのに、笑え顔がおで返へん事じしてしまった杏あん樹じゅは、とっさに、半はん分ぶんほんとうのことを言いってきりぬけた。

「じつは、キモだめしのスタッフさんと知しりあいで……だから、こわくないっていうか……」

「なるほど。じゃあ、杏あん樹じゅも楽たのしめるね！」

　うしろめたさを感かんじながら、杏あん樹じゅはおずおずとうなずいた。







　　　　14　どうすればいいの!?




　出で店みせがならんでいる境けい内だいを歩あるきまわった杏あん樹じゅたちは、おみこしをかついで汗あせだくになった服ふくを着きがえるため、一いち度ど帰き宅たくすることにした。

「おかえり、杏あん樹じゅちゃん」

　家いえの玄げん関かんで出でむかえた人ひとを見みて、杏あん樹じゅは後うしろに飛とびすさった。

「ななななな、なんで、あの……あなたが？」

　目めをパチクリさせている杏あん樹じゅの目めの前まえにいるのは、前まえにテレビでさわぎになった、ダンスユニットのひとり──ＳＡＩだ。

「な、なんで？」

「今日きょうのお祭まつりのゲストに呼よばれたんだ。さあ、どうぞ」

　お姫ひめさまよろしく、ＳＡＩに招まねき入いれられるようにして、杏あん樹じゅは家いえの中なかに入はいった。

「すいません。妹いもうとの出でむかえ、おねがいしちゃって！」

　リビングから、光こう哉やの声こえが聞きこえる。

「おにいちゃん！」

　杏あん樹じゅは、いきおいよくリビングへと顔かおを出だし──絶ぜっ句くした。

　そこには、ダンスユニットの面めん々めんが、くつろいでいたからだ。

「へ？　あれ？　全ぜん員いん!?　あの、いらっしゃいませ」

　ふかぶかとおじぎをしてから、キッチンからお茶ちゃを運はこんでいる光こう哉やにつめよった。

「ちょ……ちょっと、ど、どういうこと？　なんで？　どうして、うちにいるの？」

　精せい霊れいや妖よう怪かいたちを前まえにしても、平へい常じょう心しんでいられるようにはなった杏あん樹じゅだけど、芸げい能のう人じんはべつだ。

「オレと、おなじ事じ務む所しょでさ。今日きょうはオフだからって、サプライズゲストとして来きてくれたんだよ」

「えええええええええええ！」

　おどろきの声こえが、部へ屋やにひびく。

「まって……ヴァル、というか、町ちょう内ない会かいの人ひとは知しってるの？」

「もちろん」

「あ、陽よう介すけくんは？」

　陽よう介すけは光こう哉やの親しん友ゆうだ。

　ヴィリともなかがよく、最さい近きんは３人にんで遊あそぶほどだ。

　このダンスユニットが好すきで、カラオケでは全ぜん曲きょく、歌うたって踊おどれるらしい。

「教おしえてない。おどろかせようと思おもって」

　ただただおどろく杏あん樹じゅの反はん応のうがおもしろかったのか、リーダー格かくのＳＡＩがクスクスと笑わらっている。

「祭まつりのやぐらで歌うたおうと思おもってるんだけど、広ひろさはだいじょうぶかな？」

　急きゅうに声こえをかけられて、杏あん樹じゅはさきほどまでいた、葛くず葉は神じん社じゃを思おもいだす。

　人ひとが立たって歌うたえるスペースはあるが、ダンスはムリだ。

　それを伝つたえると、メンバーは口くちをあけて笑わらった。

「あははっ。やぐらの上うえで踊おどろうとは思おもってないから、だいじょうぶ」

「杏あん樹じゅ、着きがえてこいよ」

　光こう哉やに言いわれ、ハッとなる。

「そ、そうだ！　ゆっくりしてられないんだった！」

　じぶんの部へ屋やで、動うごきやすい服ふくに着きがえた杏あん樹じゅを見みて、シルフがクローゼットを開あけた。

「ちょっと！　勝かっ手てに開あけないでよ！」

「だってさ、せっかくのお祭まつりなのに、なんか地じ味みなんだもん」

「地じ味みって……そうかな？」

　鏡かがみで、じぶんのすがたを見みる。

　白しろいデザインＴシャツと、デニムのハーフパンツだ。

「そうだ！　これ、着きたら？」

　そう言いって、シルフがクローゼットの奥おくから、紺こん色いろの布ぬのをひきずり出だした。

　白しろいあさがおが、川かわのようにあしらわれている、お気きに入いりの浴衣ゆかただ。

　去きょ年ねん、お母かあさんが日にっ本ぽんにもどってきたときに、いっしょに買かったものである。

「日にっ本ぽんの夏なつといえば、これでしょ！」

「うーん……でもなぁ……」

　出で店みせの当とう番ばんに、キモだめしと、やることが多おおいのに、動うごきにくそうな浴衣ゆかたに着きがえることは、ためらわれる。

「……ま、いっか！　せっかくだし！」

　杏あん樹じゅはそう言いうと、手てばやく浴衣ゆかたをはおった。

　おじいちゃんが、

「日にっ本ぽん人じんとしての、たしなみだ」

　と着き方かたを教おしえてくれていたので、ひとりでも着きることができる。

　ささっと帯おびをしめ、髪かみをアップにまとめ、鏡かがみで確かく認にんする。

　帯おびでギュッとしめられて、多た少しょうの息いきぐるしさを感かんじるものの、着きくずれることはなさそうだ。

「よし、いい感かんじ」

　クルリと一いっ回かい転てんして、鏡かがみにむかってほほえんでみる。

「杏あん樹じゅ、にあう！」

　シルフにほめられ、ますます笑えみがこぼれていく。

「まるで別べつ人じんみたい」

　とシルフが言いうとおり、髪かみをひとつにまとめている、いつもの杏あん樹じゅではなかった。

　ダンスユニットの人ひとたちも、階かい下かに降おりてきた杏あん樹じゅを見みて、さすが光こう哉やくんの妹いもうとだ、とほめたたえたのだ。
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「杏あん樹じゅ、オレもすぐ行いくから！　ヴァルに準じゅん備びよろしくって言いっといて！」

「はーい」

　そう答こたえ、杏あん樹じゅはそうそうに家いえを出でてきた。

「杏あん樹じゅ……？」

　先さきに境けい内だいにきていた里さと美みが、浴衣ゆかたすがたの杏あん樹じゅを見みて、目めをかがやかせた。

「かわいいじゃん！」

　と言いう里さと美みも、浴衣ゆかたすがただ。

「子こども会かい出で店みせの看かん板ばん娘むすめだね、私わたしたち」

　自じ信しんマンマンに言いう里さと美みに、杏あん樹じゅは顔かおをほころばせた。

「さ、うちらの出で店みせブースに行いきますか！」




　境けい内だいは、ものすごい熱ねっ気きにつつまれていた。

　吹すい奏そう楽がくの音ね色いろや、さわぐ子こどもの声こえに混まざり、黄き色いろい声こえがひびきわたる。

「なんだろ？」

　杏あん樹じゅがふりかえると──

「高たか野のさああああああんっ！」

　クラスメイトの笹ささが、カメラを首くびからさげ、杏あん樹じゅにむかって突とっ進しんしてくる。

「光こう哉や先せん輩ぱいが歌うたうって情じょう報ほうを聞きいて、飛とんできたのよっ！　さあ、光こう哉や先せん輩ぱいはどこ？」

　息いきをきらしながら、笹ささはあたりを見みまわした。

「ど、どこって、私わたしも知しらないんだけど……」

「ウソ。かくしてもムダよ」

「いや、ほんとうに」

　こまったように杏あん樹じゅは首くびをふった。

「そうなの……こまったなあ。ファンクラブに持もってかれる前まえに、見みつけないと！」

　そう言いいながら、笹ささは人ひとごみの中なかへと消きえていった。

「なんなの、笹ささ詩し織おり。ふんいきブチ壊こわしじゃない！」

　里さと美みが怒おこるのをなだめつつ、杏あん樹じゅは出で店みせへとむかった。

　杏あん樹じゅたちの出で店みせは好こう調ちょうで、ゼリーは飛とぶように売うれていった。

「好こう調ちょうじゃん！　このぶんだと、夕ゆう方がたには自じ由ゆうになれるかもね！」

「もっと作つくればよかったなぁ……」

　という室むろ井いくんのつぶやきに、川かわ田だくんがニコニコと答こたえる。

「お父とうさんが、このゼリー、納のう涼りょう祭さい終おわったあと、店みせで出だそうかって言いってたよ。室むろ井いんちの店みせとのコラボ商しょう品ひんだって」

「ほんとうかよ！」

「んじゃ、女じょ子したち、あとはよろしく！」

　男だん子したちは言いい終おわる前まえに、出で店みせを飛とびだして行いってしまった。

　ビニールプールに浮ういたゼリーの袋ふくろは、もう残のこりわずかだ。

「さあ、じゃあがんばって売うっちゃおう！　売うりきれたら、早はやく遊あそびにいけるもんね！」

　ときどき、妖よう怪かいたちが、杏あん樹じゅたちの出で店みせの前まえをとおっていく。

　あまりにどうどうとしているので、まわりの人ひとたちは、妖よう怪かいのコスプレをした人ひとだと信しんじているらしい。

「これ、くーださいっ！」

　そう言いって、ビニールプールを指ゆびさしたのは、ざしきわらしだった。

　ワラを頭あたまにかぶり、ボロボロの着き物ものを着きたざしきわらしを見みて、里さと美みがギョッとする。

「わっ！　……あ、キモだめしの子こか。はいはーい」

　一いっ瞬しゅんビックリした里さと美みも、すぐさま笑えみをうかべて対たい応おうする。

「これ、杏あん樹じゅが言いってたゼリーだよね？」

　ざしきわらしに聞きかれ、杏あん樹じゅはうなずいた。

「このストローで、こういう風ふうにさして──」

　と、やってみせる。

「で、吸すって食たべてみてね」

「ふーん……ひとつ目めくんにも、買かっていくー！」

　そう言いって、ざしきわらしは葉はっぱを出だした。

「何なん枚まいあれば、足たりる？」

「あっ、お金かね!?　いやいやいや。だいじょうぶ。私わたしが出だすよ」

　あわてて、杏あん樹じゅはじぶんのきんちゃくから小こ銭ぜにを出だして、会かい計けいの箱はこに入いれた。

「はい、どーぞ」

　と里さと美みがゼリーをさしだすと、お礼れいを言いって、走はしっていく。

「知しりあいの子こ？」

「う、うん。町ちょう内ない会かいで神じん社じゃに来きてたら、キモだめしの子こと、なかよくなっちゃって」

「そうなんだ。ほんものっぽくて、一いっ瞬しゅんかたまったわ！」

　考かんがえていたよりもずっと、妖よう怪かいたちは納のう涼りょう祭さいになじんでいるし、なにより楽たのしそうなのが伝つたわってきて、杏あん樹じゅはうれしくなった。

　もっと暗くらくなれば、自じ由ゆうに動うごける妖よう怪かいたちも増ふえるだろう。

「あーんじゅ！　さとみっ！」

　そう呼よばれて顔かおをあげると、百ゆ合りが小ちいさく手てをふっていた。

　お母かあさんといっしょだ。

「杏あん樹じゅさん、里さと美みさん、この前まえはありがとうね」

　百ゆ合りのお母かあさんが、ふんわりと笑わらった。

　百ゆ合りが事じ故こに遭あったとき、杏あん樹じゅと里さと美みはおみまいに行いった。

　そのときのことを言いっているのだろう。

「それじゃあね。がんばって」

　百ゆ合りはお母かあさんといっしょに、雑ざっ踏とうの中なかへと消きえていく。

　それを見みおくっていると、かわってドスのきいた声こえが里さと美みを呼よんだ。

　声こえのするほうを見みると、がっしりとした体からだつきの男おとこの人ひとが立たっている。

　ヨレヨレのスーツに、ゆるめたネクタイを身みにつけたその人ひとは、

「お父とうさん！　ちょっと、そんなかっこうで来こないでよ！」

　里さと美みのお父とうさんだ。

「しかたねぇだろ。仕し事ごと帰がえりなんだから」

「だからって、もうちょっとさあ……！」

　里さと美みは顔かおをしかめた。

「ねぇ、里さと美みもお父とうさんとちょっと、行いってきたら？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、里さと美みとお父とうさんはおなじ反はん応のうをした。

「いいって」

「いいって」

　同どう時じにおなじことを言いったのがはずかしいのか、里さと美みが八やつ当あたりする。

「お父とうさんに言いわれたくないんだけど！」

　似にたもの親おや子こに、杏あん樹じゅは口くちもとをゆるめながら、里さと美みの背せ中なかをおした。

「せっかく来きてくれたんだし、いっしょにまわってきなよ。もう、ゼリーの残のこりもこれだけだし、店みせ番ばんは私わたしだけでだいじょうぶ！」

「……杏あん樹じゅが言いうなら」

　なんて言いいながら、里さと美みはてれくさそうに、お父とうさんのそばへ歩あるいていく。

「杏あん樹じゅちゃん、わりぃな。ちょっと借かりてくよ」

　お父とうさんとならんで去さっていく里さと美みを見みつめている杏あん樹じゅに、ずっと店みせの奥おくに座すわっていたシルフが声こえをかける。

「杏あん樹じゅ？」

「なあに？」

　聞ききかえす杏あん樹じゅに、シルフは一ひと呼こ吸きゅうおいてから、口くちをひらいた。

「なんか、ちょっとさびしそうに見みえたから」

　さびしくないと言いったら、ウソになる。

　杏あん樹じゅだって、ヴァルや光こう哉や──両りょう親しんと、いっしょにお祭まつりをまわりたい気き持もちはあった。

「ちょっとだけね。でも、こうやって裏うら方かたをするっていうのも、おもしろいよ」

　祭まつりばやしが、耳みみに心地ここちよくひびく。

「それに……シルフがいっしょだし！」

「へへっ！」

　夕ゆう方がたが近ちかづいて、お祭まつりは最さい高こう潮ちょうになりつつある。

「ＫＯＵＹＡがやぐらで歌うたうって！」

「ほんとー！　行いかなきゃっ！」

「電でん車しゃで１時じ間かんかけて来きたかいあったね！」

　女おんなの子こたちが、人ひとごみをぬうように、やぐらのほうへと走はしっていく。

「おにいちゃんも歌うたうんだ……」

「おもしろそう！　ボク、見みてきていい？」

　とシルフが言いった瞬しゅん間かんだった。

「杏あん樹じゅ！」

　ヴィリが、出で店みせの裏うらがわから顔かおを出だした。

　その顔かおが、青あおざめている。

「ヴィリ。どうしたの？」

　むきなおった杏あん樹じゅに、ヴィリは早はや口くちに言いった。

「人ひとごみのなかで、人にん間げんがケガをしてる！　それが……どうも、おかしいの！　妖よう怪かいのせいじゃないかって……！」

「そ、それって、どこで!?」







　　　　15　見みえない犯はん人にん




「シルフ！」

　いそいで、店みせの会かい計けい箱ばこをとなりの出で店みせの大人おとなにあずけてから、杏あん樹じゅは店みせを飛とびだした。

　走はしりながら、シルフを呼よぶ。

「いるよ！　なにがあったんだろ!?」

　シルフも、杏あん樹じゅについて飛とんでくる。

「みんなを呼よんで。いますぐっ！」

「わかった」

　シルフが妖よう怪かいたちを集あつめに飛とんでいくのを見みおくって、杏あん樹じゅは足あしを速はやめた。

「ヴィリ、場ば所しょはどこ？」

　ごったがえす人ひとごみの中なか、杏あん樹じゅは浴衣ゆかたのすそがめくれるのも気きにせず、ヴィリのあとを走はしった。

　出で店みせを見みようと進すすんでくる人ひとたちとは逆ぎゃっ行こうしているので、なかなか思おもうように進すすめない。

（妖よう怪かいたちが、傷きずつけるなんて……そんなの、絶ぜっ対たいウソ！　……絶ぜっ対たいちがうはず……！）

　境けい内だいの中ちゅう心しん部ぶに建たつやぐらが、遠とおくのほうに見みえてくる。

「す、すみませんっ！　とおしてください！」

　何なん度どもおなじ言こと葉ばをくりかえし、杏あん樹じゅはやぐら近ちかくの通つう路ろにたどりついた。

　そこには、出しゅっ血けつした人ひとが数すう人にん、血ちまみれの腕うでや足あしをおさえて、座すわりこんでいた。

　けがをした人ひとのまわりでは、さわぎになっているけれど、後こう続ぞくの人ひとたちは先さきへ進すすもうとやってくる。

「なに!?　ケガしてるの!?」

「切きられたらしいぞ！」

「通とおり魔まなの!?」

「きゃーっ!!」

　そんな声こえがあがって、あたりの混こん乱らんが急きゅう速そくに高たかまっていく。

「落おちついてくださいっ！　みなさん、落おちついて──」

　子こどもの杏あん樹じゅの声こえがとどくはずもなく、杏あん樹じゅは逃にげだそうとする人ひとに、つき飛とばされた。

「きゃっ！」

　ドシンとしりもちをついた、すぐそばに──腕うでをおさえた中ちゅう年ねんの女じょ性せいが、うずくまっていた。

「だ、だいじょうぶですか!?」

「え、ええ……」

　と答こたえるが、腕うでからはたらたらと、血ちが流ながれてきている。

「どうして──」

「わからないわ、歩あるいていたら、いきなり腕うでが痛いたくなって……」

　数すうメートル先さきでも、小ちいさい男おとこの子こが大おお声ごえで泣ないて、お母かあさんらしい人ひとも、泣なきさけんでいる。

　杏あん樹じゅは、顔かおをあげてあたりを見みまわした。

　けれど、あやしい妖よう怪かいは、どこにもいないように見みえる。

　ヴィリは杏あん樹じゅのうしろで、困こん惑わくしながら立たっていた。

「ほんとうに、犯はん人にんは妖よう怪かいなの？　だってみんな、誓せい約やく書しょを書かいたのに!?」

「確かく認にんしたわけじゃないわ！　こんなに人ひとが多おおくちゃ、見みえないでしょう！」

「じゃあ、なんで……」

「考かんがえられるとすれば、祭まつりに反はん対たいする妖よう怪かいの犯はん行こうよ！　刃は物ものみたいなもので、スパッときられてる。しかも、だれにも気きづかれずによ！　こんなこと妖よう怪かい以い外がいに、だれがやれるの!?　それに、こんなに切きれ味あじがいい刃は物ものを持もった妖よう怪かいといえば、カマイタチしかいないわ……！」

「カマイタチ……！」

　たしかに、反はん対たい派はの先せん頭とうをきっていたのは、カマイタチだ。

「で、でも、そんなの状じょう況きょう証しょう拠こだけじゃない！」

　杏あん樹じゅは言いいながらも、胸むなさわぎをおさえきれなかった。

「と、とにかく、救きゅう急きゅう車しゃを……」

　そう言いって、納のう涼りょう祭さい本ほん部ぶである社しゃ務む所しょにむかって、駆かけ出だそうとした瞬しゅん間かん──

　杏あん樹じゅの横よこに、見みなれた人じん物ぶつが立たった。

「安あ倍べくん！」

　水すい干かんを着きた春はる人との目めは、混こん乱らんの中ちゅう心しん部ぶをにらみつけたままだ。

「……だから言いっただろ、高たか野の。妖よう怪かいとの共きょう存ぞんはムリなんだって」

「そんな……まだ、カマイタチのせいだって、決きまったわけじゃ……」

　杏あん樹じゅにぷいと背せをむけて、春はる人とはケガをしている人ひとの前まえにしゃがみこんだ。

「いま、救きゅう急きゅう車しゃを呼よんでいます。このまま、少すこし待まっててください」

　春はる人とは口くちもとに笑えみをうかべた。

「だいじょうぶですから、落おちついて」

「は、はい……」

　返へん事じを聞きいた春はる人とは、人ひとごみの中なかにむかって大おおきな声こえで誘ゆう導どうをはじめた。

「みなさん、落おちついて！　落おちついて、来きた道みちをもどってください！　ここは危き険けんです」

　その声こえを聞きいた人ひとたちが、ケガ人にんを見みておどろき、あわてて来きた道みちをもどっていく。

　ただでさえ、通つう行こう量りょうが多おおいのに、この人ひとたちをＵターンさせるとなったら、たいへんな混こん乱らんがおこるのは目めに見みえているはずなのに。

　それでも人ひとの流ながれが少すくなくなっていく。

　それをずっと黙だまって見みていた春はる人とは、懐ふところから呪じゅ符ふをとりだした。

「まってよ、安あ倍べくん！」

　杏あん樹じゅがその手てをつかむ。

「まつもんか！　妖よう怪かいぜんぶ、このオレが消けしさってやるっ！」

　かまえた手てには、何なん枚まいもの呪じゅ符ふを持もっていた。

「まってよ！　まずは本ほん当とうの犯はん人にんをつきとめないと……！」

「そんな悠ゆう長ちょうなこと言いってる場ば合あいか!?」
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「だって、妖よう怪かいの……カマイタチのはずないわ！」

　そう言いって、杏あん樹じゅは準じゅん備びをしていたときのカマイタチを思おもいだした。

　たしかに、カマイタチは、祭まつりに参さん加かすると決きまってからも、準じゅん備びをするほかの妖よう怪かいたちと、距きょ離りをおいていた。

　それでも、誓せい約やく書しょには、その名なまえがあったし、りっぱに杜もりをきり開ひらき、人にん間げんたちが歩あるきやすいようにしてくれたのだ。

　最さい終しゅう日びには、ほかの妖よう怪かいたちの手て伝つだいもしていた。

　そんなカマイタチが、人にん間げんを傷きずつけるなんて考かんがえられない。

「高たか野のがやつらを信しんじるのは、勝かっ手てにやればいい。だけど、その代だい償しょうがこれだ！」

　春はる人との指ゆびさした先さきでは、肩かたを切きりつけられた小ちいさな子こどもが、泣なきじゃくっている。

「いたいよう、おかあさぁん！」

「だいじょうぶだからね。すぐ救きゅう急きゅう車しゃが来くるから！」

　それを見みた杏あん樹じゅは、唇くちびるを噛かんだ。

（そんな……私わたしが妖よう怪かいを信しんじたせいなの？　こんな風ふうにしたのが、妖よう怪かいなんて……）

　頭あたまの中なかがまっしろになりそうなのをふりはらい、杏あん樹じゅは、混こん乱らんしている人ひとたちを見みつめた。

「ちがう！　カマイタチはやってない！」

「じゃあ、このさわぎはなんだよ！」

　杏あん樹じゅはじっと春はる人とを見みつめ、そして立たちあがった。

「ヴィリ、犯はん人にんを探さがして！　みんなで、しらみつぶしに犯はん人にんを探さがすの！　きっと、この人ひとごみの中なかにいるんだから！」

（……いそがなきゃ！）

　気き持もちをあらたにして、走はしりだした……そのとき。

　杏あん樹じゅの浴衣ゆかたのえり首くびが、おもいっきり、後うしろにひっぱられた。

「え、なっ……なに!?　いやぁっ！」

　何なに者ものかに首くびをつかまれたまま、ひきずられていく。

「どけどけ、どけええええええっ！」

　空くう気きをふるわせるような大おおきな声こえに、逃にげまどっていた人ひとたちが止とまった。

（くっ……だ、だれ？）

　じぶんをひきずっている人じん物ぶつを見みあげる。

　だらしなく伸のびた髪かみと、ぶしょうひげが視し界かいに入はいった。

「おら！　どけよ！　殺ころされてーのか！」

　そう言いって、男おとこはナイフをふりまわした。

　切きっ先さきには、かすかに血ちがついているのが見みえる。

「あ、あなたが……犯はん人にん……？」

「知しってたんじゃないのか？　犯はん人にんを探さがすって言いってただろうが！」

　男おとこと杏あん樹じゅをとりかこむようにして、納のう涼りょう祭さいに来きた人ひとは固かた唾ずをのんでいる。

　そんな人ひと垣がきをわけて、警けい察さつ官かんが飛とびだしてきた。

「その子こをはなせ！」

「ふ、ふざけんな！　オレは捕つかまらないぞ！　おい、どけ！」

　ふりまわすナイフが、杏あん樹じゅの髪かみ先さきを切きっていく。

（うぅっ……）

　杏あん樹じゅの体からだが、恐きょう怖ふでふるえはじめる。

　太ふとい腕うでで首くびをおさえつけられているので、呼こ吸きゅうも苦くるしくなってきた。

（ど、どうすれば……）

「その子こをはなさないと、どうなるか、わかってるんだろうな！」

　警けい察さつ官かんのひとりが、ピストルをかまえた。

「どうせ、威い嚇かく射しゃ撃げきだろ？　わかってんだ。早はやく、そこをどけよ！」

（私わたし、どうなるの……？）

　光こう哉やはやぐらの上うえだろうし、シルフも春はる人とも、この状じょう況きょうじゃ動うごけない。

　かすむ視し界かいをめぐらせる。

　こわばった表ひょう情じょうの春はる人とと、その髪かみをひっぱっているシルフのすがたが見みえた。

　そして──

　ぬらりひょんの笑え顔がおも。

（えが、お？）

　杏あん樹じゅと目めがあったのを合あい図ずに、ぬらりひょんがつえの先さきを男おとこにむけた。

「あいつが犯はん人にんじゃ！」

　ぬらりひょんの咆ほう哮こうと同どう時じに、あたりのあちこちから、突とっ風ぷうが吹ふきつけた。

　激はげしい風かぜが、杏あん樹じゅと男おとこ……そして、あたりの人ひと々びとの顔かおに、おもいっきり吹ふきつける。

「きゃあっ！」

「な、なんだ、いきなり!?」

　まきあげられた砂すなぼこりが目めに入はいって、人ひと々びとがおもわず目めをつむる。

　杏あん樹じゅを捕つかまえていた男おとこも、片かた手てをあげて、顔かおをおおった、そのとき──！

　そのすきに、人ひと垣がきからワラワラと出でてきたのは、妖よう怪かいたちだった。

　カラス天てん狗ぐ。

　猫ねこ又また。

　ざしきわらし。

　その他ほか、たくさんの妖よう怪かいたちが、男おとこと杏あん樹じゅをとりかこむ。

「かかれっ！」

　妖よう怪かいたちがすばやく男おとこをおさえこみ、猫ねこ又またが腕うでをひっかき、杏あん樹じゅを解かい放ほうする。

「杏あん樹じゅ、こっち！」

　ざしきわらしに手てをひかれ、杏あん樹じゅが男おとこからひきはなされた瞬しゅん間かん──どこから飛とんできたのか、大おおきなぬりかべが、男おとこの上うえにのしかかった。

「お、重おもい……なんだこいつ……た、助たすけてくれえ！」

　男おとこがヘナヘナと意い識しきを失うしなっていく。

　あっけにとられていた警けい察さつ官かんが、われにかえった。

「よ、よし！」

　駆かけよってきた警けい察さつ官かんによって、男おとこの手てに手て錠じょうがかけられる。

「ご協きょう力りょく、感かん謝しゃいたします！」

　警けい察さつ官かんに敬けい礼れいされた妖よう怪かいたちを見みて、ギャラリーと化かした人ひと垣がきから、拍はく手しゅ喝かっ采さいがわきおこった。

「妖よう怪かい、すげーよ！」

「おまえたち、最さい高こうだ！」

「特とく殊しゅメイクの下したの素す顔がおを見みせろー！」

　ギャラリーにこたえるように、妖よう怪かいたちは手てをふった。

　いつまでも、おさまりそうにない興こう奮ふんを断たちきるように、ヴィリが、ピョンと進すすみでた。

「この一いち団だんがかつやくする、妖よう怪かいキモだめしは、この通つう路ろの奥おく──鎮ちん守じゅの杜もりの特とく設せつ会かい場じょうで、17時じからオープンします！　みんな、遊あそびに来きてねっ！」

　そうさけぶと、ギャラリーから笑わらい声ごえが聞きこえてくる。

「ではでは、妖よう怪かいキャストたちは撤てっ収しゅうしまーす！」

　ヴィリに先せん導どうされ、妖よう怪かいたちがぞろぞろと鎮ちん守じゅの杜もりへと去さっていこうとした、そのとき。

　春はる人とがおずおずと、近ちかづいた。

　猫ねこ又またに介かい抱ほうされていた杏あん樹じゅは、ゆっくりと体からだをおこす。

「……安あ倍べくん」

「ごめん。だいじょうぶか？」

「……うん」

「オレ……」

「安あ倍べくんの、誤ご解かいだって。話はなせば、みんなわかってくれる。そうでしょう？」

　ぬらりひょんは、杏あん樹じゅの言こと葉ばにうなずいた。

「陰おん陽みょう師じのぼっちゃん……わしらはちがう世せ界かいに住すむ存そん在ざいだが、決けっして敵てきではない。遠とおい世せ界かいの隣りん人じんとして、認みとめてはもらえませんかの？」

「……オレ……」

　そうつぶやいて、春はる人とは唇くちびるをかんだ。

　胸むねの中なかのわだかまりは、そう簡かん単たんに消きえそうになかった。







　　　　16　春はる人との過か去こ




　空そらも暗くらくなってきて、納のう涼りょう祭さい本ほん番ばんといったふんいきの中なか──杏あん樹じゅは、春はる人とといっしょに境けい内だいの奥おくにいた。

　遠とおくのほうから、祭まつりばやしが聞きこえてくる。

「よかったね、お祭まつり中ちゅう止しにならなくて」

「……そうだな」

　傷しょう害がい事じ件けんだったが、みんな軽けい傷しょうだったので大おお事ごとにならず、納のう涼りょう祭さいはつづけられることになったのだ。

「ありがとな」

　春はる人とは口くちもとに笑えみをうかべた。

　杏あん樹じゅもつられてほほえむ。

「お礼れい、言いわれるようなことしてないよ」

「高たか野のは、強つよいよな……」

　ボソリと春はる人とがつぶやく。

「強つよくないよ。みんなが助たすけてくれるから、強つよく見みえるだけで──じっさいは、なさけないほど無む力りょくだし」

　じぶんが胸むねをはって言いえるのは、ちゃんとおじいちゃんの後あとをついでりっぱな大たい使しになる、という気き持もちの強つよさだけだ。

　ただ、その気き持もちを言いうことで、手てつだってくれる精せい霊れいが多おおいのは、まちがいない。

「ちゃんと、わかってくれる〝あやかし〟か……」

　春はる人とは顔かおを下したにむけた。

「うん。話はなせば、絶ぜっ対たいにわかってくれる。前まえにも言いったでしょう？」

　そう言いって、杏あん樹じゅは春はる人との顔かおをのぞきこんだ。

（いまなら……）

　春はる人とがかかえているものを、聞きき出だせるかもしれない。

　なにか、じぶんが力ちからになれるかもしれない。

「あの、前まえから聞ききたかったんだけど……」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、春はる人とはピクッと体からだを動うごかした。

「なに？」

　顔かおは、地じ面めんを見みつめたままだ。

（聞きいても、いいよね？）

　杏あん樹じゅはおそるおそる口くちを開ひらく。

「私わたしは、おじいちゃんの後あとをついで大たい使しになったけど、安あ倍べくんはどうして？」

　修しゅう練れん場じょうには、たくさんの道どう具ぐがあった。

　弓ゆみの的まとや、ワラを巻まいた棒ぼうはボロボロになっていたし、修しゅう練れん場じょうのゆかにはあちこちに傷きずがあった。

　陰おん陽みょう師じは、あんなに激はげしい修しゅ行ぎょうをつまなければいけないものなのだろうか。

　そうだとしても、もう少すこし、大おおきくなってからでも、よさそうなのに。

「……死しんだんだよ。オレの父とうさんも……母かあさんも」

「……え？」

「陰おん陽みょう師じとしての任にん務む遂すい行こう中ちゅうに、〝あやかし〟に殺ころされた。オレはじっさい、見みてないけどね。協きょう会かいの人ひとに、そう聞きいたんだ」

「そ、そうなんだ……」

「だから、オレは〝あやかし〟をゆるさない。りっぱな陰おん陽みょう師じになって、絶ぜっ対たいに祓はらってやるって決きめた。ま、じいちゃんには反はん対たいされたけど」

「……反はん対たい？」

「そう。復ふく讐しゅうのために陰おん陽みょう師じになるのはゆるさん！　ってさ」

　そう言いって、春はる人とは杏あん樹じゅを見みた。

「高たか野のと会あった直ちょく後ごはさ──大たい使しのやり方かたは、甘あまいって思おもった。見みつけて消けすんじゃなくって、話はなしあって捕とらえるなんて、絶ぜっ対たいにダメなんだって。そんなすきを見みせたら、あいつらは絶ぜっ対たいに、おそってくるって」

（でも……）

　杏あん樹じゅは、言いいかえそうとした言こと葉ばをのみこんだ。

　春はる人とには、春はる人との信しん念ねんがある。

　それを否ひ定ていすることはできない。

「だけど、高たか野のといっしょにいて知しったんだ。敵てきとか味み方かたとか、大おおきなくくりで見みるんじゃなくて、個こ人じん個こ人じんで見みれば、悪わるいやつなんて、少すくないのかもしれない……って」

「……うん」

「オレの青せい龍りゅうやおまえの使つかい魔まや、この祭まつりで協きょう力りょくしてくれてる妖よう怪かいたちは、話はなせばわかってくれる。さっきみたいに力ちからを貸かしてくれる〝あやかし〟がいるなら、すぐに消けすのはまちがってるって……いまになって、そう思おもう」

「ごめんね、私わたし……知しらなくって……祓はらっちゃいけないって考かんがえをおしつけて……」

（両りょう親しんを殺ころされた……なんて、目めのカタキにするのもとうぜんだよ……）

　なんてひどいことを言いっていたんだろうと、杏あん樹じゅはシュンとなってしまう。

　そんな杏あん樹じゅの頭あたまを、春はる人とがくしゃくしゃとなでる。

「高たか野のが気きにすることじゃねーって。知しらなかったんだし、大たい使しなんだし、あやまるのはちげーよ」

「ごめんね」

「だから、いいって」

「うん……」

　杏あん樹じゅは口くちもとに笑えみをうかべた。

「きっとみんな、安あ倍べくんの力ちからにもなってくれるよ。ぬらりひょんさんだって、言いってたじゃない。隣りん人じんとして、認みとめてくれって」

「そう……だな。今こん度ど、じっくり話はなしてみるよ」

　険けわしい表ひょう情じょうをしていた春はる人との顔かおが、じょじょに和やわらいでいく。

「話はなしを蒸むしかえすようで悪わるいんだけど……その〝あやかし〟って──」

「ああ」

　春はる人とがいまいましそうに口くちをひらく。

「饕とう餮てつ。陰おん陽みょう師じの協きょう会かいでトリプルＡランクがついている、すげー危き険けんな妖よう怪かいだよ」

　饕とう餮てつ。

　この名な前まえは、杏あん樹じゅの胸むねの中なかに、鉛なまりのようにズシリと重おもく残のこった。

「ま、大たい使しに協きょう力りょくしてもらうつもりはないよ。これはオレ個こ人じんの問もん題だいだからさ」

　そう言いって、春はる人とは月つきがかがやく空そらを見みあげた。

　スーッと息いきを吸すいこむと、杏あん樹じゅのほうへとふりかえる。

「これから、キモだめしに行いかないか？」

「……え？」

　杏あん樹じゅは目めをパチクリさせた。
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「高たか野の、ずっと準じゅん備びばっかでさ、遊あそんでないだろ？」

「でも、おみこしかついだし」

「それは遊あそんでるのとはちがうだろ」

　春はる人とが苦く笑しょうする。

「でも、大たい使しの仕し事ごとが──」

「そんなのあと。ほら、行いこうよ」

　春はる人とは立たちあがると、杏あん樹じゅに手てをさしのべた。

（いいのかな……まだ、やること残のこってるし……）

　悩なやむ杏あん樹じゅの目めの前まえに、グイッと手てが伸のびてくる。

「妖よう怪かいたちが、どんな風ふうにキモだめしをしてるか、見みたいだろ？」

　そう言いわれると、妖よう怪かいたちがどんな風ふうにやっているのか、気きになってくる。

「ダメ……かな？」

　春はる人との顔かおがまっかになっている。

　だけど、暗くらがりにいる春はる人との顔かおは、杏あん樹じゅにはよく見みえなかった。

「うん、行いこう！」

　杏あん樹じゅは春はる人との手てをとり、立たちあがった。

　杜もりの入いり口ぐちにむかって、２人ふたりはならんで歩あるいていく。

「そういや、高たか野のってさ……怖こわいの苦にが手てじゃなかったっけ？」

「苦にが手てだよ」

「じゃあ、キモだめしムリじゃん！」

「それはそれ。これはこれ。知しってる妖よう怪かいがやってるのに、怖こわいわけないじゃない」

「あら、杏あん樹じゅ！」

　オバケやしきの案あん内ない人にんとして、入いり口ぐちの前まえに立たっているヴィリに声こえをかけられる。

　悪あく魔まのかっこうをしているヴィリは、日にっ本ぽんのキモだめしとしては、ちょっとういていた。

「陰おん陽みょう師じといっしょに、どうしたの？」

「みんなの様よう子すを見みに──」

　言いいかけた杏あん樹じゅは、建たて物ものの中なかから聞きこえてくるさけび声ごえに、ビクッと体からだをふるわせた。

「えっと……」

　こまったように顔かおをしかめた杏あん樹じゅに、ヴィリは口くちを大おおきくあけて笑わらった。

「ほんものだもの。おどろいてとうぜん！」

　言いって、ヴィリは言こと葉ばをつづけた。

「もちろん、危き害がいはくわえてないわ」

「そりゃ、そうだよ！　ね、様よう子すを見みに、入はいってもいい？」

「陰おん陽みょう師じといっしょに？」

「うん」

　杏あん樹じゅの横よこに立たっていた春はる人とのすがたを見みて、ヴィリはうなずいた。

「いいわ。特とく別べつにタダでとおしてあげる。彼かれらの本ほん気きを、とくと体たい験けんしてらっしゃい」

　うやうやしく頭あたまを下さげると、荒あれた看かん板ばんを指さし示しめした。

　みんな、顔かお見みしりの妖よう怪かいだということがあるからか、杏あん樹じゅは怖こわさを感かんじなかった。

「んじゃ、行いこっか」

「お、おう」

　２人ふたりは、杜もりの奥おくへと消きえていった。

　数すう分ふん後ご──耳みみをつんざくような、杏あん樹じゅの絶ぜっ叫きょうが聞きこえてきたのは、言いうまでもない。







　　　　17　おかえりなさい




「今日きょうも晴はれだねぇ……」

　リビングでくつろいでいるシルフが、うんざりしたように口くちをあけた。

「そうだねぇ……」

　杏あん樹じゅもソファーの上うえで、ゴロゴロ。

「日にっ本ぽん、暑あつすぎ！」

「じゃあ、じぶんの国くにに帰かえる？」

　質しつ問もんされたシルフは、ウッと言こと葉ばをつまらせる。

「ほらね。日にっ本ぽんの夏なつは暑あつい……で、いいじゃない。そんなにうんざりした口く調ちょうで言いわなくても」

「だって、暑あついもんは暑あついよぉ……」

　ぼうしもとり、クツも脱ぬぎ、ジャケットまでテーブルにおいたシルフは、これ以い上じょう、なにを脱ぬぐつもりなのだろう？

「シルフ、暑あつい暑あついって言いいますけど、冷れい房ぼうついてるんですよ！」

　ヴァルが、キッチンから顔かおを出だした。

「おつかれの顔かおですね。杏あん樹じゅさまも、シルフも」

「うーん……ちょっとね。しばらくはゴロゴロしてたい感かんじ」

　そう言いって、杏あん樹じゅはクッションをだいたまま、天てん井じょうを見みあげる。

「だいかつやくでしたからね、杏あん樹じゅさま」

「でも、おにいちゃんのほうがもっとすごいよ。毎まい日にち、撮さつ影えいやらレッスンやら……夢ゆめのためとはいえ、感かん心しんしちゃう」

「光こう哉やさまは、吸ヴァ血ンパ鬼イア特とく有ゆうの、無む限げんの体たい力りょくがありますから……ヴィリに吸すわれないかぎり、心しん配ぱいは無む用ようでしょう」

　そう言いって、リビングのテーブルの上うえに、きゅうりとナスをおいた。

「杏あん樹じゅさま、今こ年としもこの日ひがやってきましたよ」

「なにこれ？」

　シルフがふしぎそうに、２つの野や菜さいを見みつめている。

　きゅうりとナス。

　この２つの野や菜さいを見みた杏あん樹じゅは、ピンときた。

　バッとおきあがると、顔かおをかがやかせた。

「精しょう霊りょう馬うまを作つくるんだね？」

「そのとおりです」

「そっか……」

　杏あん樹じゅは、かべにかかっているカレンダーを見みる。

　夏なつ休やすみは中ちゅう盤ばんをむかえ、お盆ぼんの時じ期きだ。

「おじいちゃんがいなくなって、はじめてのお盆ぼんか……」

　なんだか、さみしくなってくる。

　去きょ年ねんのいまごろは、いつまでもおじいちゃんがいるものだと思おもっていたからだ。

「ねぇ、精しょう霊りょう馬うまって？」

　シルフに聞きかれ、杏あん樹じゅは、おじいちゃんが昔むかし、教おしえてくれたことをそのまま口くちにする。

「精しょう霊りょう馬うまっていうのは、亡なくなった人ひとたちが乗のるためのものなの」

「へ？　きゅうりやナスに乗のるの？」

　首くびをかしげるシルフを前まえに、杏あん樹じゅは苦く笑しょうしてしまった。

　説せつ明めいが足たりなかった。

「きゅうりは馬うまで、ナスは牛うし。俊しゅん足そくの馬うまで現げん世せに帰かえってきてもらって、帰かえりはゆっくりと牛うしに揺ゆられてもどっていく──そういう意い味みがあるって、おじいちゃんに教おそわったよ」

「ふぅん……」

　シルフは、ふしぎそうに見みつめるばかりだ。

　このかたちだから、わかんないんだ。

　と、杏あん樹じゅは、キッチンから割わりばしをもってくると、足あしに見みえるよう、野や菜さいにさしこんだ。

　きゅうりはあまり、馬うまには見みえないけど、ナスのほうは牛うしっぽい。

「なるほどー！」

「これを玄げん関かんの前まえにおいておくの。地ち域いきによっては、いろいろとやり方かたがあるみたいだけど……うちはお盆ぼんのあいだ、ずっとおいておくだけ」

「へぇ……」

　シルフは精しょう霊りょう馬うまを見みつめたまま、なにか考かんがえている。

「どうかした？」

「ううん。これ、ボクがおいてくるよ」

「へ？」

　暑あつい暑あついと言いっていたシルフが、外そとに出でるという。

（めずらしいこともあるなぁ……）

　杏あん樹じゅはシルフにおねがいすることにした。

「じゃあ、おねがいね」

　ひとつひとつていねいに運はこぶシルフを見みて、杏あん樹じゅはため息いきをついた。

「習しゅう慣かんだから、おくんじゃなくって、ほんとうに帰かえってくるからおく……のだったらいいのにな」

　そのつぶやきは、ヴァルに聞きこえていたようだ。

「そうですね。故こ人じんに会あいたいとねがう人ひと々びとは、多おおいでしょうし」

「ヴァルは、会あいたい人ひといる？」

　目めも覚さめるような蒼あおい瞳ひとみをむけられたら、黙だまっているわけにもいかない。

「いますよ。もちろん、イーヴァルさまに決きまっています！」

「あははっ。いっしょだ」

　そう言いって、じょじょに暗くらくなる外そとに視し線せんをうつす。

「あ、今日きょうの夕ゆう飯はん、なーに？　なんか手てつだおうか？」

　思おもいだしたように言いって、手てつだおうと立たちあがる杏あん樹じゅを、ヴァルが手てでとめた。

「だいじょうぶです。杏あん樹じゅさまは、シルフを見みてきてくれませんか？　あの小ちいさな体からだで運はこぶのは、少しょう々しょう心しん配ぱいです」

「わかったぁ」

　杏あん樹じゅはリビングの窓まどから、玄げん関かんへとむかう。

　夕ゆう方がたの涼すずしい風かぜが、杏あん樹じゅのほおをなでていく。

　その感かん触しょくは、おじいちゃんが、杏あん樹じゅのほおをそっと、なでているときの感かん覚かくに似にていた。

　真まっ青さおだった空そらは、にじむようにオレンジ色いろへと変かわっていく。

　雲くもひとつない空そらは、まるで絵えの具ぐのパレットのようだった。

　夕ゆう焼やけと月つきが同どう時じにあらわれる──昼ひると夜よるの境きょう界かい線せんみたいな時じ間かんが、杏あん樹じゅは好すきだった。

「いまごろ、おばあちゃんと、なかよくやってるだろうな……」

　と、空そらを見みあげた、そのとき。

　視し界かいのはし──庭にわの奥おくで、なにかが動うごいている。




　ザクザクザク。




　足あし音おとは、こちらにむかってやってくる。

「だ、だれっ！」

　杏あん樹じゅはとっさに身みがまえた──けれど、そのすがたがはっきり見みえてくるにつれて、杏あん樹じゅの目めには、涙なみだがあふれてくる。

「な、なんで……？」

　杏あん樹じゅの目めの前まえにあらわれたのは、おじいちゃんだった。

　顔かおつきも、ふんいきも、消きえていく前まえのおじいちゃんだ。
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　もうしわけなさそうな表ひょう情じょうをうかべながら、おじいちゃんは杏あん樹じゅのそばへやってきた。

「元げん気きかい？」

「う、ん……」

　うなずく杏あん樹じゅの頭あたまを、おじいちゃんはやさしくなでた。

「精しょう霊りょう馬うまをおいてくれたんだね？」

「え？　あ……おいたのはシルフだけど。どうして？」

　おじいちゃんは、玄げん関かんのほうへと歩あるいていく。

　玄げん関かんの、ちょっとはなれた場ば所しょに精しょう霊りょう馬うまがおいてあるのだけれど、なんかちがう。

「これ……なに？」

　精しょう霊りょう馬うまがおかれている地じ面めんには、古こ代だい文も字じのような記き号ごうで描かかれた魔ま法ほう陣じんがあった。

「死し人びとを呼よび出だす魔ま法ほう陣じんだな」

「そんな魔ま法ほう陣じんがあるの？」

　杏あん樹じゅの問といに、おじいちゃんはうなずいた。

「よほどの力ちからを持もった者ものじゃないと、効こう果かはないけれど──シルフが描かいたのなら、効こう力りょくがあってとうぜんだな」

「そうなんだ！　あれ、でもシルフは……」

　杏あん樹じゅはキョロキョロと見みまわした。

　シルフのすがたはない。

「どこ行いったんだろ？」

　と、そのとき。

　キッチンから、つまみ食ぐいをしたらしいシルフが、ヴァルに怒おこられている声こえが聞きこえる。

「にぎやかだな」

　おじいちゃんが、なつかしそうに目めをほそめた。

「おじいちゃんがいるところは、にぎやかじゃないの？」

　杏あん樹じゅの頭あたまに、おじいちゃんが手てをおいた。

　蒼あおい瞳ひとみが、杏あん樹じゅを見みつめてくる。

「紅葉もみじに、ヴァナーブ……ほかにもなかまがいるが、なにせ、みんな老ろう人じんだからね。にぎやかとは言いえないな」

「おばあちゃんもいっしょなのね！」

「あぁ。もうすぐ、来くるんじゃないか？」

　おじいちゃんは、雲くもひとつない空そらを見みあげた。

　星ほしのひとつひとつが、キラキラとまたたく。

「来くるってことは……」

　そう言いって、杏あん樹じゅは、ちょっと考かんがえてから、言こと葉ばをつづける。

「帰かえらなきゃいけないってことだよね？」

「まぁ、そうだが。今こん晩ばん中じゅうは、いられるはずだよ」

　それを聞きいた杏あん樹じゅの顔かおが、パァッと明あかるくなる。

　言いいたいことがあった。

　聞ききたいこともあった。

　一ひと晩ばんという時じ間かんは短みじかいけれど、杏あん樹じゅはそれでも、いっしょにいられることがうれしかった。

「家いえに入はいろう、おじいちゃん！　話はなしたいことが、たくさんあるの！」










　Ｄｅａｒディア　この本ほんを手てにとってくれたみんな




　こんにちは。

　前まえの巻かんを読よんでくれた子こは、おひさしぶり。

　この巻かんでアンジュを知しった子こは、はじめまして。

　川かわ崎さき美み羽うです。

　４巻かんのあとがきで、冬ふゆに会あいましょうと書かいたのに、なんだかギリギリセーフな時じ期きに、発はつ売ばいとなってしまいました。いやはや、お待またせしました。

　こんな寒さむい冬ふゆなのに、内ない容ようは夏なつとか……もう、なんだかいろいろズレまくってますが。

　みんなの胸むねにのこるような内ない容ようになっていると思おもいます。




　さて、年としも明あけてずいぶん経たちますが──みんなは〝今こ年としの抱ほう負ふ〟って、もう決きめましたか？

　ずばり、私わたしは。

　去きょ年ねんまるっと、手てをつけずにいたブログの更こう新しんをしようかと！

　ブログっていうのは、インターネット上じょうの日にっ記きみたいなもんです。

　つばさ文ぶん庫このホームページを見みている子こなら、知しってるかもだけど。

　あとは、これ。

　ガマンしない！

　爪つめだってデコりたいし、オシャレだってしたいし、おいしいものだってお腹なかいっぱい食たべたいし。

　だから、ほんのちょこっとだけ、自じ分ぶんに甘あまくなってみようかなと思おもいます。

　みんなも目もく標ひょうにむかって、がんばっていると思おもうけど、たまには息いきぬきも必ひつ要ようだよっ。

　ちなみに……３巻かんで書かいたことは、３日かでダメになりました（苦く笑しょう）。

　だって、昼ひる間まに寝ねるって、時じ間かんがもったいない気きがして。




　というわけで、ここでひとつ、みんなに伝つたえたいことがあります。

　ファンレターをくれた子こ、ありがとう。

　凹へこんだときや、くさくさしてるときに、みんなの手て紙がみを読よんで、元げん気きを出だしてます。

　みんなのおうえんがあるから、「ヴァンパイア大たい使しアンジュ」は、続つづけていけるのだと思おもいます。

　ほんとうに感かん謝しゃです。ありがとう、ありがとう！

　すぐにご返へん事じが書かければいいのだけれど、どんなデザインにしようかなーとか、悩なやんでいるうちに、年としが明あけてしまいました。ごめんね。

　いましばらく、待まっててくださいな。




　みんな、ファンレターに、どんなこと書かいてるんだろう？

　書かいてみたいけど、どうしたらいいの？　とか、思おもってる子こがいるんじゃないかな。

　そんな子このためにも、いただいたファンレターの一いち部ぶを紹しょう介かいしたいと思おもいます。




「アンジュに登とう場じょうする精せい霊れいは、なにをモデルにしているんですか？


熊くま本もと県けん　Ａ・Ｅさん」






　私わたしが小しょう学がく生せいのときに、妖よう精せいの本ほんがはやっていたので、そこからイメージしてるものが多おおいです。意い外がいと覚おぼえてるもので、本ほんがなくても、はっきりと思おもいだせますね。




「こんにちは。私わたしは１巻かんの最さい後ごや、４巻かんで号ごう泣きゅうしました。泣ないてばかりですが、本ほん当とうに『ヴァンパイア大たい使しアンジュ』には、感かん動どう＆アンド名めい場ば面めんがいっぱいあります！


大おお阪さか府ふ　Ｙ・Ｏさん」






　うわぁ、ありがとう。最さい高こうのほめ言こと葉ばです。

　私わたしの文ぶん章しょうに、近この衛えさんのイラストが味あじを出だしてくれてます。絵えがあると、感かん動どうも２倍ばいですよね！　近この衛えさんは、私わたしの考かんがえたことをそのまま絵えにしてくれるので、とってもありがたいです。




「はじめまして。私わたしは図と書しょ委い員いん会かいに入はいっていますが、図と書しょ室しつには、つばさ文ぶん庫こがありません。がっかりです。


東とう京きょう都と　Ａ・Ｈさん」






　そうか、ないのね……。学がっ校こうの先せん生せいや司し書しょさんに聞きいてみたら、どうかな？

　意い外がいと、図と書しょ室しつに入いれてくれるかもしれないよっ。




「４巻かんの、ヴァナーブのセリフに感かん動どうしました。『人ひととちがうことがあたりまえ』。ジーンときました。


岩いわ手て県けん　Ｓ・Ｓさん」






　これはね、周まわりを気きにしすぎてた私わたしに、私わたしのおばあちゃんが言いってくれた言こと葉ばなの。

　この言こと葉ばのおかげで、今いまの私わたしがいます。Ｓちゃんの中なかにも、この言こと葉ばがのこるといいな。




　こんな感かんじで、いっぱいのおたよりをいただいてます。

　本ほんの感かん想そうでも、抱ほう負ふでも、イラストでも、応おう援えんメッセージでも、気き軽がるに書かいて送おくってみてね！

　あて先さきはこちら

　〒１０２－８０７８　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み１－８－19　株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ　川かわ崎さき美み羽う




　そんなこんなで、あとがきのページもなくなってきたのですが。

　次じ回かい、みんなに会あえるのは、夏なつごろになりそうです。

　だれが、どんなことに巻まきこまれてしまうのか……それとも、だれかが問もん題だいをおこしてしまうのか……まだヒミツです。楽たのしみに待まっていてください。

　それでは、また会あう日ひまで。


Ｆｒｏｍフロム　川かわ崎さき　美み羽う　
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川崎美羽／作


１９８２年生まれ、横浜在住の水瓶座Ａ型。運命のイタズラで物書きになる。ふわふわしたものや、けもけもしたものが好き。現実逃避で行くのは湾岸線ドライブ。アニメ「.hack//Roots」のシリーズ構成を手がけたほか、ノベライズも担当。






近衛乙嗣／絵


帝都在住のイラストレーター。挿絵を担当した作品に『エイティエリート』（角川スニーカー文庫）、『撃墜魔女ヒミカ』（電撃文庫）、『ゴッデス！』（ＨＪ文庫）、『RIGHT×LIGHT』（ガガガ文庫）などがある。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










ヴァンパイア大たい使しアンジュ⑤




妖よう怪かいたちと、夏なつ祭まつり!?の巻まき








作さく　川かわ崎さき美み羽う

絵え　近この衛え乙おと嗣つぐ
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